
妙多羅天を祀る

　山形県高畠町一本柳に鎮座する屋代神社の由来を語る『屋代神社霊顕記』の全文を翻刻し、考察を加える。

　本書は米沢市立米沢図書館に蔵されている（郷土資料・Ｋ　／Ｙａ）。竪二十三・四×横十四・七センチ。楮
175

紙を二つに折って袋綴じにした一冊本で、墨付き本文七十五丁（一面八行）から成る。奥付は記されてなく、

書写年次等は不明である。表紙・裏表紙はともに剥奪。糸の綴じ目に一部が残るが、本文と異なる厚めの料紙

（茶色）であったことがわかる。見返し、または裏表紙に、奥書のようなものがあったかもしれない。本書は

今のところ他に写本を見いだせない。唯一存在する原本と見たい。
　本書の成立・書写年などは、奥書がないので正確には不明とするほかない。かつて筆者は筆跡と料紙から江

戸末期と想像してみたのであるが（「鬼婆伝説 ─ 敗者の悲しみ」平成十一年十一月十三日、山形新聞・連載

〈ふるさとの物語 ─ 生と死 ─〉第七回）、明治以降の成立と考えたほうがよいという意見も耳にした。
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伝承資料集成    米沢市立米沢図書館蔵『 屋代神社霊顕記 』の翻刻と考察
やしろじんじゃれいけんき

――山形・新潟の弥三郎婆伝説――



　そこで確証を得るため、最近、高畠町郷土資料館の主任・安部温
さんにご教示をお願いしたところ、「妙多羅天堂」（写真）の棟札を

翻刻した書類を送ってくださった。それを見ると、文政十一年（一
八二八） 三月十八日に再建されたと記されている。「大工　市川九右

衛門、同　髙橋周次、一村惣若者　中」とある。これと符合するの
は、本書末尾の次の一文である。「  妙 ミヤウ  多羅天 タロテン　ト 神号 ヲ 拝 シ 奉 ル。ジンゴウ ハイ タテマツ

 数  暦 ヲ 経 テ 破 レ、 新 ニ奉 再建 、 神助 ヲ 仰 グ 神 ハ…」。文政十一年に
ス レキ ヘ ヤブ アラタ サイコン ジンジヨ アヲ カミ

堂社を再建したとき、この縁起書を作成したと見て間違いあるまい。料紙・筆跡なども時代的に矛盾しない。

　この縁起書は、たしかな史実にもとづいているわけではないが、神社の創建を江戸時代を遠くさかのぼる古

い時代に設定し書いている。縁起書の作成者は、堂社再建に際し、高畠町屋代地区に伝わる伝説をもとに、新

潟県弥彦村の紫雲山宝光院（真言宗）に祀られている妙多羅天にまつわる弥三

郎婆伝説をとりこんで、新たな観点から壮大なモノガタリを書き上げたのであ

る。　本書は、その名のとおり山形県高畠町一本柳にある屋代神社の縁起書である

が、最後まで読んでいくと、実はそうではなくなってしまう。末尾に、「 是 ヨリコレ

 大坂屋 （ハ）マス柿鈎ヲヽザカヤ
 繁昌 シ、ハンジヤウ
 夜彦 ヤヒコノ弥三郎 姥 ガ 神通 ナリ、ト弥左衛門（ハ）
バヾ ジンツウ

 尊敬 シテ、ソンゲフ
 伊夜日子 イヤヒコ大明神ノ 社内 ニ 宮殿 〈クウデン〉ヲ 建立致 シテ、 妙 
シヤナイ キウデン 
コンリウイタ メウ 陀羅 タラ 天 テン

ト祭リ奉ル」とある。それまでのストーリーは後述するが、鬼婆と化した弥三

郎の母が改心し、与板の弥左衛門の息子 比平 のために大風に乗せて美女を連れ
ひへい

人文科学研究　第132輯胸
景 42妙多羅天堂



てきた。 摂津国 大坂の三輪屋久右衛門という富有者の娘ヲヱツである。その後、娘が越後国の与板にいること

（ マ  マ ）を知った久右衛門は、番頭を遣わして娘と比平を大坂に呼び寄せた。そして比平の誠実な人柄を認めて結婚さ

せ、大坂屋弥左衛門を名乗らせた。やがて弥左衛門は与板の領主に仕え、八百石を与えられ、三輪比平と名

乗ったという。これが本書の結末である。
　というわけで、本書は最終的に、越後国与板の三輪家が弥三郎婆の神通力に感謝し、弥彦神社の境内に小社

を建て妙多羅天を祀った、ということを書いた縁起書になっている。山形県高畠町一本柳の屋代神社の由来を

記した縁起書がすでにあって、それを改編し、最後に右の結末をつけて三輪家の事績としたのであろう。当家

は妙多羅天を祀る宝光院の有力な旦那・支援者であったのではなかろうか。
本書のストーリー

　本書のストーリーを述べてみよう。大きく四部構成になっている。
　第一部 ──「渡会弥三郎（ノ）先祖由来之事」「弥三郎姥、出顕之事」「源頼義公、御下向之事」「源頼義公

御父子（ト）安部家（ノ）合戦之事」
　出羽・奥州の領主、安部大夫 頼良 の家来に、渡会弥太郎平 時宣 がいた。山形県高畠町の屋代郷に五千貫の土

よりよし 
ときのぶ

地を与えられ、一本柳村の平潟城に住んでいた。妻は 厨河
 左衛門の娘 くりやがわ
 萩野姫 で、その間に産まれた男子は学
はぎのひめ

識・武力ともに優れ、親孝行であった。鳥海前司安頼を烏帽子親に渡会弥太郎 安宣 と名乗ったが、太守の安部
やすのぶ

頼良が渡会 大内蔵 平安宣と改名してあげた。やがて父時宣が死去した。
おおくら

　父の喪中、東の山から大きな猫が飛んできて、四方を睨んでいる夢を見た。 安達仙伯 に占わせると、猫は鼠
あだつせんはく
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賊を平治するものであり、東山に狩に出かけてみるべし、と進言した。東の方角の岩井戸という高山に登ると、

頂上の猫鼻という平地で数十人の天女が音楽を奏でていた。近づくと一斉に飛び去ったが、一人だけ逃げ遅れ

て泣いていた。その天女を連れて帰り、 岩井戸姫 （岩井戸御前）と名づけ、妻とした。その間に男子が産まれ
いわいどひめ

た。弥三郎という。　永承六年（一〇五一）、源 頼義 が鎮守府（将軍）に任ぜられ、奥州にやってきた。領主の安部大夫平頼良は街

よりよし
道の掃除や橋の架け替えなどを行って精勤した。名前が頼義と同音なので 頼時 と改名した。その子息に 貞任 ・
よりとき 
さだとう

 宗任 ・ 直任 ・ 保任 ・ 守任 などがいた。保任は、厨河左右衛門の跡継ぎに入り厨河四郎保任と名乗り、衣の館に

むねとう なおとう やすとう もりとう
住んだ。その跡が今も残っている。

　津軽・青森に 宇堂左馬之佐安方 という一城のあるじがいた。その娘錦木は奥州一の美女であった。頼時の長

うとうさまのすけやすかた
男貞任の妻となる約束を交わしていたが、源頼義が美女の噂を聞いて無理に呼び寄せ、寵愛した。頼時とその

一族は、権威を誇り、色を好み、礼儀を乱す頼義に激怒し、戦う決意をした。出羽国置賜の地は戦場となった。

　源頼義の長男 義家 は屋代の要害に、安部貞任は高峯に陣を張った。激しい戦いの末に、義家が勝った。頼時

よしいえ
は流れ矢の疵が治らず、天喜四年（一〇五六）九月五日、死亡した。義家は宗任を囚人として捕らえ、上洛し

た。宗任は貴族たちの前で即興の和歌を詠み、教養の高さを示した。
　第二部 ──「八幡太郎義家公、三略六韜（ヲ）伝授シ玉フ事」「源義家公、後三年（ノ）戦（ヒ）之事」

　源頼義は、鳩峰（高畠町）の男山八幡宮に祈願して男子を授かった。八幡宮の申し子なので八幡太郎と名づ

けた。義家である。　あるとき、京都の大江師房が内裏の文庫の中で「 三略六韜 」という軍書を見つけて、義家に献上した。この
さんりやくりくとう

軍書は神功皇后が唐土から取り寄せたものである。義家は康平三年（一〇六〇）屋代の 阿久津 村に着陣し、安あくつ
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部・渡会一族（平家）と戦った。なかなか勝てなかったので七つの陣地に八幡神社を建立し、戦勝を祈願した。

その甲斐あって、 鳥海弥 太郎平安頼（鳥海前司安頼とも）、安部貞任、厨河四郎平保任らを滅亡させた。後三年

とりのうみ
の戦いである。前九年の戦いでは功を収められなかったが、ここで勝てたのは「三略六韜」のおかげである。義

家は文徳・達徳の名将と褒め称えられた。
　第三部 ──「巌（岩）井戸御前（ト）弥三郎、民間ニ落（ツ）ル事」「弥三郎、武者修行之事」「弥三郎、三

略六韜ヲ得ル事」「弥三郎母岩井戸、鬼女ト成（ル）事」「白山大権現岳（ノ）跡之事」「弥三

郎、古郷ヱ戻ル事」
　安部一族とともに、その臣下である渡会大内蔵平安宣も戦死した。十五～七十歳の男はみな戦死した。よっ

て、父時宣の妻萩野姫（厨河左衛門の娘）は、安宣の妻岩井戸姫（天女）に、「弥三郎（十三歳）を連れて民間

に隠れよ。いずれ一族郎党を集めて旗を揚げ、一家を再興せよ」と命じた。萩野姫とともに男たちの妻六十人

あまりは建物に火を放ち、自害した。生き残った男たちは山野に逃れ、田家に隠れ、散り散りに落ち延びた。

　かくして平和は戻った。弥三郎は二十歳になり、旧臣の娘と結婚し、男子が産まれた。残党を集め、君父の

ために弔い合戦をしようと思うが、「三略六韜」がなければ勝てない。母（岩井戸姫・御前）と相談し、武者修

行の旅に出てこの軍書を手に入れて帰ってくることになった。常陸国、鹿島神宮、香取、京都を旅して剣術を

磨いた。京都では大江家に住み込み「三略六韜」を探したが、見つからない。そこで唐土に行って手に入れよ

うと思い、長崎をめざした。途中、豊後国の宇佐八幡宮に参籠したところ、白髪の老人があらわれて大宰府の

大林寺に行けという。大林寺に住み込み人々と親しくなると、弥三郎のために住職が寺蔵の「三略六韜」の講

義をし、書写を許してくれた。こうして手に入れることができた。
　故郷では、弥三郎が留守の間、妻も子も病死した。悲嘆のあまり弥三郎の母（岩井戸姫・御前）は気が狂い、
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白髪の鬼女と変じた。弥三郎の軍用金をつくるため盗賊の 頭 となり、オオカミを使い旅人を襲い、金品や衣服
かしら

を奪い取った。遠国まで飛行し、人を殺して血を吸い、オオカミに死骸を与えるようになった。

　このころ屋代では日照りが続いた。人々は総鎮守の「大屋代の宮」（屋代神社）に祈願したところ、神霊があ

らわれ、「 白子山 しらこやまの岩窟に鎮座する 白山姫 を信仰せよ。いま世の中を騒がしているのは赤帝の御子である。こ

しらやまひめ

れは白帝の御子である」という。まもなく白子山から光り物が飛んできて、屋代神社の境内にある社殿に入っ

た。これを白山大権現という。その後、豊作が続き人々は安楽に過ごした。

　弥三郎が故郷の屋代に帰ってきた。衣服を改めて村に入ると盗賊が出てきた。これをやっつけるとオオカミ

が出てきた。木に登って防いだが、白髪の鬼女があらわれて弥三郎を引き下ろそうとする。弥三郎は母とも知

らず、その腕をバッサリと切り落とした。
　家のまわりは荒れ果てていた。中では母がうめき声をあげている。腕を見せると母は突然、屋根の上に飛び

上がり、鬼女に変じた事情を語り、越後国の弥彦山へと飛び去った。
　弥三郎はなんの因果かと悲しんだ。残党を集めて源家に戦いを挑み、一族を再興しようとしてきたが、すべ

て水泡と帰した。世は平和に治まっている。まもなく弥三郎は病気にかかり、亡くなった。再興を誓った残党

の人々も後追いの自害をして果てた。
　第四部 ──「弥三郎姥、与板（ノ）弥左衛門ニ女房ヲ授（ク）ル事」

　新潟県の与板（長岡市）に、弥左衛門という貧しい男がいた。早く亡くなったので、息子の比平が名を継い

で母と二人で暮らしていた。親孝行な息子であった。母が病気になった。昼は働いて時間がないので、夜に

なってから新潟の名医に薬をとりに行く。道すがらいつも七十歳ばかりの白髪の老女が出てきて話しかける。

あるとき老女の家に連れて行かれて悪臭のする薬をもらった。そして、「来月二十八日、おまえに花嫁を与えよ
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う。一族を招いて待っておれ」と不思議なことをいう。母はその薬で全快した。

　その日、一族を集めて待っていると大風が吹いた。庭を見ると、美女が倒れている。家に抱きかかえて入れ

たが、息を吹き返し、「不思議な縁で命が助かったのだからお嫁になってもよい」という。たちまち結婚の宴と

なった。　この事件は近隣に広まった。柏崎の船頭が兵庫に行って語ったのを、大坂の豪商、三輪屋久右衛門の番頭が

耳にした。十六歳になる主人の娘ヲヱツが、男山八幡宮で墨ノ倉清右衛門に嫁ぐ礼式をしているとき、大風に

さらわれて飛び失せたのであった。三輪屋久右衛門は、弥左衛門とヲヱツを大坂に呼び寄せ面会した。正式に

結婚を許し大坂屋弥左衛門と名乗らせ、与板に返した。弥左衛門は隠居後、与板藩主に仕え、三輪比平と改名

し、代々続いている。　弥左衛門が新潟に薬をとりに行く途中、出会った老女こそ弥三郎婆である。大風を起こして、大坂からヲヱ

ツを連れてきたのである。弥左衛門（大坂屋。三輪比平）は弥三郎婆の神通力に感謝し、弥彦大明神の境内に

社殿を建て、妙多羅天として祀った。神として祀ってからは、人々を困らすことはなくなった。白い餅に小豆

の煮物を添え、梅干しを置き、 蓬 の箸を備えて祀るべし。よもぎ
　一方、出羽国の置賜郡には、源義家や安部貞任の古城・陣所などの旧跡がたくさん残っている。屋代の一本

柳には渡会弥三郎の屋敷跡があり、今は畑になっているが、神社が建っている。
本書（神社縁起）の作成と問題点

　以上、ストーリーを見てくると、第四部がとりわけ大きく異なっていることがわかる。腕を切り落とされた
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鬼女伝説を長々と語ってきたが、その後日譚として極めて短く書かれている。本書の主要なストーリーと関係

が薄い。むしろ、とってつけたような印象を与える。
　本書は「渡会弥三郎（ノ）先祖由来之事」から開始されている。安部一族（平家）は、奥州五十四郡と出羽

国十二郡、併せて六十四郡の領主であった。仁義の道を守り、教養も高かった。その股肱の臣たる屋代郷の渡

会一族（平家）もまた同様であった。
　だが、永承六年（一〇五一）源頼義が鎮守府将軍として赴任したことから事件が起きる。安部頼良（頼時）

の四男、保任に嫁入りすることが決まっていた錦木を奪った。これに怒った安部・渡会一族（平家）は頼義・

義家（源家）に戦いを挑むが、敗北に終わった。渡会一族は復讐すべく再興をめざすが、その望みを背負って

生き残った岩井戸姫（御前。もと天女）は、息子の弥三郎が武者修行に出ている間に、弥三郎の妻とその男子

を病死させてしまう。岩井戸姫は責任を感じて狂気を発し、鬼女と変じた。そして、帰郷した弥三郎に腕を切

り落とされてしまう。　ストーリーは、ごく自然に展開しているように見える。だが、大きな破綻がいくつもあって、見逃すことが

できない。その一つ、鬼女と化した弥三郎婆が心を改め、もと天女であるゆえの神通力を発揮して、村人に幸

福をもたらしたので、妙多羅天として祀ったという。それならば、この天女を祀るのにふさわしいのは渡会一

族の子孫ないし関係者であるべきだろう。遠く離れた与板の大坂屋弥左衛門こと三輪比平が神社を建立し祀っ

たと記すところに、もとの縁起を書き改めて本書を作成したことが見てとれる。

　『屋代神社霊顕記』という書名であるのに、その中身は『弥彦妙多羅天縁起』あるいは『越後与板大坂屋由来

記』へと変容している。『屋代神社霊顕記』は、本書の作成者が机上に置いて改編を試みた、もとの縁起の一つ

であろう。「目録」（翻刻参照）でいえば、それは弥三郎の登場する以前、義家が「三略六韜」を手に入れて安
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部・渡会一族に勝利するまでが書いてあったと思われる。源義家が勝利して平和がよみがえったことを顕彰し、

討ち滅ぼされた安部一族（平家）の霊を慰める、二つの意味を込めた縁起であったろう。屋代郷では、義家を

讃え、安部・渡会一族の霊魂を慰める神社と縁起が必要であった。そのための神社も存在したであろう。よっ

てもとの縁起は、再興をめざしたが空しく潰えた彼らの霊を慰めることを内胎していた。

　本書の作成者は、新しい書名に替えたかったのではなかろうか。そのつもりで改編してみたが、もとの縁起

に負うところが大きすぎ、本書作成の最大の目的である第四部をもとの縁起にうまく繋げられなくって、書名

を変更できなかった。そう見るべきである。
　もう一つ、本書において納得しがたいのは「弥三郎」という通称である。弥三郎の祖父は渡会弥太郎畿畿畿平時宣、

父は渡会弥太郎畿畿畿平安宣であるから、その長男は「弥太郎」でなければならない。「弥三郎」と書けば三男とうけ

とられかねない。もとの縁起は「弥太郎」ではなかったか。むりやり越後国弥彦の「弥三郎婆伝説」をくっつ

けたとしか考えられない。「弥三郎」なる人物を外からもってきたのである。そもそも屋代郷には「弥三郎婆伝

説」はなかったと思われる。渡会一族の先祖を語り、その霊魂を讃えて慰める神社縁起に、それは必要ない。

　元服した「弥三郎」の名乗りがどこにも出てこないのは、元服前に父安宣が戦死したからである。もし正し

く書くならば、渡会弥太郎□宣、でなければならない。
　もとの『屋代神社霊顕記』を改編し、弥三郎の武者修行、弥三郎婆の鬼女変化、与板に住む弥左衛門の婚姻

など、新たなモノガタリを創って付け加えたのであろうが、「弥太郎」を「弥三郎」と書いたのは納得しがた

い。「 旧臣 ノ 娘 ヲ 嫁 シ（テ）キウシン ムスメ ガ
 妾婦 セウフニナシ、一子ヲ 産 リ。弥三郎、二十歳ニナリシニ」は、見逃しがたい失錯であ
ウメ

る。　破綻は、もう一つある。越後国弥彦の妙多羅天、それを祀る大坂屋の由来を書くのが最終の目的だから、出
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羽国屋代郷に住んでいる渡会弥三郎の話がいつまでも続いては困る。どこかで切り上げなければならなくな

り、あっけなく死んだことにしてしまう。鬼婆となった母親が弥彦へ飛び去ったあと、弥三郎は病気にかかり

百日もしないうちに死んだ、というのである。豪勇の誉れ高く、必勝をもたらす「三略六韜」を手に入れ、再

興のための軍用金を蓄え、六十人あまりの残党を結集した英雄を語る縁起としては、あまりにあっけない死に

方であり、そっけない書き方である。渡会弥太郎の霊魂を慰める縁起を改編して、新たな縁起を創ろうとした

からである。もとの縁起との繋ぎ目が大きくすぎて、うまく接合・調整されていない。無理な書き方になって

いる。　さらに指摘しておく。もとの縁起である『屋代神社霊顕記』は、漢文で書かれていたかもしれない。本書の

あちこちに、その痕跡と思われるレ点・返り点が見られる。あらたな縁起を書き起こすために、もとの漢文を

訓読したのではなかろうか。
　本書には夥しいほどの朱筆による振り仮名がつけられている。そのしつこさは、なにゆえだろうか。読みや

すくするためであろうが、そればかりとは思えない。本書は語り物の台本として作成されたのかもしれない。

声を出して読むとき間違えないように、しつこいほど振り仮名をつけたのではなかろうか。あるいは、書写さ

れ流布されることを願ってつけたのであろうか。もしかしたら、版木に彫って出版しようとしたのかもしれな

い。いずれにせよ、多くの人々に読んでもらおうとしたのであろうが、それにしては仮名遣いが統一されてい

ない。方言もかなり多く混じっている。やや中途半端なテキストになっていることは否めない。

　注意すべきは、振り仮名がついていないところがあることだ。五十～五十一丁にかけての一丁半がそうであ

るし、同じく圏の付いた比較的短い文章と目次にもない。割り注もごく一部を除いてついていない。これら
は、本書がやや複雑なプロセスを経て作成されたことを示唆する。作成者は、山形側の漢文縁起を読み下し、
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新潟側の弥三郎婆伝説を付け加え、それをもとに想像の翼を羽ばたかせ、あらたなる縁起を創りあげて行った

と思われる。とりわけ、本書の終わりに近い与板の三輪屋の婚姻をものがたるストーリーは、この作成者の自

由領域であったに相違ない。
　もとの資料として漢文の縁起があったろうというのは、本文中に「四方峨々高山ソビ イ 」「残リ之者」「不思（エ）

不知」「御面談奉願」「奉再建」のごとき表記がいくつもあるからである。漢文を正しく読むなら、「四方ニ峨々

タル高山聳エ」「残リノ者」と表記すべきであろう。ほかの二つは、一二点・返り点を直さなかった例である。

漢文表記がそのまま残ったものではなかろうか。この程度のことから原資料が漢文表記の縁起であったとは断

言できないのであるが、一つの可能性として述べておこうと思う。また、振り仮名のついていないところは、

作成者が書き加えた解説であろう。本文ではないので朱筆の振り仮名をつけなかったと思われる。

　本書は最終的に、山形側ではなく、新潟側の観点から作成されている。本文に米沢方言が見られるから作成

者は新潟側に住む人物ではないだろう。米沢地方の人物と思われるが、広い地域をおおう壮大なモノガタリに

なっている。矛盾・破綻はあるものの、スリルに富み、おもしろく読める。なお、末尾の「神社」は高畠町一

本柳にあった屋代神社をさすと思われるが、「妙多羅天堂」といかなる関係があるのか、不明瞭な書き方になっ

ている。　最後に、「補足資料」として、弥三郎伝説を記す江戸期の文書や昔話の類を五点、掲載した。

　【付記】　全文を翻刻するにあたり、米沢市立米沢図書館の許可をいただいた。なお、翻刻の作業では、田村

正彦氏（大東文化大学非常勤講師）の協力を得た。
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　　　　凡　　例　原文を正確に翻刻することに努めたが、印刷の都合上、以下のような処置を施した。

一、旧字体は新字体に直した。あきらかな誤字は現行の文字に改めた。
一、読みやすくするため句読点・濁点などを補い、割注を〔　　〕で囲んだ。     

一、丁数の終わりを　」　で示した。
一、内容に即して、適宜、段落をつけた。

一、圏の印のついた文は、改行して二字下げにした。一、漢字の右脇に振られた朱筆（ごく一部、墨筆あり）の振り仮名は、省略せず翻刻した。

一、漢字の右脇に振られた「柿鈎」は、「ヤウ柿鈎」→「ヤウヤウ」のように記した。
一、漢字の左脇に振られた文字は、漢字の下に〈　〉をつけて翻刻した。

一、原文通りを示すときは、右脇に（ママ）をつけた。
一、「 名  高 ヲ」「 鎮守府 将軍」のような振り仮名は、「 名  高 キヲ」「
ナ タカキ チンジユフノ 
ナ ダカ
 鎮守府 ノ将軍」と表記した場合がある。
チンジユフ

一、「 遠矢 」「 駿馬 」のような振り仮名や方言は、そのまま翻刻した。
トヲヽヤ ジユンメ

一、原文を正しい文字に直す場合は、右脇に（　）つけて記した。
一、わかりやすくするため、（＊　）の中に翻刻者の註を記した。

一、送り仮名の不足は、漢字の下に（　）をつけて原文と同じくカタカナで補った。

一、文意の読解上、不足している文字を、本文に（　）をつけて補った。

一、振り仮名および（　）の中に記した文字にも、濁点をつけた。
一、ドモ（　）、シテ（　）を示す漢字は、ドモ、シテ　に直した。
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一、「弥」「彌」、「エ」「ヱ」のような混用は、「弥」、「ヱ」に統一した。
一、原文に漢字に振り仮名のつけられていない一丁半があるが、そのまま翻刻した。

　　屋代神社霊顕記

　　　　　目　録一　渡会弥三郎（ノ）先祖由来之事
一　弥三郎姥、出顕之事一　源頼義公、御下向之事一　源頼義公御父子（ト）安部家（ノ）合戦之事

一　八幡太郎義家公、三略六韜（ヲ）伝授シ玉フ事」
一　源義家公、後三年（ノ）戦（ヒ）之事

一　巌（岩）井戸御前（ト）弥三郎、民間ニ落（ツ）ル事
一　弥三郎、武者修行之事一　弥三郎、三略六韜ヲ得ル事

一　弥三郎母岩井戸、鬼女ト成（ル）事
一　白山大権現岳（ノ）跡之事
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一　弥三郎、古郷ヱ戻ル事一　弥三郎姥、与板（ノ）弥左衛門ニ女房ヲ授（ケ）ル事」
屋代神社霊顕記

　　　渡会弥三郎（ノ）由来之事
　
 天 ノ 白帝 ・ 赤帝 、 両輪 ノ如キガ一度ハ 盈 、一度ハ 缺 、源平両家、時有（リ）テ

テン ハクテイ セキテイ リヤウワ 
ミチ カケ
 興廃
 

 キヤウハイ有（リ）。 爰 ニ、奥州一コヽ

国ノ 大  守 、タイ シュ
 安部 アベ 大夫 ダイブ 頼良  領 ズ。今ハ 奥  羽 （＊奥州＝陸奥と出羽）ト二国ニ 分 レタレドモ、 古徃 一国ニシテ、 奥州 

ヨリヨシ リヤウ ヲウ ウ 
ワカ イニシイ ヲウシウ

五十四 郡 ・グン
 出羽 デハ十二郡ノ六十六郡ノ 領主 タリ。リヤウシユ

　其 家臣 カシンニ、 渡会 弥太郎平 時宣 トテ、置賜郡屋代郷ニテ五千 貫 ノ地ヲ」 領 ジテ、 平潟 ノ城ニ 居住 ス。〔今ハ一本

ワタライ トキノブ 
グハン リヤウ ヒラカタ キヨジウ

柳村ト云フナリ〕。　安部大夫（ノ） 股肱 ココウノ 臣 タリ。其 室 ニ、 厨河
 左衛門（ノ） 娘 
シン シツ クリヤカワ 
ムスメ 萩野姫 ハギノヒメヲ 嫁 ス。 此腹 ニ、一子ヲ 産 リ。 懐妊 シ
ガ コノハラ ウメ クワイニン

テ二十ヶ月ニシテ 出生 ノシユツシヤウ
 男子 ナンシ有。其子、 長 ズルニ 従 テ 力量 、 他 ニ 越 、 容 ボウ
チヤウ  シタガツ リキリヤウ タ コヱ ヨウ
 美麗 ニシテ、八歳ニシテビレイ
 弓馬 キウバニ 達 タツ

シ、十五ニシテ 和漢 ワカンノ 書 ニ 博学 タリ。シヨ ハクガク
　
 両親 ノ 寵愛 、 深 カリケ ル 。 后 ニハ主君ノ 一方 ノ 将帥 ヲモ 主宰 ベシト 喜 ビ、

リヨウシン チヤウアイ フカ （リ） ノチ イツポウ シヤウスイ ツカサドル ヨロコ
 慈愛 ジアイセリ。 冠礼 ヲトリ」 行 （ハ）クワンレイ ヲコナ

ントテ、或ハ 縁者 ト云ヒ、 殊 ニ 親 キ中ナリ。 英雄 ヲアヤカラント、 鳥海前司安頼 ヲ
エンジヤ コト シタシ エイイウ 
トリノウミノゼンジヤスヨリ
 烏帽子 ヱボシ 親 トシテ、吉月吉辰ヲヤ

ヲ 撰 ミ、 冠礼
  厚 ク 執行 ヒ、 渡会 弥太郎 平安宣 ト 改 ム。家中ノ 面々
 ニモ、 御盃 ・

ヱラ クワンレイ アツ トリヲコナ ワタライ   ノヤスノブ アラタ メンメン ヲサカヅキ 御料理 ヲリヤウリヲ 下 サル。クダ
 家老 ・用人・カラウ

 物頭 ・モノガシラ 平士 ヘイシニ 至 ル 迄 、 蓬莱島台 、 禄々
 ニ 応 ジ、 善 ヲ 尽 シ、 美 ヲツクシ、 献上 ス。
イタ マデ ホウライシマダイ ロクロク ヲホ ゼン ツク ビ ケンジヤウ

　
 大守 タイシユ 安部 アベ 大夫 ダイブ 頼良大君 （ノ）ヨリヨシタイクン
 屋形 ヤカタ」ニ 参勤 シ、 拝領物 ・ 巻物 ・サンキン ハイリヤウモノ  マキモノ
 馬具 バグ、 頂戴 シ、 則 、チヤウダイ スナハチ 家督 カトク（ヲ） 仰付 ラレ、ヲウセツケ
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 先例 ノ 通 、 行列正敷入部 ス。 此 安宣、 親 ニ 仕 ル事、 孝 アリ。 鶏  初 テ 鳴 テ 起 キ、 行水 シ、

センレイ トウリ ギヤウレツタヾシクニウブ コノ アヤ ツカウ コウ ニハトリ ハジメ ナイ ヲキ ギヤウズイ
 衣服 イフクヲアラタメテ 神仏 カミホトケ

ヲ 拝 シ、 夜 ノ 明 ルヲ 待 、両親ノ 居殿 ニ 往 キ、トノイノ 者 ニ
ハイ ヨ アク マチ キヨデン ユキ 
モノ
 安否 アンピヲタヅネ、 食物 ノ 軽重 ヲ 問 ヒ、 好物 ト 不好 トヲ
シヨクモツ ケイヂウ ト スクモノ スカザル

 悉 ク 尋 ネ、 寝所 ニ 至 リ、 眼 ヲ 覚 サルヲ 待 、 寒暑 、 腹 」 痛等 モナカリシヤ。

コトゴト タヅ シンジヨ イタ メ サマ マチ カンシヨ フク ツウトウ
 今日 ケウ、 召上 ラレ 度 食物、 無 キカト、メシアガ タキ ナ

ナレ柿鈎シク 奉 レ 問 リ ヒモシ、 好 モ（ノ）アレバ 膳部所 ヘコノム 
ゼンブドコロ
 自身 ニジシン
 差図 サシズシテ 申付 、父母ノ 食 シ 給 フヲ 見 、 其後 、 我 ガ 殿 
マウシツケ シヨク タモ ミ ソノノチ ワ デン

ニ 帰 リ、食ニツク。 一朝 モ 怠 ル 事 ナシ。 疾有時 ハ、 装束 ヲトラズシテ、
カヘ 
ヒトアサ ヲコタ コト ヤマイアルトキ  シヤウゾク 
 政務 セイムノ 間  〈マ〉 ニ 幾度 ト云（フ）事ナ
 アイダ イクタビ

ク 見舞 ミマイセリ。 誠 ニ 孝 アル者ハ 忠 有（リ）トイフ。 力量 、 衆人 ニ 過 タリ。
マコト  コウ チウ 
リキシヤウ シウニン スギ

　
 有時 、 城中 ニ」 時鐘 アリ。 度 リ二尺五寸、 厚 サ三寸モアラン。 親 （ノ） 病気 ニシテ、 鐘 ノ 音 （ガ） 騒 シト 宣 

アルトキ ジヤウチウ トキカネ ワタ 
アツ 
ヲヤ ビヤウキ カネ ヲト サハガ  ノ玉ヘ

バ、 自 ラ 独 リ 往 、ハヅシテ 置 レタリ。家中ノ者、 是 ヲ 見 テ、 更 ニ 人間 ノ 業 ニハアラズ。 是 、

ミヅカ  ヒト ユキテ ヲカ 
コレ ミ サラ ニンゲン ワザ 
コレ
 天狗 ノテング
 仕業 ナルベシワザ

シ、ト 沙汰 サタシケリ。此事、 若殿 ヘ 伺ヘ ケレバ、 親 （ノ）病気（ノ） 快気迄 ハ、
ワカトノ ウカヾ（ヒ） ヲヤ 
クハイキマデ
 暫時 シバシノ内、 時鐘 （ヲ） 休 ムベシ、トキカネ ヤス

トアリ。 主命 ナレバ其 通 リニシテ 差置 ケリ。
シユメイ トヲ サシヲカレ

　
 大殿時宣 （＊安宣の父）、ヲホトノトキノブ
 数日 スジツヲ 移 ズ」 医術 、 漸々功有 テ、 痊快 シケレバ、 床揚 ノ
ウツサ イジユツ ヤウヤウコウアツ ゼンクハイ トコアゲ
 祝儀 シウギトシテ、 老臣 ・ 物頭 ・ラウシン モノガシラ

 諸士 シヨシニ御 酒 下サレタリ。サケ　其 時 、トキ
 岩瀬角之進 イワセカクノシント云（フ）物頭（ノ） 言上 シケルハ、 時鐘 モゴンジヤウ トキカネ
 数日 スジツ 指留 ニ 相成 、 気 ノ 毒 ニ 奉 レ 存 ジ 候 。今日 釣 
サシトメ アイナリ キ ドク   リ ゾン サウロフ ツラ

セ、 元 ノ通リ時ヲ 打 テ可 レ  然     旨申上 ゲ レバ、 若殿 （＊安宣）十七歳、弥太郎（＊安宣が）其 鐘 、一 見 スベキ 間 、

モト ウチ  ベクシカル （グ） ワカトノ 

ツキカネ ケン アイダ

 近習 ノ 者供 、キンジユ モノドモ
 可 レ 仕 シ  ルト 鐘堂 ニ 行 テ、鐘ノ 龍頭 ヲ右ノ手ニテ 引起 シ、左ノ手ヲ」入（レ）テ、少シ 手伝 セヨト、

ツキカネドウ ユキ タツガシラ ヒキヲコ 
テツダイ

 近習 ノ者五人シテ、 片々
 ヲ 揚 ヨト云（ヘ）ドモ、 漸 ク少シ 離 レタルヲ、（＊安宣は）両手ニテ 元 ノ如ク 掛 タリ。

キンジユ 
カタガタ アゲ 
ヤウヤ  ハナ 
モト カケ

　此時 始 メテ、家中ノ人々、ハジ
 無双 ブサウノ 強力 ナル事ヲ知ル。 乱世 ノ時ハ、一方ノ 主将 ト 成給 ント 感称 ス。大殿（＊

ガウリキ 
ランセイ 
シユシヤウ ナリタマハ カンシヤウ

時宣）モ 喜悦 キヱツ 浅 カラズ。家ノ 興 ルベキセン 兵 ナリ、ト
アサ 
ヲキ ヒヤウ
 祝儀 シウギ 猶々興 ヲ 増 シケリ。ナヲナヲキヤウ  マ

　是ヨリシテ、弥太郎（ニ　＊安宣に） 社稷 ヲ 譲 リ、 国政 ヲ 行 ハセ、大守（＊頼良）江 隠居 」ノ 願 ヲ 立 シニ、
シヤシヨク ユヅ コクセイ ヲコナ 
ヰンキヨ ネガヒ タテラレ
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弥太郎（＊安宣）ガ 英雄 ヲ 聞召 、 早速 、願ノ通リ 相叶 ヒ、弥太郎ヲ 渡会 
ヱイイウ キコシメシ サツソク アイカナ 
ワタライ 大内蔵 ヲヽクラ 平  安宣  ノ ヤスノブト 厳命 アリ。 国政 ヲ 司 ドゲンメイ コクセイ ツカサ

ラシム。　 孝 ハ百 行 ノ本ナリト云（ヒ）シニ 違 ズ、忠有ノ者ニハ 禄 ヲ 重 ジ、其家ヲニギ ワ シ、 侫人 ヲ 遠 ケ、百姓ニハ

コウ コウ 
タガハ 
ロク ヲモン 
（ママ） ネイジン トウザ
 年貢 ネング

ヲ 減 ジ、 賞 ヲ重クシ、 罪 ヲ 軽 ジ、 軍役 ヲツカ ワ ス。 農業 ノ時ヲ 費 サズ、 貧乏 ヲ 恵 ミ、 老 タルヲ 育 ニ、九十ヨリ

ゲン シヤウ ツミ カロン グンヤク （ママ） ノウギヤウ ツイヤ ビンボウ メグ ヲイ ハゴクム

以」上ハ 粟 二石 宛 ヲ 与  ヒ 、二子・三子ヲ 賞 シ、百姓 扱 フ 役人 ハ 清廉 ノ人ヲ 様 シ 見 テ、 賄賂 ヲ 貪 ル者、或ハ上ノ

アハ ヅヽ アタ （ヘ） 
シヤウ アツコ  ヤクニン セイレン タメ ミ マイナイ ムサボ

 威 ヲカツテイ
 下民 ゲミンヲシカリ 罵 リ、ノヽシ
 権威 ケンイヲ 暴 ジ、 民 ヲ 芥 ノ如クニ思ヒ、百姓ニ 怒 リヲ 起 サセル者、上ニ 向 テハ
ボウ タミ アクタ 
イカ ヲコ 
ムカツ
 言葉 コトバ

ヲ 飾 リ、コビヘツラヒ、忠ト見セテ、己ガ 産業 ニ
カザ 

スキワイ
 加増 カゾウヲ 求 メ、 禄 ヲ 貪 リ、下々ノ金銀ヲセ ブ リトリ、
モト ロク ムサボ 
（ママ）
 私慾 シヨク 深 キフカ

者ヲ 退 ケ 遠 ケ、 隠 シシリゾ トヲザ カク
 目附 メツケヲ 出 シ、其 行式 ヲ 聞出 シ、 賞罸
 明ラカニシテ、 清直 ノ士ヲ 撰 ミ 扱 ハセケル 程 ニ、 農民 

イダ ギヤウシキ キヽイダ シヤウバツ 
セイチヨク ヱラ アツカ ホド ノウミン

（ハ） 赤子 セキシノ如ク 和 ギ 睦 テ、 国主 ヲ 尊敬 スル事、天地ノ如シ。父母ノ如クニ 慕 テ、 弑虐 ノ 罪人  不 レ 起 。

ヤハラ ムツビ コクシユ ソンケウ 

シトウ シイギヤク ツミンド ズ ヲコラ 五穀 ヨクゴコク

 実 ノリ、 貢物 ヲ 進 ミアゲン事ヲ 願 フ。風雨 和順 シ、 誠 ニ 静謐 ニ
ミ ミツギモノ スヽ 
ネガ ワジユン マコト セイヒツ
 鎮定 リケリ。シヅマ

　
 斯 テ 星霜  押 シウツリ、カク セイソウ ヲ
 金烏玉兔 キンウギヨクト 遅々
 アラザレバ」、チヽ
 大内蔵 ヲヽクラ（＊安宣）二十一歳ニゾナラレケレドモ、 定 マレルサダ

 妻 トテハナカリケ ル 。 時 ニ 大殿 ノ 時宣 ハ、五月 中旬 ヨリ
ツマ 
（リ） トキ ヲヽトノ トキノブ チウジユン
 不例 フレイニシテ、 初 ハ 風邪 ノ熱ノ 様 ニシテ、 病 ノ 床 ニ 伏 シ
ハジメ フウジヤ ヤウ ヤマイ トコ フ

 給 ヒ、タマ
 次第 シダイニ病気 重 リ、 医術 ノ者、家中ノ 典薬頭 、引（キ）モキラズ、門前ニ 市 ヲナシテ、 薬方 ヲ 論 ジ、 術 ヲ

ヲモ イジユツ デンヤクノカミ 
イチ ヤクハウ ロン ジユツ

 替  ヒ カ （ヘ）、 療治 スルトイヘドモ、次第ニ病重リ、屋代郷ノ 総社 ナレバ、
リヤウチ 

ソウシヤ
 大屋代 ニヲヽヤシロ
 御代参 ヲダイサン有（リ）テ、 別当 」・ 神主 ・ベツトウ カンヌシ

 社僧 、シヤソウ
 疾病平愈 ノシツペイヘイユ
 命乞 ノイノチゴイ
 祈祷 キタウ一七日、 誠  祈 ヲ 抽 ジ、 丹誠 ヲ 尽 ストイヘドモ、其 験 シモ 更 ニナシ。
セイ キ ヌギン タンセイ ツク 
シルシ サラ

　
 枕元 ニ大内蔵ヲ 呼 、 是 、 汝 ガ心ヲツクシ（テノ） 取扱 ヒ、 誠 ニ 他 ニ 過 タリ。シカシナガラ

マクラモト ヨビ コレ ナンヂ 
トリアツカ マコト タ スギ
 医薬 イヤク 曽 テ 験 ナシ。カツ シルシ

 今度 コンドハ 黄泉 ノ 客 タルベシ。又、 国政 ニ心ヲ用ヒラレバ、国家モ 豊 ニ 治 リ 社稷 （ハ） 危 キ事コレナシ。此儀ニ 於 

クハウセン カク 
コクセイ 
ユタカ ヲサマ シヤシヨク アヤウ 
ヲイ

テハ、 思 ヒ 置事更 ニナシ。 乍 レ 去 、 其許 ノ 力量 ハ」 他 ニ 勝 レ シ  英雄 ナリ。是ニ付（ケ）テモ 能 キ 姫 ヲ 娶 リ（テ）

ヲモ ヲクコトサラ ナガラ  サリ ソコモト リキリヤウ タ スグ （タル） ヱイユウ 
ヨ ヒメ メト

 添 セタク思ヒシニ、 未見当 ラズ。コレ 斗 リ 気 ノ 障 リナリ。又、主君（＊安部頼良）ヲバ

ソワ 
イマダミアタ バカ キ サワ

 大事 （ニ）スベシ。ダイジ
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 夫 、主君ハ日月ノ如ク 敬 ヒ、 忠勤怠 ル事ナカレ。大平ニ 居 テ 乱 ヲ 忘 レズ。モシ

ソレ 
ウヤマ チウキンヲコタ 
イ ラン ワス
 乱軍寄来 ル時ハ、二心ヲサシラングンヨセキタ

ハサマズ、 三軍 一ツニ心ヲマトメ、サングン
 謀士 ノボウシ
 諫言 イサメヲ 用 ヒ、 勇者 ニハ心ヲ 進 メ、モチ ユウジヤ スヽ
 智者 チシヤニハ其心ヲ 立 、タテ
 愚者 グシヤニハ其 死 シ

ヲ 憐 レミ、 我 ガ英雄ヲ 顕 ハサズ」、 諸将 ノ 功 ヲアラ ワ セ。国ヲサツテハ家ヲ 忘 レ、 戦 ニ 臨 ンデハ其身ヲ忘レ、

アハ ワ アラ シヨシヤウ コウ （ママ） 
ワス タヽカヒ ノゾ

 忠 ニ 命 ヲツクシ、 名 ヲ 後代 ニ 残 シ、 骸 ヲ
チウ イノチ ナ コウダイ ノコ カバネ
 山野 サンヤニ 捨 ルハ、ステ
 武士 ブシノ 好 ム 所 ナリ。君ハ君タラズトモ、臣ハ臣ノ道ヲ
コノ トコロ

 守 ラザルハ、 士 ノ道ニアラズ。
マモ シ

　
 遺言 モ可レ有ナレドモ、 病苦  ニ セマリ、誠ノ 言 ニアラザルモノナレバ 口 ヲ 閉 ルト 教訓 シ、其 翌日 、四月廿八

ユイゴン 
ビヤウク （ママ） コト 
クチ トヅ ケウグン ヨクジツ

日、 眠 ルガ如クネム
 死去 ス。シキヨ

　安宣ト 萩 ノ御前（ハ）ハギ
 悲歎 ヒダンノ 涙 ダ」セキア イ ズ、 絶入計 リニ 泣沈 ム。目モアテラレヌ 有様 ナリ。老臣・物頭・

ナミ （ヘ） タイイルバカリ ナキシヅ 
アリサマ

諸士ニ 至 ル 迄 、イタ マデ
 愁悲 シウヒノ 程 、云（フ）計リナシ。 斯 テモ可レ有ニアラザレバ、 領地 ヘ 禁断 ノ 触 （ヲ） 流 シケレバ、

ホド 
カク 
リヤウチ キンダン フレ ナガ

 老 タルモ 稚 モ、 徳 ヲ 慕 ヒテ、カナシマザルハナシ。城ノ内ニハ 仮殿 ヲシツラヒ、 遺骸 ヲ 納 メ、萩ノ 方 ト安宣ハ、

ヲイ イトキナキ トク シタ 

カリデン ユイガイ ヲサ カタ

五日 絶食 ニテ、ワラコモノ上ニシテ、 石 ノ 枕 ニ 帯 トカズ
ゼツシヨク 
イシ マクラ ヲビ
 通夜 ツウヤシ、 葬送 ノ 礼式 、 重 ク 執行 ヒ、 宗廟 ニ」 送 ラレ　
サウサウ レイシキ ヲモ トリヲコナ ソウビヤウ ヲク

△ 清凉院忠解脱良大居士 ト号ス。
セイリヤウヰンチウゲタツリヤウダイコジ

　　　弥三郎姥、出現之事

　
 夫 ヨリ三年ノ 間 、酒・ 鱠 ヲ用ヒズ、
ソレ ウチ ナマグサ
 弦歌 ゲンカヲ 断 ジ、 何 トナク 館舎 、モノ寂シク 成 ニケリ。三年ノ 喪 モ明 ス レ
ダン ナニ クハンシヤ ナリ 
モ （ママ）

バ、 近習 ・用人ノ 衆 、 殿 （＊安信）ノ気ヲウツ 散 セント、
キンジユ シウ トノ 
サン
 野合 ・ノアイ
 狩野 カリノヲ 進 メケレドモ、 出野 シ玉ハズ。
スヽ 
シユツノ

　
 或時 、 安宣 、 夢  見 ラレシニ、 猫 ノ 大 ヒナルニ、 首 ニ 明玉 ヲ 戴 キ、東ノ山ヨリ 飛来 リ、

アルトキ ヤスノブ ユメ ミ ネコ ヲホ カシラ メイギヨク イタヾ 
トビキタ
 座下 ザガニ」 蹲 リ、四方ヲウヅクマ

 白眼 ニラム。 眼 ク、スサマジク 見 テ 夢  覚 ヌ。
マナ 
ミヘ ユメ サメ

　
 不思儀 フシギナル 夢 ナリ。吉凶、ユメ
 如何 ニヤトイカ
 思慮 シ、シリヨ
 家来 ケライノ 士 ニシ
 安達 アダツ 仙伯 ト云（フ）医師、 天文 ・センハク 
テンモン
 地利 チリヲ 曉 シ、 周易 サト シウヱキ

ニモ 達 シタル者アリ。 則 、 召寄 ケルニ、 早速登城 シケルニ 仍 テ、
タツ 
スナハチ メシヨセ サツソクトジヤウ ヨツ
 昨夜 、サクヤ
 ケ様々々
 

カヤウカヤウノ夢ヲ 見 ル。吉凶、 何 ヲ 司 ドミ ナニ ツカサ
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ルヤ、 考 ヘクレヨ、ト 問  ワ レケレバ、 仙伯 、謹（ン）デ 筮 ヲトリ、十八 遍 ノ （＊ヲ）  取 テ、 老陽 ・ 老陰 ・ 少陽  ・

カンガ ト （ハ） センハク 
メト 
ヘン トリ ラウヤウ ラウイン シヤウヤウ

 少陰 ノ 四象 ヲ 分 ケテ、 暫 ク考ヘシガ、 扨 、
シヤウイン シシヤウ ワカ シバラ サテ
 不思儀 フシギノ 夢 ナリ。ユメ
 乾爲天 ケンヰテン」ノ 卦 ナリ。クワ

　
 古往 、 唐土 ノ 周朝 ノ史編、 卜 テ
ソノカミ モロコシ シウテフ ウラナツ
 子牙 シガヲ 得 、 編 ガヱ ヘン
 祖禹 ソウノ 為 ニ 占 テ、 皐陶 ヲ 得 タリ。 六龍 、 天 ニ 登 ラントスレド
タメ ウラナツ コウトウ ヱ リクリウ テン ノボ

モ、 上 ノ 龍 ニ 支 （＊障）  ヒ ラレテ登ル事ヱザルナリ。 猫 ハ
カミ リウ サヽ （ヘ） 
ネコ
 鼠賊 ソゾクヲ 平 グ 物 ニシテ 陰 ナリ。 隠 レタル者ヲ
タイラ モノ ヰン カク
 平治 セン。ヘイヂ

 何 ニモセヨ、東山ニ 狩 ヲシ（テ）見玉 ヒ 、ト云（フ）。   清浄 ニ 身 ヲキヨメ、 出野  有 ベシ、ト云（フ）。

ナニ 
カリ 
（ヘ） 
シヤウジヤウ ミ シユツノ アル

　
 頃 シモ三月三日、 桃花曲 」 水 ノ 宴 ニシテ 觴 ヲ 流 サント 供人 
コロ 
タウカキユク スイ ヱン サカヅキ ナガ トモヒト 數多 アマタ 召連 、メシツレ
 狩野 カリノノ 装束 ハ 安宣 、 馬上 ニテ 乗替 ノシヤウゾク ヤスノブ バジヤウ ノリカヘ
 駕籠 カゴ

 一挺 、 銀 ノ 茶瓶 ・ 狹箱 、イチテフ ギン シヤベン ハサミバコ 花見 ハナミノ 行粧 ニハ 狩 装束ニテ、ギヤウソウ カリ
 弓矢 キウヤ・ 甲冑 ・ 鎗 モナシ。 不 シンニ 思 フモ 断 リナリ。東ニ
カツチウ ヤリ フ オモ コトハ

 岩井戸 イワヰドト云（フ） 高山 アリ。辰己ハカウザン
 伊達 ダテ 郡 、丑寅ハ 仙台 ・ゴホリ センダイ
 刈田 カツタ郡、西ハ 置賜 郡。 三郡 ニ 伏 テ 絶頂 ニ 猫鼻 トイフ
ヲイタマ サングン フシ ゼツチヤウ ネコハナ

岩、 百尋 ニ 除 ル。 上 ハ平ニシテ 百筵 ヲ」 敷竝 ブベキ
ヒヤクジン アマ ウエ ヒヤクヱン シキナラ
 峩々
 

ガヾタル 大山 也。ダイサン
 雲霞 ウンカノ 峯 ヲ 離 ルヽ事ナシ。ミネ ハナ

　此日ハ 快晴 ニシテクハイセイ
 風霞 フウカモナシ。 梺 ハ 桜 ノ花 半開 ニシテ、フモト サクラ ハンカイ
 日面 ハ
爤 ᗆヒヲテ
    ランヱント 咲乱 レ、アタカモサキミダ
 吉野 ・ヨシノ
 初瀬 ハツセノ 風景 ニフウケイ

 等 シク、 梺 ヨリ一里 程 モ 行 シカバ、 簫笛 ・ 琴 ノ 音  聞 ヘケレバ、 早 クモ 郷人 ハ 時 ヲ知リ、花見ニ 来 ル者ナラント

ヒト フモト ホド ユキ シヤウテキ コト ネ キコ ハヤ サトビト トキ 
キタ

 猶々
  奥 ヱ 踏 入リシカバ、 溪 ニハアラデ、 峯 ニ 音 ス（ル）ヤウニ」
ナヲナヲ ヲク フミ タニ ミネ ヲト

 聞 ヘケレバ、   若侍 ハ 木 ノ 根 ・ 萱 ノ 根  押分 テ、
キコ ワカザムライ キ ネ カヤ ネ ヲシワケ
 岩井戸 イワヰドノ 頂上 ニ 登 テウジヤウ ノボ

リ、龍ノ 剣 ニテホリシト云（フ） 池 アリ。 何程 ノ 旱天 ニモ 干 ル
ケン 
イケ ナニホド カンテン ヒ

事ナシト云（フ）池ナリト申ス。 夫 ヨリ西ニ 当 テ、四五町モ 隔 ソレ アタリ ヘダヽ
リ、 猫鼻  之  岩 ノ上ニ 紅 ノ 色 （ノ） 羅綾 ノ 袂 、 錦 ノ十二
ネコハナ ノ イワ クレナヰ イロ ラリヤウ タモト ニシキ
 一重 ヒトエ、 花 ハナ

ノ  笄 ヲサシ、 数 十人ノカンザシ ス
 婦人 ブニン、 楽 ヲ 奏 シテ 居 タリケリ。ガク ソウ イ

　
 往昔 ムカシ、 唐土 ノ人、モロコシ
 仙家 ニ入（リ）テセンカ
 西王母 セイヲウボニ 見 ヘ、 纔 カ半日マミ ワヅ

ノ 客 タ」リト 雖 モ、七世ノ 孫 ニ 逢 シモ 斯 ヤト思ハレ、 暫 シアキ
カク イヘド ソン アイ カク 
シバ
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レテ居タリシガ、 假令 タトヘ、 化生 ノ物ニモセヨ、ケシヤウ
 実否 ジツフ、明（ラカ）ニ見トヾケズンバ、 臆 シタルニ 似 タリ。 武 ノ 道 ヲク ニ ブ ミチ

ニアラズト 皆々
  供 （ヲ）セヨ、ト 真先 ニ 走 リ 出 スニ、 俄 ニ 騒 キ 躰 ニナリシガ、一人二人、天ニ

ミナミナ トモ 
マツサキ ハシ イダ ニハカ サワガシ テイ
 飛 ト見ヘシガ、トブ

 霞 ニ 隠 レテ 行方 ナシ。 猶々
 、 化生 ノ 業 ナリト 猫鼻 
カスミ カク ユキカタ ナヲナヲ ケシヤウ ワザ ネコハナノ 岩 ニ 至 レバ、 只 一人ノ女性、 琴 一面前ニシテ、 涙 ナ」ガラ
イワ イタ タヾ 
コト 
ナミダ

ニシホ柿鈎トシテ居タリ。　其 姿 二八（※十六歳） 計 リト 見 ヘ、スガタ 
バカ ミ
 容顔美麗 ニシテ、ヨウガンビレイ
 芙蓉 フヨウノ 眼 ヂリ、 丹花 ノクチビル、十二一重ヲ 著 、 何 ト
マナ タンクワ 
キ ナニ

モ 名 モ 知 レ ズ （＊ヌ） 衣 ナリ。 唐織 ノ 物 ト 見 ヘテ、 首 ノ 餝 ハ、金・銀・玉ノ 笄 ナリ。

ナ シ （ママ） コロモ カラヲリ モノ ミ カシラ カザリ 
カンザシ
 揚貴妃 ・ヤウキヒ
 西施 セイシモ 面 ヲ 恥 ベヲモテ ハヅ

キ 程 ノホド
 美女 ビニヨ・ 傾国 ノ 姿 アリ。天人ト云（フ）者ニモアルカ。又ハ
ケイコク スガタ

 化生 ケセウノ者ハ 違 ヒナシト 見 テ、 汝 、 何者 ナレバ、
タガ ミ ナンヂ ナニモノ

 先 ニハ数十人ニ見ヘシガ」 独 リ 残 レリ、ト 荒 ケク 尋 ネ 問 ニ、此女、 答 テ 曰 、我ハ 赤帝 ノ 兒 ナリ。

サキ 
ヒト ノコ アラ タヅ トウ コタヘ イハク セキテイ ミコ
 下界 ニ下サルゲカイ

 待女
 （ガ） 天 ノ 羽衣 ヲ 持帰 ル。予ハ天ニ登ル事 叶 ハズ、 夫 故ニ 歎 クナリト云（フ）。

コシモトメ アマ ハゴロモ モチカイ 
カナ ソレ ナゲ

　
 大勇 ノ大内蔵ナレバ、 空腹 ニナリ シ （ニ）、 弁当開 ケ、ト
ダイイウ 
クウフク （ママ） ベントウヒラ
 従士 ジウシニ申付レバ、 毛氈 ノ（＊ヲ） 敷並 ベ、 酒 ヲ 呑 、
モフセン シキナラ サケ ノミ

汝、 持 シ（＊タル） 琴 ヲ 調 ベヨ。 肴 ニセント云（フ）。女、琴（ヲ）カキヨセテ、 泣々
 、

モチ 
コト シラ サカナ 

ナクナク
 奏婦恋 ソウフレンノ 曲 ヲ 弾 タリ。キヨク シラベ

 爪音 ノヤサシサ、 音声 ノ」スヾシサ、云（フ）バカリナシ。
ツマヲト 
ヲンセイ

　此時、 安達仙伯 アダツセンハクガ 夢 ノ 占 ヒ、ユメ ウラナ
 得物 ヱモノアラント云（ヒ）シヲ思ヒ付（キ）タリ。 汝 、ナンヂ 奏婦恋 ソウフレンノ 曲 ヲ 調 タリ。其 音声 キヨク ヒキ ヲンセイ

ニ、 夫 ヲ 慕 ノ心アリ。 宿 ノ 妻 ト 定 メシ（＊タル） 者 ナシ。 予 ニ 随 ガヘルヤ、ト云（ヘ）バ、女、 答 テ云（ハク）。

ヲツト シタフ ヤド ツマ サダ 
モノ ワレ シタ 
コタヘ

 既 ニ 小子 、スデ シヤウシ
 下界 ゲカイニ下サレ、 天 ノ 羽衣 ヲ 許 サレズ。天上 叶 ヒガタシ。
アマ ハゴロモ ユル 
カナ
 御身 ヲンミニ 従 ヒ 参 ラセント云（フ）。 梺 ノシタガ マイ 
フモト
 小途迄 、コミチマデ

 従士 ニ 負 セ、 逸足 ヲ 出 シテ馬ノ
ジヤウシ ヲヽワ イツソク イダ
 立場 タテバ 迄 下リシカ」バ、日モ西山ニ 傾 キケレバ、 帰館 セント
マデ 
カタム キクハン
 婦人 フジンハ 乗替 ノノリカヘ
 駕籠 ニカゴ

ノセ、其身ハ 狩馬 カリバニマタガリ、 桜 ノ 花 ヲ萩野  御前サクラ ハナ
      ハギノゴゼンヘイヱヅトニセント 両掛 ニサシ、行 烈  正 シク 皈舘 セリ。
リヤウカヽゲ （ママ） タヾ キクハン

　
 大内蔵 ヲヽクラハ、 母公 萩野御前ノハテギミ
 奥御殿 ニヲクゴテン
 爲入 イラセラレ、夢ノ 告 ニ 仍 テツゲ ヨツ
 狩野 カリノニ出テ、婦人ヲ 得 、 連皈 リシ 事共 、 残 ズ 演舌 ヱ ツレカヘ コトドモ ノコラ ヱンゼツ

 致 サレシニ、 母 御前、 暫 シイタ ハヽ シバ
 思案 シアンノ 躰 ナリシガ、 良有 テ 宣 ヘケルハ、
テイ ヤヽアツ ノ玉
 其婦人 ソノフジン」、我 殿 ニ入（レ）ルベシ。 寝食 ヲ一
デン 
シンシヨク
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ツニシテ、其 行穆 ヲ心見ルベシ、ト有（リ）ケレバ、
ギヤウボク
 駕籠 ヲカゴ
 奥御殿 ヘカキ入レケリ。ヲクゴデン

　則、御前、 面談 シ玉 ヘ テ、メンダン （ヒ）
 慈愛 ジアイノ 詞 ヲカケラレケレバ、コトバ
 婦女 、フジヨ
 愚昧 ノグマイ
 少子 セウシ（ニ） 宮仕 ユルシ玉フハ、ミヤヅカヘ
 喜悦 ノキエツ

 幸 ヒナラン事ヲ 答 ニ、其サイワ コトフル
 容儀 ヨウギヲ見ルニ、 誠 ニ天人ニハ 違 ヒナシト見ヘタリ。
マコト タガ
 日毎々々
 

ヒゴトヒゴトニ 琴 ヲ 弾 セ、コト ナラサ
 楽器 ガクキヲ 授 テサヅケ

 試 ルニ、 甚 ダコヽロミ ハナハ
 妙手 メウテアリ。 是 、天ノ我 家 ニ」授ケ玉フナリト 祝 ビ、家老ノ 面々
 ニモ
コレ ヤ 
ヨロコ メンメン
 御沙汰 ゴサタアリ。 新 ニアラタ
 奥御殿 （ヲ）ヲクゴデン

 建 ラレ、四月八日、 婚姻 ノ 礼式 
タテ 
コンイン レイシキ 執行 ハレ、トリヲコナ
 岩井戸御前 イワヰドゴゼント 改 メ、アラタ
 輿入 セラレタリ。コシイラ

　家中ノ諸士、 萬歳 ヲ奉レ（リ） 祝 （シ）。是ヨリ
バンゼイ シユク
 海老同穴 カイラウドウケツノカタラヒヲナシ、 寵愛
  不 レ 浅 、 連 リチヤウアイ  ズ アサカラ レン
 比翼 ノチギリヒヨク

 睦 ビケリ。 程 ナク 懐妊 ニナリ、此 腹 ニ 誕生 シタルヲ、弥三郎ト 号 ス。 民間 ニ 落隠 レシハ、 是 ナリ。」

ムツ ホド クハイニン ハラ ダンジヤウ 
ゴウ ミンカン ヲチカク コレ

　　　源頼義公、御下向之事
　
 永承
 六辛卯（一〇五一）、 ヱイシヤウ
 摂津守頼義公 、セツツノカミヨリヨシコウ
 鎮守府 チンジユフノ 将軍 ニ 任 ゼラレ、奥州ニシヤウグン ニン
 御下向 アリ。因 レ  慈ヲンゲ゙コウ
     、安部大夫平ヨツテコレニ

 頼良 、奥州ノ 主領 タルニ 仍 テ、
ヨリヨシ シユリヤウ ヨツ
 街道掃除 カイドウサウジ、 橋々
 ノ 掛替 、国中（ニ） 厳重 ニ 触 レ 渡 シ、 新 ニ 城郭 ヲ 築 キ、
ハシバシ カケカヘ 
ゲンヂウ フ ワタ アラタ ジヤウカク キヅ
 新御殿 シンゴデン

ヲ 建 、玉ノイラカヲ 並 べ、御座ノ 間 ハ
タテ 
ナラ マ
 唐木 カラキヲ用ヒ、 善 ヲツクシ、 美 ヲツクセリ。ゼン ビ

　
 某身 ノ 実名 （＊安部大夫平頼良）ト
ソレガシ ジツメイ
 鎮守」府将軍御実名 （ハ　＊源頼義）、
チンジユフシヤウグンノゴジツメイ
 文字 ハモンジ
 違ヒ共 タガ（ヘ）（ドモ）、 訓声 ハ 同 ジ。依 レ  之     、ヨミゴイ ヲナ ヨツテコレニ

 恐 レ 敬 ノ心ヲ以テ 改名 シテ、是ヨリ
ヲソ ウヤマフ カイメイ
 安部大夫平頼時 アベダイブタイラノヨリトキト 号 シテ、 誠謹 ニシテ 仕ヒ 奉リシニ、
ガウ セイキン ツカ（ヘ）
 世子 セイシニ 貞任 ・ 宗任 ・サダトウ ムネトウ

 直任 ・ 保任 ・ 守任 、五人ヲ 初 トシテ、
ナヲタウ ヤスタウ モリタウ ハジメ
 数多 アマタノ子アリト 雖 モ、 宿老 ・ 長臣 ノ 中 ニイヘド シユクラウ チヤウシン ウチ
 男子 ナケレバ、臣下ニクダシテ
ナンシ

 名跡 ニ 備ヒ ケリ。 保任 、 厨河 ノ
メウセキ ソナ（ヘ） ヤストウ クリヤガハ
 左右衛門 ニサヱモン
 男子 ナキヲ以テナンシ
 継子 ニ下ス。ケイシ
 厨河四郎保任 クリヤガワシラウヤスタウ」ト 号 ゴウス。 衣 ノ 舘 ノ 城主 、コロモ タテ ジヤウシユ

 是 ナリ。衣ノ舘（ヨリ）一里ヲ
コレ
 ヘタデズ 、七ツ城アリ。今、其（隔テズ）
 古跡 コセキ・ 堀 ハ田地トナリ、 郭内 ハ畑トナリタレド
ホリ 
クワクナイ

モ、 廓顕 タリ。クワクケン　
 爰 ニ、コヽ
 津軽 ツガル・ 青森 ニアヲモリ
 宇堂 ウトウ 左馬 サマ 之  佐  安方 ト 号 ス一城ノノ スケ ヤスカタ ゴウ
 地頭 ヂトウナ（＊ア）リ。此 娘 ニ、 錦木 ト 言 、奥州一国ニ 並 ビ
ムスメ ニシキギ イフ 
ナラ

ナキ 美女 アリ。ビジヨ
 王照君 ・ヲウシヤウグン 小野小町 ヲノヽコマチニモ 不恥 程ノ娘ナリ。是ヲ、安部大夫（＊平頼時）、 嫡子  貞任 ガ 妻 ニ 約定 シテ
ザルハヂ 

チヤクシ サダトウ ツマ ヤクデウ
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 置 タリ。」 未 ダ 歳若 ニシテ 輿 入レハナカリケレドモ、
ヲキ イマ トシワカ コシ
 陸奥 ムツ一国ノ 主領 ノシユリヤウ
 嫁婦 ヨメト 定 メシ事ナレバ、 貴 ・ 賤 共ニサダ 
キ セン
 美女 ビジヨ

ノ 名高 ナダカキヲ 知 ラザル者ハナカリケリ。 源 ノ 頼義 、此
シ 
ミナモト ヨリヨシ
 美名 ビメイヲ 聞召 、キコシメシ 無理 ムリニ 呼  迎  ヒ テ、 寵愛 セラレタリ。ヨビ ムカ （ヘ） チヤウアイ

　此時、安部大夫平 頼時 （＊改名前は平頼良）、大（イ）ニ 怒 リ、
ヨリトキ 
イカ
 如何 ニ鎮守府将軍（＊源頼義）ナレバトテ、
イカ

貞任ニ 約 シ置（キ）タル事ヲ知リナガラ、
ヤク
 無道 ノブドウ
 仕方 シカタ、 竒怪 ナリ。天下ノ 政道 ヲ 司 ドル 身 トゾ」
キクハイ 
セイダウ ツカサ ミ
 権威 ケンヰニ 誇 リ、ホコ

 色 ヲ 好 ミ、礼 義 ヲ 乱 ス。是、 暴虐 ナリ。 何 ンスレゾ、 予 、 膝 ヲ 屈 センヤ、ト大 ヒ ニ 憤 リ、是ヨリ 台命 ニ応ゼ

イロ コノ （ママ） ミダ ボウギヤク ナ ワレ ヒザ クツ （ママ） イキドホ タイメイ

ズ。 参勤式日 ノ礼ヲ 止 メ、 門葉 ノ 人々
 ・老臣・
サンキンシキジツ ヤ モンヨウ ヒトビト
 幕下 バツカ・城主ノ大名・小名ヲ 召寄 、軍 評定 ノ外、メシヨセ ヒヤウデウ
 他事 タジナシ。 一朝 イチテフ

ノ 怒 リ、其身ヲ 亡 スト云フ事、 斯 ノ事ヲヤ云（フ）ベキ也。 実 ニ 謹 シムベキ 事 ナリ。

イカ ホロボ 
コ 
ゲ ツヽ コト

　　　源頼義父子（ト）合戦之事」
　是ヨリ 呉越 ゴヱツノ 隔 ヲナシ、安部大夫平頼時、今ハ出羽置賜郡 大荒沢嶽 ノ北ニ 当 ツテ、四方ニ

ヘダテ 

ヲヽアラサワガタケ アタ
 峩々
 

ガヽ（タル） 高山 カウザン

ソビ イ 、 前 ニ（ヘ） マヘ
 大河 有（リ）テ、ダイガ
 屋城 ト云（フ）。ヤシロ
 ヤウガイ （要害）堅固ノ城也。此所ニ 楯籠 ル源ノ頼義公、 高峯 アラウト
タテコモ 
タカミネ

云（フ）所ニ 対陳  シ 、 命令 ニ不 レ  随     ノ 罪 ヲ 糺 ント 合戦 トナリヌ。 龍虎 ノ 争 ヒ九ケ年ノ間、 干戈 ノ 止 ム 隙 ハナカ

タイヂン （ママ） メイレイ ザルシタガハ ツミ タヾサ カツセン リヤウコ アラソ 
カンクワ ヤス ヒマ

リシニ、其時、渡会大内蔵、 抜群
 ノ 高名 」アリ。バツグン（ママ） カウメウ

　
 既 ニスデ
 八幡太郎義家 、ハチマンタラウヨシイヱ
 安部貞任 アベノサダトウト 戦場 ニ 矢 ヲ 射 ツクシ、センヂヤウ ヤ イ
 名乗 ナノリノ一本 矢  残 リタリ。是ヲモヤ ノコ
 射払 ハントセシドモ、ヰハラ

 加茂 カモノ 次郎 ジロウ 次義 ツギヨシ、コレヲ 諫 メテ申（シ）ケルハ、 譬 、軍ニ 勝 タ リ ドモ
イサ 
タトヘ カチ （レ）
 矢種 ヤダネヲ 射 ツクシテハ 後代迄 ノ 恥辱 也ト 止 メ
ヰ コウダイマデ チジヨク トヾ

ケレバ、シヅ柿鈎ト 落 ラレケルニ、貞任、 散々
 ニ 射 リ 掛 ケレバ、
ヲチ 
サンザン ヰ カケ
 敵味方 、テキミカタ
 矢中 ヤチウニテ 組合 、 河 ノ 中 ニ 落 ケルトナクミアイ カワ ナカ ヲチ

リ。〔今ニ此淵ヲ矢淵ト云也〕。
　
 高峯 ニアル貞任、 追 フ事」 急 ニシテ 遁 ルベキ 所 ナク、ノデノ木（＊
タカミネ 
ヲ キウ ノガ トコロ
 白膠木 ぬるで）ノ大木アリ。我（ヲ） 隠 シ（テ）カク

クレヨ、ト 誓 ヒ玉ヘバ、ノデノ大木二ツニ割レ、中（ハ）ウツロナリケレバ、其中ニ 弓杖 ツギ入（レ）給ヒシ

チカ 

ユミツヱヲ

ニ、又元ノ如ク ワレクイ （ママ）ケレバ、日モ西山ニ 没 シ、其日ノ 難 ヲ ノ ガレ玉 ヘ シ故、此所ヲ 嬉 シガ沢ト云（フ）。ノ
モツ ナン （逃） （ヒ） ウレ
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デノ木ヲ、 軍 ニ 勝 ノ心ヲ 取 テ、今ハカツノ木ト云（フ）。 勝軍木 ト是ヨリ 初 テ名付ルトナリ。

イクサ カツ トリ 
シヤウグンボク ハジメ

　
 然 レドモ、シカ
 源家 ゲンケノ 運 ヤ 強 カリケン、安」部大夫平頼時、 流矢 ニ 当 テ其 疵 
ウン ツヨ 
ナガレヤ アタツ キズ 不 レ 癒 。ズ イヘ
 天喜 テンギ五丁酉年九月五日、 遂 ニツイ

 死去 シキヨシ玉 ヘ ヌ。 宗任 ヲ 囚人 ニシテ、三軍ヲマトメテ、鎮守府ノ将軍（＊源頼義）、 上洛 ナサレタリ。 禁庭 ニテ

（ヒ） ムネトウ メシウド 

シヤウラク キンテイ

 雲上方 ハ、 奥 ノウンジヤウカタ ヲク
 夷狄 ヰテキナレバ 人間 ニアラザルヤウニ思ハレ、梅ノ花ヲ問（ヒ）玉フニ、 貞任 、 即興 ニ、

ニンゲン 

サダトウ ソクキヤウ

　　我国ノ梅ノ花トハ見ツレドモ
　　　　　大宮人ハナニトイフラン」

ト 詠 ジケルトナン。ヱイ
 田舎 イナカ武士デモ和哥ノ道ハ 嗜 ムベキ事ナリ。 後代 ニ 名 ヲ 残 スハ、 歌 ノ 徳 ナリ。
タシナ 
コウダイ ナ ノコ ウタ トク

　　　八幡太郎源義家公、三略六韜（ヲ）伝授シ玉フ事　
　
 往昔 、源ノ頼義公ニソノカミ
 世子 ヨツギ未ダ 出生 ナキ事ヲ 歎 キ、 鳩 ノ 峯男山 八幡宮江 深 ク 立願 有（リ）シニ、 感応空 シカラ

シユツシヤウ ナゲ ハト ミネヲトコヤマ フカ リウグハン 
カンノウムナ

ズシテ、男子 誕生 ス。御」 諱 ヲ八幡宮ノ申シ子ナレバ 迚 、八幡太郎ト 号 ス。 後 三年ノ 大将義家公 、是ナリ。

ダンジヤウ イミナ 
トテ 
ゴウ ノチ タイシヤウヨシイヱコウ

　
 大江 ヲヽヱノ 師房  卿 、 大内 ノ 御書所 ヲ 勤 メテ、
モロフサ キヤウ ヲヽウチ ゴシヨドコロ ツト
 御所 ゴシヨノ 御 ゴ 文庫 、ブンゴ
 御自由 ゴジイウナリ。故ニ、義家ニ 三略六韜 ヲ 伝授 シ玉ヒ、サンリヤクリクタウ デンジユ

 夷狄征討 ノ将軍ノヰテキセイバツ
 印府 （ノ）ヰンプ
 宣下 センゲ有（リ）テ、 重 テ奥州ヱカサネ
 御下向 有（リ）。ヲンゲコウ

　コレ三略六韜ハ、 古往 、イニシイ
 仲哀天皇 チウアイテンノウ（ノ） 三韓政伐 （ハ）五ヶ年ノ間 功 ナク、二度 神皇后宮 、 唐土 ヱ 砂 」 金数万両 
サンカンセイバツ 
コウ ジンコウコウグウ モロコシ シヤ キンスマンリヤウ

 相渡 サレ、 軍学 ノ 書 ・三十五家ノ六十 部 ヲ 取寄 玉ヒ、 唐士 ノ 戦 ノ
アイワタ グンガク シヨ 
ブ トリヨセ モロコシ タタカヒ
 風儀 フウギヲ 悟 シ 賜 ヒ、 日本 ノ 諸社 ヱサト タマ ニツポン シヨシヤ
 供奉 ヲ被 二  仰付    一 グブ
       ラレアウセツケ

シニ、 鹿島 カシマ明神、 満殊 ・ 旱殊 ノ 宝玉 ヲ 献 ジラル。是、 汐 ヒル玉・ 汐 ミツ玉ナリ。
マンジユ カンジユ ホウギヨク ケン 
シホ シホ
 武内大臣高良朝臣 、タケノウチノヲヽトヾカウラノアツソン 軍師 ニグンシ

テ、 官軍出陣 アルニ、 仲哀天皇 、 播州 ニテ 薨御 アリ。ミサ キヾ 、今ニ
クハングンシユツヂン チウアイテンノウ バンシユウ カウギヨ （ママ）
 播磨 ニアリ。ハリマ

　
 后宮 、 懐妊 ニテ 渡 ラセ玉フ 故 ニ、 鎧 ノ」 腹巻  合 ザルガ故ニ、 武内大臣 、 鎧 ノ 脇立 ヲ 作 リ 献 ツル。今ニ至（リ）

コウグウ クハイニン ワタ ユヘ ヨロイ ハラマキ アハ タケノウチノヲトヾ ヨロイ ワキタテ ツク タテマ

テモ、是ヲ 祝 シテ作ル。シユク
 豊前高良玉垂 大明神、是ナリ。
ブゼンノカウラタマダレ

　軍船（ヲ） 押出 ヲシダシケルニ、 俄 ニニハカ
 御産 ゴサンノ 気  付 セ玉ヘケレバ、 后宮 、天ニ 誓 テ 曰 ク、今 出生
 アレバ 海中 ノモクヅ
キ ツカ 
コウグウ チカイ マウサ シユツシヤウ カイチウ
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ト成給フベシ。 誠ノ皇兒 ス（メミ）マコノコナラバ、 三韓 ノ 征 シタガ ヒ ル迄、 誕生
  止 リ玉ヘ、ト
サンカン セメ （ヘ） ダンシヤウ トヾマ
 口宣 クセンアリケレバ、産ノ気、 忽 ニタチマチ

 止 デ、三歳ニシテ」ヤン
 宇佐 ウサニテ御誕生アリ。天ヨリ 幡 八ッ 流 レシト 云伝 フ。 幼名  八幡磨 ト奉レ申。則、 応神天皇 、
ハタ ナガ イヽツト ヨウメイ ハチマンマル 
ヲウジンテンノウ

是ナリ。因 レ  茲     、三略六韜ニ 不 レ 限 、多（ク）ノ 戦書 、大内ニ納（マ）リタリトナリ。

ヨツテコレニ ズ カギラ センシヨ

　　　源義家公、後三年（ノ）戦（ヒ）之事
　官軍ノ 惣 大将トシテ、ソウ
 征夷 セイヰ大将軍八幡太郎源義家公、 康平 三庚子歳二月卯ノ日、奥州、今ハ羽州屋代郷安久」
コウヘイ

津村ニ 着陣 アリ。右ハ、チヤクヂン
 峩々
 タル高山也。ガヽ
 屏風 ベウブヲ立（テ）タル如クニテ、八ノ字 形 ニシテ、左ハカタチ
 屋代河 ト云ヤシロガハ

（フ） 大河 タイガアリ。 実 ニ 類 ヒ 稀 ナル 陣場 ナリ。 斯 所ニ三軍 暫 ク 屯 シ、八幡宮ヲ 建立 アリ。四月三日、 幡揚 シテ 対陣 

ゲ タグ マレ ヂンデウ コノ シバラ タムロ コンリウ 
ハタアゲ タイヂン

ナサレケリ。　平家、 強敵剛勇 ニシテ、ガウテキゴウユウ
 容易 ヨウイニ亡（ボ）ス事アタハズ。 良 モスレバ官軍、 危 ク成ケルニ依テ、神ノ
ヤヽ 
アヤウ
 応護 ニアヲウゴ

ラズンバ 征伐  成難 カ」ラント、陣々ノ 地 ニ、八幡宮建立アリ。義家公御建立、置賜郡ニ七ヶ所、第一番ニ阿久

セイバウ ナリガタ 
チ

津村、 成島 村、 桐原 村、 奥  田 村、 高山 村、 柄 ノ島、 大塚 村、 都 テ七ヶ所、三年ノ間、闘戦止ム時ナシ。大塚村

ナルシマ キリバラ ヲク タ タカヤマ ス ヲヽツカ スベ

ニ 陣 ノ 岑  迚 、 陣場 ノアト、 広 キ 原 アリ。八ノ 森 トテ八幡太郎、陣ドリノ所アリ。義家ノ馬、 藤 ニケツマヅキシ

ヂ ミネ トテ ヂンデウ ヒロ ハラ モリ 

フヂ

ニ依テ、 藤絶口 ト 誓 ヒ玉ヘシト云（フ）。サシモ広キ原ナ」レドモ、一 株 ノ 藤 ナシ。将軍（＊源義家）ノ 薬籠 ニ

フヂダイクチ チカ 

チウ フヂ 
ヤクロウ

 扁鵲 ガ 製薬 ヲ入（レ）玉ヒシニ、ハゲシキ 戦 ニ 振降 シ、トウ 薬 トナリシト云（ヒ）伝フテ、原中ニ 夥 シキトウ

ヘンジャク セイヤク 
タヽカヒ フリチラ ヤク 
ヲビタヾシ

ヤク 生 ズ。 陣 ノ 峯 トウヤク迚、 産物 ナリ。
シヤウ ヂ ミネ 
サンブツ

　源平ノ両家カハル蛎鈎 盛衰 有（レ）バ、天ノ命ナルカナ、 赤帝衰ヒ 、 白帝 セイスイ セキテイヲトロ（ヘ） ハクテイ 盛 （ユ）ラント云（フ）時ニ 当 レサカ 
アタ

ルガ、 衣 ノ 館 ハ 前 ハコロモ タテ マイ
 栗谷川 クリヤガハト云（フ）大河アリ。〔俗ニ、クイヤ川トモ云フ〕。 後 ロハ城山 連 ナリ、 頂 ハ 霞 ノ 離 
ウシ ツラ イタヾキ カスミ ハナ

ルヽ」事ナキ故ニ 霞 ガ 城 トモ云（フ）。カスミ ジヤウ
 堅陣無双 ケンヂンブソウノ 城 ナレドモ、シロ
 鎌倉権五郎景政 、カマクラノゴンゴラウカゲマサ
 古今无双 ノココンブソウ
 勇士 ニテ、ユウシ
 伊陀 イダ 天 テン

ノ 荒 タル如クニテ、アレ
 如何 イカナル 堅陣 モ 破 ラザルハナカリケリ。 楚 ノ 項王 ガ 勇 ニモ 勝 レタリト 敵対 スル者ナカリシ

ケンヂン ヤブ 
ソ コウヲウ ユウ スグ テキタイ
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ニ、 鳥海
 弥太郎 平安頼 、奥州ニテ
トリノウミ タイラノヤスヨリ
 名高 ナダカキ 強弓 ナリシガ、景政ニ 対陣 シ、 馬上 ニテ
ゴウキウ 
タイヂン バジヤウ
 遠矢 トヲヤニ景政ヲ 射 タリシニ、ヰ

権五郎ガ左ノ 眼 ニ」タチケレバ、其矢ヲ 抜 ズシテ、三日三夜
マナコ 
ヌカ
 追掛 ヲイカケ、 遂 ニ弥太郎（＊鳥海弥太郎平安頼）ガ 首 
ツイ 

クピ

ノ 骨 ヲホネ
 射通 ヰトヲシ、首ヲ 提 テ 陣中 ニ 帰 リシハ、 誉 ヌ者コソ 無 リケリ。今、鎌倉ニ神ニ 祭 リテ、 五霊宮 ト 崇敬 ス。

ヒツサゲ ヂンチウ カヘ ホメ ナカ 
マツ ゴリヤウノミヤ ソウケフ

　
 去 レドモ、大
 

歒

    ナレバ 亡 シガタク、或ハ 勝 チ、或ハ 敗走 シテ、三年ノ間ノ 戦 ヒナレドモ、

サ タイテキ ホロボ 
カ ハイソウ 
タテカ
 勝負 セウブ、 更 ニワカラサラ

ザリケル。 遂 ニ義家ノ 爲 ニ 責落 サレ、安部 貞任 、 駿馬 ニ 鞭打 テ 敗北 シ」ケル。
ツイ タメ セメヲト サダトウ ジユンメ ムチウチ ハイボク

　義家公、 見 玉ヒテ　△衣ノ舘ハホコロビニケリ△　ト 詠 ジラレシニ、貞任、 馬 ヲ走ラセナガラ　△カヽル世

ミ 

ヱイ 
ムマ

ノ 糸 ノ 乱 レヌ 苦 シサニ△　ト 口号 ナガラ 落延  ビ タリ。
イト ミダ クル クチヅサミ ヲチノビ （ママ）

　
 厨河 四郎 平  保任 （＊厨川左〈右〉衛門に男子がなかったので安部大夫平頼良〈改名して頼時〉の四男保任が

クリヤガワ ノ ヤストウ
跡継ぎに入った）、獅子 ブヂン （ 奮 迅 ）ノ 勢 ヒヲナシ、 官軍 ノ中、三 百騎 ニテ
イキヲ クハングン ヒヤクキ
 最期 サイゴノ 戦 ヒヲセン迚、 横堅 十文字ニ十二度
タヽカ ヨコタテ

迄、 切破 リシガ、 僅 七八 騎 ニナリニケリ。 遠矢 ニ 矢 ヅクメニ 仕 ケレバ、 保任 」ニ 矢所 ノ 矢 、 簔 ノ 毛 ノ如ク、

キリヤブ ワヅカ キ 
トヲヽヤ ヤ シ ヤストフ ヤドコロ ヤ ミ ケ
 従士 ジウシ

 皆 五本十本、矢ヲミナ
 不 レ 負 ハ無（カ）リケレバ、ザル ヲハ
 最早 モハヤ是迄ナリト 静々
 ト 城中 ニ 皈 リ、シヅシヅ ジヤウチウ カヘ
 妻子 サイシ・ 女 ・ 童 ヲ 刺殺 シ、 腹 十ヲンナ ワラベ サシコロ ハラ

文字ニ 切 テ、同ジ 枕 ニ 伏 シニケリ。 残兵共 、城中ニ火ヲカケ、
キリ マクラ フ ザンヘウドモ

歒

 

歒

 

テキニ 首 ヲ 渡 サジト、火ノ中ニカケ入（リ）柿鈎、クビ ワタ

 焼死致 シケリ。 猛火炎々
 トシテ、天 ノ コガシテ見ヘタリ。
シヤウシイタ モウクハヱンヱン （ママ）

　此時、両陣ノ 死骸 シガイ、 幾 千人ト云（フ）事知レズ。 血 ハ流（レ）テ、 栗 」 谷  河 、 丹 ニ 成 テ流レ、

イク 
チ 
クリ ヤ ガハ アケ ナリ
 竜田川 ノタツタガハ
 紅葉 モミヂ

ニヒトシ。死骸ハ山ヲ成セリ。其 亡霊 ヲ 河 ノ 辺 リニ 祭 リテ、大ヱゾ 大権現 ト祭ラレ、 恒例 ノ
ボウレイ カワ ホト マツ ダイゴンゲン コウレイ
 祭祀 サイシ、 怠 ル事ナシ。ヲコタ

　安部貞任、屋代郷ノ内、和田ト云（フ）所ニ 迯 ノビ、 強勇 ノニゲ ゴウユウ
 股肱 ココウノ臣七八 騎 、 残党 三百騎ニ成リ、 闘戦 シテ
キ ザントウ 
トウセン

 昼夜 チウヤヲ 分 タズ 戦 （ヒ）シニ、貞任、 駿足 ノ 馬 ノ 首 ヲ 切落 サレタリ。〔今ハ馬頭村ト云フ。馬ノ首ヲ納（メ）シ小

ワカ タヽカ 
ジユンソク ムマ クビ キリヲト

山アリ〕。是、 運命 ツキル」処、天、 予 ヲ 亡 スナリト云（ヒ）テ、戦ヒヲヲ 不 レ 好 シテ、 生害 ノ 地 ヲタヅネ、 討残 

ウンメイ 
ワレ ホロボ 
ズ コノマ シヤウガイ チ ウチノコ

サレシ家臣五人、 浄 キ地ヲ心 静 ニタヅネテ〔今ハ高房明神ノ社内ナリト申ス也〕、貞任、 甲 ヲ 脱捨 、

イサギヨ シヅカ 

カブト ヌギステ
 陣太刀 ヲヂンタチ
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 自 ラ 両手 ヲ 掛 テ 首掻落 シ、首ヲ 抱 テ 死 タリケリ。 渡会 大内蔵ヲ 初 メ、 続 テ 皆々
 自ラ首ヲ 搔落 シテ 死 ス。

ミヅカ リヨウテ カケ クビカキヲト ダイ シヽ ワタライ ハジ ツヾイ ミナミナ カキヲト シ

　官軍、又、 近付寄来 チカヅキヨセキタレバ、 腹 ヲ 切 リ 差違 ヒテ 生害 スレバ、官軍、 鯨声 、 吐 ト 上 」テ 帰陣 ス。義家公ノ 陣法 、

ハラ キ サシチガ シヤウガイ 
カチドキ ド アゲ カイヂン 
ヂンハウ

 平場 ヒラバ・ 大林 ・ 山沢 ノ 陣取 、其 変化 、 極 リナシ。正兵  竒兵
ダイリン サンタク ヂントリ ヘンクハ キハマ
      シヤウヘウキヘウノ 掛引 有（リ）テ、前ニ有（リ）トスレバ、忽然トシ
カケヒキ

テ 後 ヱニアリ。定マレル 形 チナシ。 前 九年ノ戦ヒニ 功 ナキヲ、三年ニシテ 勝利 ヲ 得 、奥州一国ヲ 平均 シ玉フハ、

シリ 
カタ マイ 
コウ 
シヤウリ ヱ 
ヘイキン

三略六韜、 大江師房卿 ヨリ伝授ナサレシ故ナリ。
ヲヽヱノモロフサケウ
 文武達徳 ブンブタツトクノ 名将 ト 感称 シケリ。」メイシヤウ カンシヤウ

　　　岩井戸御前（ト）弥三郎、民間ニ落（ツ）ル事
　
 爰 ニ、 平潟 ノ城ニ大内蔵、 討死 シタレバ、家中ノ諸士、
コヽ ヒラカタ 
ウチジニ
 老若男女 ラウニヤクナンニヨ 計 リ 残 リ、十五歳以上、七十迄モ 不残 、 戦場 
バカ ノコ 
ノコラズ センデウ

ニ 討死 シケレバ、ウチジニ
 萩野 御前、ハギノ
 岩井戸 イワヰド御前ニ 向 ヒ、大内蔵 殿 ノワスレムカ ドノ
 形見 カタミ、弥三郎十三歳ニ成（リ）シカバ、 民間 ミンカン

ニ 落隠 レ、ヲチカク
 守生育 モリソダテ、 爲君 、 爲父 、 時 ヲ 需 テ 幡 ヲ揚ゲ、奥州ヲ 主領 セヨ、 旧領 ヲ 興 シ、 亡霊 ヲ 安 」 鎮 セヨ、 盛 ナ

キミトシ チチトシ トキ マチ ハタ 
シユリヤウ キウリヤウ ヲコ ボウレイ アン チ サカン

ル者ハ 軍陣 ニ出（デ）ケレバ、 残 ル者ハ
グンヂン 
ノコ
 幼稚 ヨウチノ 子 、 老 テ 用立 ザル者 計 リナリ。 早々
 一 刻 モ 速 ク、 山林 ニナリト
コ ヲイ ヨウタヽ バカ ソウソウ コク ハヤ サンリン

モ身ヲ 隠 シ、弥三郎ヲ 成長 サセ、 幡 ヲ 揚 、 戦功 ヲ 後代 ニ 顕 ハサセヨ、我ハ 思 フ
カク セイチヤウ ハタ アゲ センコウ コウダイ アラ 
ヲモ
 子細 シサイアレバ、 爰 ニ 止 リ、城中ヲコヽ トヾマ

 払 ハン。 汝等  早 ク 落 ヨ、ト 宣 ヘバ、 住馴 シ 古城 ヲ
ハラ ナンヂラ ハヤ ヲチ ノ玉 スミナレ コジヤウ
 泣々
 

ナクナク 何国 イヅコ共ナク落 行 ケリ。ユキ

　
 戦場 ニ 討死 シタル 侍 ノセンデウ ウチジニ サムライ
 婦妻 フサイ、 貞節 ヲ 守 リシ女共、 生 テ 何 カ」セン。
テイセツ マモ イキ ナニヽ
 泉下 センカニ 恩 ヲ 報 ゼント、萩野御前 諸共 ニ、
ヲン ホウ 
モロトモ

 花 ノ 盛 ノ 女房 六十余人ハナ サカリ ニヨバウ
 自害 ジガイシテ、火ヲ 放 チシカバ、 ヤグラ ・ モン 柿鈎、 殿中  不残 、 焼土 トハナリニケリ。 討洩 
ハナ （櫓） （門） デンチウ ノコラズ シヤウド 
ウチモラ

サレノ 残兵 、ザンヘウ
 山野 サンヤニ 隠 レ、或ハ田家ニ隠レ、皆 散々
 、方々ニ 落失 タリ。
カク 
チリヂリ オチウセ

　国中ノ 乱騒 、 定 リシカバ、ランサウ シヅマ
 鎮守府 チンジユフノ将軍（＊源頼義）、 諸所 ニシヨシヨ
 堅固 ニケンゴ
 地頭 ヂトウヲ 置 レ、 国政 ヲヲカ コクセイ
 平治 ヘイヂセラレ、 中 ニモナカ

安久津八幡ハ、 随 一ノ 陣跡 ナリトテ、ズイ ヂンセキ
 田地 デンチ」五百町 寄 セラレ、 龍頭鍬形金 ノ 星 、五 枚 シコロノ 甲 、
ヨ タツガシラクワガタコガネ ホシ マイ カブト 金実緋綴威 コガネザネヒヲドシ

ノ 鎧 ヲ 宮殿 ニ 納 メ、ヨロイ キウデン ヲサ
 加茂 カモ（＊賀茂） 下上 ノ明神（ヲ） 勧請 シ、ゲシヤウ 
カンゼウ
 流鏑馬 ヤブサメノ 神事 アリ。カミゴト
 大屋代 ヲヽヤシロノ 仮殿 ヲ建、カリデン
 兒童 ノチゴ

 舞 ヲマイ
 神楽殿 カグラデンニテカナデル 宮社 、 朱 ノ 玉垣 ・ 廻廊
 （ヲ）御建立有（リ）。
キウシヤ シユ タマガキ クハイラウ
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　今ニ五月十五日、 管粥 ヲ 煮 テ、 豊凶 ヲ 様 シ（＊ス。方言） 吉例 ナリ。二月卯ノ日、四月三日、八月十五日、

クダガユ ニ ホウキヤウ タメ 
キツレイ

 旧例 ニ 因 テ、今ニ 祭礼怠慢 ナシ。 別当神主 」 幣 ヲ（＊ノ）大麻ヲ 捧 奉リ、神事（ノ） 執行 アリ。屋代郷三十三

キウレイ ヨツ サイレイタイマン ベツトウカンヌシ ミテグラ 
サヽゲ 
シユギヤウ

ケ所ノ 惣鎮守 ニシ（テ）、ソウチンジユ
 郷士 ゴウシノ 館持 ・ 祭奉行 、其外、 役人 ヲ 勤 ル
タテモチ マツリブギヤウ ヤクニン ツトム
 記録 キロク、 悉 ク 知 ルス故、略 レ  之     。コトゴト シ リヤクスコヽニ

　　　弥三郎、武者修行之事
　岩井戸御前（＊大内蔵平安宣の妻、弥三郎の母）ハ、弥三郎ヲ 生育 ソダテント 民間 ニゾ 落 ケルガ、ミンカン ヲチ
 農家 ノウカニ 隠 レ 居 テ、カク ヰ

ツヾレヲ 着 テ、 荢 ヲウミ、 糸 ヲ 操 リ、 賤 ノ 女 ノ 業 ヲナシ、 田畑 ヲ 耕 シ」 産業 トシテ 星霜 ヲ 送 ラレケルニ、 早 ヤ、

キ ヲ イト ク シヅ メ ワザ デンパタ タガヤ スキワイ セイソウ ヲク 
ハ

弥三郎十七歳ニゾ 無 リ（＊成リニ）ケル。（ママ）
　
 石流 サスガ、大内蔵（＊平安宣）ガタネナレバ、 力量
  衆人 ニ 過 タリ。山ヘ出テハ 木 ヲ 切 、 木刀 ヲ 拵  ヒ 、 剣術
 ヲ執
リキリヤウ シウニン スギ 
キ キリ ボクトウ コシラ （ヘ） ケンジユツツ

行シ、 野 ニ入（リ）テハ 陣法 ヲ 学 ビ、水ニ入（リ）テハ
ノ 
ヂンハウ マナ
 農馬 ノウバニ 鞭 ウツテ水ヲ 修練 シ、ムチ シユレン
 深山 ミヤマニ 寄 テヨリ
 雲気 ウンキヲ 学 ビ、マナ

 弓馬 キウバニ 妙 アリ。 春 ノ 夜 ノ 短 キニモ 灯火 ヲ 照 シテ 永 キ 書籍 ヲ 読 、 生質 、 剛勇 ニシテ

タヘ ハル ヨ ミヂカ トボシビ テラ ナガ シヨジヤク ヨミ ムマレツキ ゴウユウ
 柔和 ニウワ、」 顔色
 

ガンシヨク 仁儀 （＊義）ヲジンギ

 守 リ、 法則 ヲ 犯 サズ、 大膽 ニシテ心 細 カナリ。 稀 ナル 若者 ナリ。　
マモ ホウソク ヲカ ダイダン コマ マレ ワカモノ

　
 是時 、 旧臣 ノ 娘 ヲ 嫁 シ（テ）コノトキ キウシン ムスメ ガ
 妾婦 セウフニナシ、一子ヲ 産 リ。弥三郎、二十歳ニナリシニ、 母 ノ岩井戸ニ 願 ヒケル
ウメ 
ハヽ ネガ

ハ、今一度、 残党 ヲカリ 集 メ、幡ヲ揚、ザンタウ アツ
 君父 クンプノ 爲 ニ、トブラヒ 合戦 ナリトモ 致 シ 度  思  ヒ ドモ、
タメ 
カツセン イタ タク ヲモ （ヘ）
 不足 ノ事アリ。フソク

　八幡太郎義家、 大江師房 卿ニ（＊ヨリ）三略六韜ヲ伝授シテ 陣法 、 前 九年」ヨリ 後 三年ノ軍ノ 備ヒ 、 抜群 ナ

ヲヽヱノモロフサ 

ヂンハウ マイ ノチ ソナ（ヘ） バツグン

リト 聞 。 何卒 、武者修行ト成テ（＊ヲ成シ遂ゲテ）此書ヲ 奪 ヒトリ、陣法ヲ 教 テ 将帥 ヲ 主宰度 思フナリ。

キク ナニトゾ 

ウバ 
ヲシヘ シヤウスイ ツカサドリタク
 暫時 シバシ

ノ中、 御暇 下サレタシト 願 ヒケレバ、 母 （ハ）大（イ）ニ 喜 ビ、予モ 汝 ヲ一 刻 モ 早 ク 成長 サセ、君父ノ 仇 ヲ 報 

ヲイトマ 
ネガ ハヽ 
ヨロコ ナンヂ コク ハヤ セイチヤウ アダ ホウ

ゼン事ヲ思 ヒ ドモ、大 望 ナレバ一年一年ニ 指 ヲフセテ 待 （＊待ツ　方言）事久シ。汝ガ

（ヘ） マウ 
ユビ マチ
 妻子 サイシヲ 少 シモ 案 ズル事スコ アン

ナカレ。 其許 ノ 皈 ル迄ハ大 切 ニソコモト カヘ セツ
 生育 ソダテテ、 蚊虻 ニモ 刺 セ」ズ、 荒 キ 風 ニモ 不当程 ニ、
ブンホウ サヽ アラ カゼ アテザルホド
 嫁婦 ヨメモ 貞節 ヲ 守 リ、 甚 ダ 孝 テイセツ マモ ハナハ コウ

ヲ 行 ヒ、 道 ヲ 守 ル者ハ、 惰弱 ニヲコナ ミチ マモ ダジヤク
 落 入ヲチイラズ、 必 ズ心ヲ 置事 ナカレ。カナラ ヲクコト
 不自由 ナクフジユウ
 養育 ス（＊テ）ル程ニ、ソダ
 我等 （ノ）ワレラ
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事（ヲ）少シモ心ニ 掛 ベカラズ。 早 ク 本望 （ヲ） 達 シ、
カク ハヤ ホンモウ タツ
 目出度 メデタク 帰国 キコクスベシ、トイサギヨクノ玉ヘバ、 動乱 ノ時、ダウラン

 親 ヲ 討 レ、 兄 ヲ 討 レシ 旧臣 ノ 未葉 、百
ヲヤ ウタ アニ ウタ キウシン バツヤウ
 有余 イウヨ 家 アリ。是ヲ 召寄 テ 饗応 シ、カ メシヨセ フルマイ
 首途 カドデノ 祝 ヲシ、皆 送別 シテ、武者修行」
イハヒ ソウベツ

ニゾ出ニケル。　是ヨリ 常陸 ヒタチノ 国 ヲ 初 テ 心志 、クニ ハジメ コヽロザシ 筑波山 ツクバサンハ日本ノ山ノ 開闢 ノ 地 ナレバ、 参詣 セント 男体山 ・ 女体山 江 登 リ、 陰陽 
カイビヤク チ サンケイ ナンタイサン ヂヨタイサン ノボ ヰンヤウ

ノ 餅 ヲ 喰 ヒ、モチ クラ
 男女 ミナノ 河 ノ 水元 ナリト一見シ、 龍宮 ヨリ 献 ジタル鐘ヲ拝シ、 梺 ヱ下リ
カワ ミナモト 
リウキウ ケン 
フモト
 筑波権現 ツクバゴンゲン、 朱 ノ 玉垣 、 廻廊 ノアケ タマガキ クハイラウ

 結搆 ナル 宮殿 ヲ 伏 シ 拝 ミ、 夫 ヨリ
ケツコウ キウデン フ ヲガ ソレ
 鹿島 カシマ三 社 ヲ心 掛行 シガ、 広野 ニ 出 テ日グレテ一里 程 モ 行 ケルニ、松木ノ 生茂 
シヤ ガケユキ ヒロキノ イデ 
ホド ユキ 
ヲイシゲ

リタル 所 ニ 火 ヲ」 焼 キ、 山賊 トオボシキ者七八人、 長 キ 刀 ヲ 横 タ イ テ、
トコロ ヒ タ サンゾク 
ナガ カタナ ヨコ （ヘ）
 焼火 タキビノ 巡 ニ 居 タル。ソバ イ

　前ニ入（リ）テ、 煙草 タバコノ火ヲ 借 タマ イ 、ト云（フ）。其 頭 ト見ヘテ、六尺有余ノ大ノ男、 旅人 ト見ヘタリ。

カシ （ヘ） 
カシラ 
タビウド

 路金 ロキンノ 貯 ヒアラン。タクハ
 我等 ワレラハソレヲ 借 ル者共也。カ
 違背 スレバヰハイ
 衣服 イフク迄 剥取 ナリ。ハギトル
 路金 ロキン 残 ラズ 置 テ 通 レ、ト云（フ）。
ノコ ヲイ トウ

弥三郎ガ 答 テ、 我達 ガ見ル通（リ）ノ 浪人 ナレドモ、少々ノ貯ヒアリト 雖 モ、是ヲ汝等ニツカ ワ シテハ 軽廻 ス

コタヘ ワラタチ 
ラウニン 
イヘド 
（ママ） ケイクワイ

ル」事叶ハズ。 去 レドモ 只 ハツカハスマジ。サ タヾ
 勝負之上 シヤウブノウヱニ 何 レ共スベシ。立（チ）上（ガリ）テ勝負セヨ、ト云
イヅ

（ヒ）テ、 赤銅作 ノ二尺八寸（ヲ） 抜 テ、 八双 ニカマ イ シカバ、 若者 ニ
シヤクドウヅクリ 
ヌイ ハツソウ （ヘ） ワカモノ
 似合 ニアハザル 太 キ 奴 ナリ、ト皆々
 抜連 戦ヒフト ヤツ ヌキツレ

シガ、何カハ以テ、タマルベキ。　
　
 虎乱青眼 コランセイガンノ 術 ヲツクシ（テ） 戦 ヒケレドモ、
ジユツ 
タヽカ
 太刀 タチヲ 打落 サレ、ミネ打（チ）ニ 半死半生 ニ 打 レケレバ、地ニ
ウチヲト 
ハンシハンシヤウ ウタ

 平伏 シテ、 何卒 、一命ヲ 御助 下サラバ、 生々
 

ヘイフク ナニトゾ ヲタスケ セイセイ 世々
 ノヨヽ
 御厚恩 ゴコウヲンナリ、ト泣（キ）ナガラ 詫 ケレバ」、大 望 アレバワビ マウ
 汝等 ナンヂラ

ヲ 助 ルナリ。武者修行ノ身ナレバ 芸 ヲ見ル迄ナリ、ト云（ヒ）ケレバ、皆々
 喜 ビ初テ 活命 〈ヨミガイリ〉シタ

タスク 
ゲイ 

ヨロコ クハツメイ

ル 心地 コヽチニテ、 御侍 、此 山陰 ハ我々ガヲサムラヘ ヤマカゲ
 ハニフ （ 埴 生 ）ノ 住居 ナリ。一夜、明（カ）サセ玉ヘト云（フ）。
ジウキヨ

 何処 ヲイヅコ
 アテド 云ヽ（ 当 て 処 ）

（フ）事ナケレバ、 然 ラバ 宿 ヲ 借 （テ）クレイ、ト皆々
 伴 ヒ 賊 ガ 家 サシテ行（キ）ケルガ、 上座 ニ 請 ジ、

シカ ヤド カシ 
トモナ ゾク イヱ 
ジヨウザ シヤウ
 酒肴 サカナ

ヲ出シ、 殊 ノ外 懇 ニモテナシ、 酒宴 半（バ）ニ弥三郎 尋 シハ、此 辺 ニ 剣術 ノ」ノ 道場 ハナキカ、ト 問 ケレバ、

コト ネンゴロ シユヱン 
タヅネ ヘン ケンジユツ ダウデウ トヒ
 鹿島 カシマ
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（ノ） 狩野 カノ 左馬之 サマノ 進 トテ、 隣国 ニ 隠 レナキ 大名人 アリト云（フ）。然（レ）バ 推参致 シ、剣術 試 ミ 度 モノナリ、

シン リンコク カク ダイメイジン 
スイサンイタ コヽロ タキ

ト云（ヒ）ケレバ、 料理 モ上（ゲ）度思 ヒ ドモ、山家ノ事ナレバ調 ヒ ガタシ。サリトハ
リヨウリ 
（ヘ） 
（ヘ）
 麁忽 ノ至リ、ト云（ヒ）ソコツ

テ、 長本 （＊張本）トヲボシキ男、金子十両サシ出シ、御修行ノ御身ナレバ、御道中、 雑用 ノ助ケ共ナシ下サ

テフホン 

ゾウヨウ

レタシ、ト云（ヒ）テ 差出 ケレバ、予ニ大望アリ。幡揚ントキ、 廻 」 文 ヲ出ス。其時、 合力 スベシト云（フ）。

サシイダシ 

クハイ ブン 
ガウリヨク

 約束 ノ 印 シ也トヤクソク シル
 寸志 スンシ（ヲ）御 請  下サレ タシト云（ヘ）バ、 暫 ノ 中 、 預 ルベシト 懐中 ニ 納 ル。 再  会 ヲ 期 シ、鹿島

ウチ （＊ケ。方言） 
シバラク ウチ アヅカ クハイチウ ヲサム サイ クハイ ゴ

ニコソハ尋ネ行（ク）。　大神宮ヲ 伏拝 ミ、フシヲガ
 小物忌 ・ヲモノイミ
 高天 タカマノ 原 ・ 要 石・ 神鎧 ヲ 拝 シ、神社 古 ビテ 霊々
 タル神木、 森々
 タリ。 誠 ニ武士ノ

ハラ カナメ ジンチウ ハイ フル レイレイ シンシン マコト

 祈誓 キセイスベキ 尊神 ナリ、ト 膽 ニ 銘 ジ、一七日
ソンジン キモ メイ
 通夜 ツウヤシ、 夫 ヨリソレ
 狩野 カノノ 道場 江尋ネ 往 シカバ、 会日 」ト見ヘテ、
ダウジヤウ ユキ クハイジツ
 第子 デシ

大勢（ガ）寄合タリ。 鄙 ノ者、武者修行ニ候ガイナカ
 御高名 ゴゴウメウノ道場 承 リ（テ） 推参 仕候間、御面談奉    レ     願旨
ウケタマハ スイサン
         、申ゴメンダンネガヒタテマツルムネ

（シ）入（レ）ケレバ、則、弟子 立出 、 案内 シテ道場江入レニケリ。
タチイデ アンナイ
 高座 ゴウザ 仁 師匠、高弟左右ニシテ、門弟（ハ）
ニ

 列 ヲ 正 シクレツ タヽ
 並居 タリ。ナミイ

　
 応対 ノ 礼 終テ、高弟ノ伊藤兵太夫（ガ）出テ、 面 ・ 頰 ・小手ヲ 堅 メ、 試 ミノ勝負、木太刀ニテ 立会 シガ、四

ヲウタイ レイ 

メン ホウ カタ コヽロ 
タチアイ

分六分ニツカイ、弥」三郎（ガ） 負 ケレバ、師匠ヲ始（メ）門弟迄、気色  和
マケ
 
    ケシキヤハラギテ 見 ヘニケリ。 段々夫 ヨリ門ミ ダンダンソレ

弟ツカイケルニ、 何 レモ四分六分ニ 計 リ 負 タリシカバ、皆々
 喜 ノ 色 ヲ 催 シ、酒ヲ出シテ 酒宴 ニコソ ニ 成リニケ

イヅ 
バカ マケ 
ヨロコビ イロ モヤウ 
シユヱン （ママ）

ル。酒宴タケナハニシテ、師匠モ 木 キ 太刀 タチヲ 取 テ、立合（セ）ラレシニ、三分七分ニツカツテ負タリシニ 仍 テ師
トリ 

ヱツ

弟ノ 約 ヲナシ、半年計リ 逗留 セリ。
ヤク 
トウリウ

　下々ノ門弟」ニハ 芸 ゾ立 負 ケレバ、 殊 ノ外、門弟共ニ 睦敷 ナリ、師匠モ
ゲイ マケ コト 
ムツマシク
 隔意 ナクカクヰ
 指南 シケル程ニ、武者修行シナン

モ、弟子ト成タル事、 上 江モ 聞ヒ ケレバ、カミ キコ（ヘ）
 高名弥増 、弟子大勢ニナリ、上ヨリモ
カウメウイヤマシ
 御加増 ゴカゾウ有（リ）テ、 益 、 繁昌
 

マスマス ハンジヤウ

シケレバ、先生モ、弥三郎ガ 故 ニカクハ成タリ、ト思ハレシカバ、先弟ヨリモ
ユヘ

 慈  愛 ジ アイ 深 カリケリ。フカ
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 永々
 ノ逗留ニナリシカバ、師ヘ 暇 ヲ 乞 ケレバ今」一年モ 道場 ノ
ナガナガ 
イトマ コイ 
ダウヂヤウ
 世話 セハヲ 致 シ（テ）クレヨ、ト 猶 又 留 ラレ、早
イタ 
ナヲ トヾメ

二ヶ年ヲ 過 シ、諸国ノ道場ヘ入（リ）テモ 不 レ 恥 ヤウニトテ、家ノ秘伝 不残  伝授 セラレタリ。

スゴ 
ザル ハヂ 
ノコラズ デンジュ

　
 上方 ヲモ一見シ修行 致旨
 、 強 テ 願 ヒシカバ、師匠、
カミガタ 
イタシタキムネ シイ ネガ
 衣服 イフク・ 旅装束 ヲ 合力 シケレバ、門弟中、 送別 シテ、銀
タビシヤウゾク ゴウリヨク 
ソウベツ

五文目・三文目合力シテ、酒肴ヲ持（チ）、 船 ニテフネ
 息柄 ・イキス
 香取 カトリ迄 送 リ、 再会 ヲ 期 シ、ヲク サイクハイ ゴ
 名残 ナゴリヲヲシミ 別 レケル。ワカ

　香」取ハ 下総 ノ一ノ宮ナレバ 参詣 シ、シモヲサ 
サンケイ
 心謐 ニシヅカ
 武蔵野 ムサシノサシテ 登 リケル。是ヨリ、国々ノ道場々々ヲタヅネテ入
ノボ

リケレ共、四分六分ニ負（ケ）テ通リシカバ、五日十日、或ハ三月四月逗留シ、 餞別 ノ合力、銀一 枚 二枚ヅヽセンベツ 
マイ

 恵 ニ 預 リ通リシ程ニ、メグミ アヅカ
 路用 ロヤウニ 乏 キ事ナク、国ヨリ持出（ダシ）タル金ヨリ
トボシ

 余計 ヨケイニナリ、 暑 ニモナレバアツサ
 夏着 ナツギノ 物 モノ

ヲ合力サレ、 見苦 シカラズ修行シテ、ミグル
 京都 キヤウト」ニ 着 、 旅宿 ニ 泊 リ、五七日モ 過 ギ、 当上
 （＊堂上）方江 奉公 ノ 望 
ツキ ハタゴヤ トマ 
ス タウシヤウ 
ホウコウ ノゾミ

ヲ 咄 シ、中ニモハナ
 大江 ヲヽヱノ 師房卿 ノモロフサケフ
 屋形 ヤカタヲ 好 ミシカバ、 当上
 方出入ノ者ニテ、則チ大江公ニ奉公シケリ。
コノ タウシヤウ

 和歌 ・ワカ

 連哥 レンガノ道ヲ心ガケル人ナラント 容穆 イヤシカラザレバ、一入、 念 ヲ入（レ）テ
ヨウボウ 
ネン
 世話 シケリ。セハ

　
 虫干 ノ時ハ、 書籍 モ開カル物ナラント、心ヲ 尽 シ奉公シケリ。
ムシボシ シヨジヤク 
ツク
 土用 ドヨウモ 過 シカドモ、 何 ノ事モナシ。七月七日
スギ ナン

ニ 至 リ」テ、書、少シハ 干 レケレドモ、 望 ム 所 ノ書ハ 曽 テ見ヘヌ。是、
イタ 
ホサ ノゾ トコロ カツ
 秘書 ヒツシヨナルニ 依 テ大内ノヨツ
 御文庫 ニ納（マ）ゴブンゴ

リタル物ナラン。 容易  盗 ミ 取 ルベキヤウナシ、ト
タヤスク ヌス ト
 思案 シアンノ（＊ヲ） 定 メ、唐土ヘ渡リテ 求 ヨリ外ナシ、ト
サダ 
モトムル
 出更 リデカワ

迄 首尾能勤 テ、口入（レ）ノ 宿 ニ 皈 リ（テ） 暇乞 シテ、
シユビヨクツトメ 
ヤド カヘ イトマゴイ
 肥前 ヒゼンノ 長﨑 一見シタキ 旨 ヲ 咄 シ、又一両年ノ中ニ皈リ
ナガサキ ムネ ハナ

 登 ン、ト 約束 シテ出立ケリ。ノボラ ヤクソク　　　弥三郎、三略六韜ヲ得ル事」
　是ヨリ西国ヘコソ心 掛 、又、道場ヲ 尋 ネ々々修行シ、 豊前 国
ガケ タヅ 
ブゼンノ
 宇佐 ウサ八幡宮ヘ 参詣 シテ、一七日 参籠 シテ 心願 シ、
サンケイ サンロウ シングハン

 高良玉垂 カウラタマダレ大明神ニ一七日 籠 リ、コモ
 誠祈 セイキヲ 抽 ンジ 願望 シケルニ、七日ヌギ グハンマウ
 満 夜ミツル、少シマドロミケルニ、 白髪 ノ 翁 、 束帯 ハクハツ ヲキナ ソクタイ

ニテ、 鳩 ノ 杖 ヲ引（キ）、 忽然 ト 顕 レ、汝ガ忠孝ニ依テ、好ム所ノ書ヲ 授 ルニ仍テ、大宰府   大林寺

ハト ツエ コツゼン アラハ 
サヅクル
        ニ往（ク）ベダザイフダイリンジ
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シ、ト 告 玉フト見ヘシガ、其 侭 、 夢覚 タリ」ケリ。
ツゲ 
マヽ ユメサメ

　
 夫 ヨリ 猶々
 信心 肝 ニ 銘 ジ、 幣 ヲ捧奉リ、 再拝 シ、
ソレ ナヲナヲ キモ メイ ミテグラ サイハイ
 大宰府 ダザイフサシテ 急 ギケリ。 謀計 ヲモウケ大林寺ニユキ、其時
イソ ハカリゴト

ノ 住寺 （ハ）ジウジ
 智識 チシキニシテ、 同宿 ノ 僧 ダウシユク ソウ 数多 アマタ、 雲水 ・ 行脚 ・ 随身 ノ僧百有余人、其寺ヘ往（キ）案内ヲ乞（フ）。
ウンスイ アンギヤ ズイジン

 拙者 コト奥州ノ者ニテ、武者修行ニ 経廻 仕ル者ニ御座候ガ、 明後 十五日、 亡親 ノ年 忌 ニ相当ル

セツシヤ 
ケイクハイ 
ミヤウゴ ボウシン キ
 法会 ノイトナミハウヱ

奉レ願度、 登山 仕候。此 趣 キ」、 利 シク御
タウザン ヲモム ヨロ
 取次給 トリツギタマハリ 度旨 申入（レ）ケレバ、此儀、
タキムネ
 住寺 ヂウジニ 伺 ヒケレバ 方丈 （ガ）ウカヾ ハウジヤウ

 面談 シ、 容体 ヲ見ルニ不 レ  賤侍      ナリ。住寺（ガ）申サレケルハ、
メンダン ヨウタイ ザルイヤシカラ
 仏事 ・ブツジ
 供養 クヤウハ 僧  等 ガ 職分 ナリ。ソウ ラ シヨクブン
 貴殿 （ニハ）キデン

 旅国 ノ事ナリ。リヨコク
 奇特 キドクノ 心底 （ヲ）サツシ入（レ）、 能 ニ 量 ヒ申スベシ。先々、 客寮 ヘ御案内 致 スベシ、ト 役僧 ニ

シンテイ 
ヨキ ハカラ 
カクリヤウ イタ ヤクソウ

申附（ケ）、方丈ハ入（ラ）セケル。
　弥三郎ハ客寮ニ 往 、 香奠 トシテ金子五両 差上 ケレバ、
ユキ カウデン 
サシアゲ
 料理供物 ノリヤウリクモツ
 支度 有（リテ）シタク
 施 セ 餓鬼 ガキ 讖法 ノ仏事（ヲ）センハウ

 執行 セラレタリ。 誠 ニ、シユギヤウ マコト
 亡魂仏果 バウコンブツカ 得 玉フラン、ト 殊勝 ナリ。ヱ 
ジユシヤウ

　是ヨリ二三日 逗留 スル内、同宿ノ僧 達 ヘ 餅 トウリウ タチ モチ 菓子 ガシ 抔 ヲ 買寄  与  ヒ ケレバ、甚ダ 睦 テ方丈ヘモ 実体 ノ
ナド カイヨセ アタ （ヘ） ムツビ ジツテイ
 仕方 トリナシシカタ

ケレバ、 室 ノ 間 ニテ 面談 アリ。シツ マ メンダン
 世間説話等 セケンバナシタウ（ヲ）ナサレテ、 予 モ 若 イ 折 、奥州・ 塩竈 ・ 松島 （ヲ）一見シ、 象潟 
ワレ ワカ ヲリ シホガマ マツシマ 
キサカタ

ヲ見テ、 松前 ニ年ヲ 越 タル事ナド（ヲ）語ラレ、
マツマイ コシ
 貴殿 ノ武者修行モ」キデン
 我等 ワレラガ 雲水 ニ 異 ナラズ。 気遣 ナク永ク逗
ウンスイ コト キヅカヒ

留シテ、 気 ヲ 休 メ玉フベシ、ト 信実 ニ申サレケレバ、誠ニ
キ ヤス 
シンジツ
 古郷 ニ有（リ）シコケフ
 心地 シテコヽチ
 談話 ハナシ、 在時 、住寺申サアルトキ

レケルハ、武者修行（ヲ）仕玉フハ、剣術・兵法ヲ 修練 セン 爲 ナルベシ。 千手観音 モ
シユレン タメ センジユクハンヲン
 手足 テアシ（ガ） 沢山 ニテハ 反 タクサン カヘツ

テ 障 リアルベシ。心一ツノ事ナリ。 唯心 ノ 浄土 ・
サワ 
ユイシン ジヤフド
 己身 ノコシン
 弥陀 ミダト云（フ）事モ心一ツナリ。 三界唯一心  無  別法 トサンガイユイイツシン ム ベツハウ

云フ。」軍将ヲモ 主宰 スル身ニシテハ軍学ナリ。
シユサイ

　此寺ニ代々
 秘 シテ 置 シヒ ヲカレ
 孫子 ・ソンシ
 呉子 、三略六韜ノ書アリ。此書ヲ
ゴシ
 悟持 ゴヂセバ、国家ヲ 治 メ、 不 レ 戦 シテ 勝 ノ 利 アリ。ヲサ ズ タヽカハ カツ リ

是ヲ 学 バンヤ、トマナ
 教生化 キヤウゲシ玉ヘケレバ、 元 ヨリ此書ヲ望（ミ）テ、モト
 高良 コウラ明神ノ 告 ニ依テ此寺ニ来リシ事ナレバ、
ツゲ
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 喜悦 キヱツノ 眉 ヲ 開 キ、 何卒 其書ヲ御 伝授 奉レ願ト、 恐敬 シテ 居 タリケレバ、和尚（ハ） 博識 ノ」人ナレバ、其書ヲ 披 

マユ ヒラ ナニトゾ デンジユ キヤウケイ イ 
ハクシキ 
ヒラキ

テ 講実 ヲ 訳 テ、コウジツ ワケ
 委悉 イシツニ 読聞 セラレシカバ、昼ハ 評解 ヲ 聞 、 夜 ルハ 灯火 ノ本ニ 写 シトリ、三年ニ 満 ズシテ、 悉 

ヨミキカ 
ヒヤウカイ キヽ ヨ トモシビ ウツ 
ミタ コトゴト

ク伝授シタリケレバ、 帰国 セン事ヲ思フ。キコク
　是迄修行ニ出テモ十余年ヲ 早過 タリ。国ニ有（リ）シ母モ、 嘸 、
ハヤスギ 
サゾ
 案事 アンジツラント 方丈 ニ、国ニ母・ハウジヤウ
 妻子 アル事サイシ

ヲ 演舌 シ、一ト先、帰郷  致ヱンゼツ
     キケウイタシ 度 旨（ヲ） 語 リケレバ、タキ カタ
 古郷 コケウヘ帰ル人ヲ 止 ムベキニアラズ、ト」方丈モ 老僧 ナレ
トヾ 
ラウソウ

バ、 再会
  期 シ難シ。永キサイクハイ ゴ
 来世 ライセニテ 逢 ベシト 泪 ナガラニ 旧領 ノ国ヲ 去 ル如クニシテ 別 レケリ  。
アフ ナミダ キウレウ サ 
ワカ

　　　弥三郎母岩井戸、鬼女ト成（リ）テ飛行自在スル事
　
 爰 ニ又、弥三郎（ノ）女房、修行ニ出（デ）シ 翌年 ノ 春 正月ヨリ、 労症 ノ如クニ 病 ツキ、 内熱  強 クシテ、 痰 

コヽ 

ヨクトシ ハル ラウシヤウ ヤミ ナイネツ ツヨ タン

ヲ 吐 、 食事 モ次第ニハキ シヨクジ
减

 

减

 

ゲンジ、ヤセ 衰ヒ シ程ニ、ヲトロ（ヘ）
 幼稚 ヨウチノ 子 、 乳 ヲ 不 レ 呑  故 ニヤ、 疳症 ヲ 煩 ラヒ」 腹満 シテ、手足ホソ
コ チ ズ ノマ ユヘ カンセウ ワヅラヒ フクマン

ク、ヤセ 衰  ヒ 、 熊 ノ 膽 ・ 薬制 ヲ 色々
 用ヒケレドモ 功 ナク、是ヲ 苦 ニシケルニヤ、 妾 ノ 病 、 弥 、 重 リ、 近郷 ノ

ヲトロ （ヘ） クマ ヰ ヤクセイ イロイロ 
コウ ク 
セウ ヤマヒ イヨイヨ ヲモ キンリン
 医者 、イシヤ

 御  典薬 ノ 療治 、 尽 スト雖モ、其 験 モ 不 レ 見 、 翌 年四月八日、 朝 ノ 露 トゾ 消 ニケル。

ゴ デンヤク リヨウジ ツク ゲン ズ ミヘ ヨク アシタ ツユ キヱ
 隣家 リンカノ者、 寄集 リ、 葬礼 ヲイヨリアツマ ソウレイ

トナミケリ。其子モ又、三日モ 過 ザルニスギ
 夕部 ユウベノ 霜 トゾ 消 ニケリ。シモ キヱ

　夫ヨリ弥三郎（ノ）母ハ 狂気 ノ如クニナリ、 扨々
 、 残念 ナリ。 予 レ 預 リシ
キヤウキ 
サテサテ ザンネン ワ アヅカ
 妻子 サイシ、武者修行（ガ） 終 テ 帰 ル迄ヲハリ カイ

ハ 守 リモ
 生育 、ソダテ
 無事 ムジニ 対面 シ、 祝 ノ 顔 ヲ 見 テ、親子 会顔 スベシト思ヒシニ、 何 ノ 面目 有（リ）テカ 面 ヲ合（ハ）

タイメン ヨロコビ カホ ミ クハイガン 
ナン メンモク 
カホ

セント、一度ハ 歎 キ一度ハ 怒 リ、ナゲ イカ
 鬼女 キジヨノ如クニ成（リ）、 泣 ナキ 口解 ク。目モ当ラレヌクド
 風情 フゼイナリ。七日 断食 ニシテ、水ゼツシヨク

モ 絶 テ 伏 シ 沈 ム。 然 ルニ、一夜ノ内ニ 髪 ハヲドロニ、
タツ フ シヅ シカ 
カミ
 白苧 シラソヲ 冠 リシ如ク 白髪 ノ 姥 ト 成 。」〔往昔、漢朝ニ能書有
カム ハクハツ ウバ ナル

 （リ）シガ、十五丈ノ楼上ニ竹籠ニノセテ、細引ニテ釣揚（ゲ）、額ヲ書（カ）セケレバ、下落シテ見レバ、白

髪トナリシ人アラン。古ヲ思 ヒ バ、コレラノ類ヒ、是アランカ〕。
（ヘ）

　是ヨリ 悪行増長 シテ、弥三郎（ノ） 帰 ル 迄 ニ 軍用金 ノ（※ヲ） 貯 テ幡ヲ揚（ゲ）サセント、 盗賊 （ノ） 張本 

アクギヤウゾウチヤウ 
カイ マデ グンヨウキン タクハヒ 
トウゾク ハリモト

人文科学研究　第132輯胸
景 72



トナリ、先年、 戦 ヒニ 討洩 サレテタヽカ ウチモラ
 山野 サンヤニ隠レ 居 リシ者共ヲ手先ニツカイ、 野 ・ 林 ノ 茂 リタル所ニ 昼 ハ身ヲ隠シ、
ヲ 
ノ ハヤシ シゲ ヒル

夜ハ人家ノ 遠 キ所ニ出テ 旅人 ヲ 剥取 、 生血 ヲ 啜 テ 肉 ヲ 喰 ヒ、 狼 ヲ 仕 フニ」
トヲヽ タビウド ハギトリ セイケツ スヽツ ニク クラ ヲホカミ ツコ
 死骸 シガイヲ 与  ヒ テアタ （ヘ）
 馴附 ナツケ、 風 ヲ 起 シ 雲 ヲ起カゼ ヲコ クモ

シ、 飛行自在 （ニ）シ（テ）ヒギヤウジザイ
 東山 ・アヅマ
 朝日嶽 ・アサヒガタケ
 飯豊山 ・ヰヽデサン
 大荒沢 ・ヲヽラサ
 須溜 スル 上 山（ヲ）一夜ノ内ニ 駈巡 リ、或ハ 鳥海山 ・
ガミ 
カケメグ テフカイザン

 羽黒山 ハグロサン・ 月山 ・グハツサン 蔵王ヶ嶽 ・ザヲウガタケ
 南部 ナンブ ノヲソ 山迄一夜ノ内ニ 経廻 シ、人ヲサラツテ金銀ヲトリ集ム。 福者分限 ノ
（ママ） 
ケイクハイ 

フクシヤブンゲン
 土蔵 ドザウ

ヲ
蹨 破    ケヤブツテ千金ヲサライ取（リ）、生血ヲ 吸 、 肉 ヲ 食 フ。山人・ 山姥 トハ
スイ ニク クラ ヤマウバ
 是等 コレラノ 類 ヲヤ云（フ）ベキカ。タグヒ

　弥三郎ガ 屋鋪 ハ」ヤシキ
 荒果 アレハテ 生茂 リ、ムグラニシテ 樹木 、 日 モサス事ナキ 破 レ 家 ニ、 姥独 リ昼ハ 糸操 シテ 賤 ノ 女 

ヲイシゲ 
ジユモク ヒ 
ヤブ ガ ウバヒト イトクリ シヅ メ

ノ 業 ヲシ、 隣 リ 近所 ノ人ニ 斯 ハ見セニケリ。夜ハ 居 ル事ナケレドモ、是ヲ 知 ル者 更 ニナシ。 死  骨 ハ 奥 ニ山ヲナ

ワザ トナ キンジヨ カク 
ヲ 
シ サラ シ コツ ヲク

セリ。 通力 ヲ以テスル事ナレバ、 俗人曽 テ以テ知ル事ナシト云々。〔今ニ弥三郎姥ガ仕居（セ）シ川戸石アリ。

ツウリキ 
ゾクジンカツ

屋鋪ハ畑ニ成タレドモ、死骨 夥 シク出ルトイ ウ ツトウトカヤ〕。
ヲビタヾ （ヒ）

　　　白山大権現岳（ノ）跡之事」
　其時ニ当テ 夏旱魃 シ、田ヲ 植 （ル）ベキヤウナク、 適少 シ 水窪 ノ所ニ 稲 ヲ 植 タレドモ、稲ノ花 咲頃
 ニ 成 テ、

ナツカンバツ ウヱ 
タマタマ ミヅクボ イネ ウヱ 
サクコロヲヘ ナリ

 暴風 ・ 大雨 降リテ、田畑共ニ 一面 ニ 海 ノ如クニ水タヽ
 イ 、五日モ七日モ水ノ引（ク）事ナケレバ、

ボウフウ ヲヽアメ 
イチメン ウミ 
（ヘ）

 水腐 ト成テスイフ

 一円 ニ 不 レ 実 、三ケ年 続 テ 荒 ケレバ、田地ハ 葦 ノ 根 （ガ） 畔 ヨリ 生茂 リ、マヱ 萩 ・ 犬稗 、草ハ 延 テ 荒果 タリ。

イチヱン ズ ミノラ ツヾキ アレ 
ヨシ ネ クロ ヲイシゲ ハギ イヌビヱ ノビ アレハテ

 農夫 ノウフ（ハ） 食物乏 （シ）ク、 川骨 ノ 根 ヲ 粮 ニシ、或ハ松ノ 皮 ヲ 餅 ニ」 搗 、山ニ入（リ）テハ、

シヨクモツトボ カハボネ ネ カテ 
カワ モチ ツキ
 百合 ・ワラビノユリ

 根 ヲホリ、 紙 スキノ 様 ニ打（チ）タヽキ、其水ヲ イセ テ、ヨゴミヲ 干 シテ 粉 ニ 拵ヒ 、

ネ カミ ヤウ 
（ママ） 
ホ コ コシラ（ヘ） 大豆 マメヲ入（レ）テ 粥 ニ煮カユ

テ 喰 ヒ、 漸々
 ト 命 ヲツナグト雖モ、 傷寒疫 （ガ）
クラ ヤウヤウ イノチ 
シヤウカンヱキ
 風流 ハヤリテ、 兼 テカネ
 麁食 シタル身ナレバ、十ニ六七分程、死（ニ）
ソジキ

タリ。 人民 （ハ）是ヲ 歎 キ、ジンミン ナゲ
 市川在家 イチカハザイカノ者共、 不  残 ラ 村長 ヲ先立テ、屋代郷ノ
ズ ノコ ムラヲサ
 惣鎮守 ナレバ、ソウチンジユ
 大屋代 ヲヽヤシロノ 宮 ニ 断食 ミヤ ダンジキ

シテ一七日 参籠 ス。」サンロウ
　
 抑 、ソモソモ 此御社 ハ、コノヲヤシロ
 日本武尊（ノ） ヤマトタケ（ル）ノミコト 夷狄征伐 イテキセイバツノ 時 、 神軍 ノ 陣中 也。 粥 ヲ 煮 ラレシ 釜 ヲ 掛 玉 ヘ シ 樫 ト 号 シテ今ニアリ。
トキ ジングン ヂンチウ カユ ニ カマ カケ （ヒ） ケヤキ ゴウ
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日本武尊、 出雲国 イヅモノクニ 素戔嗚尊 ソサノヲノミコトヲ 勧請 シ、十町四方ノクハンジヤウ
 社地 也。シヤチ
 古木 コボク・ 樫 ・ 杉 ・ 杤 ・ 榎 、 何千年 ト云（フ）事ヲ知ル
ケヤキ スギ トチ ヱノキ ナンゼンネン

人ナキ古木、 森々
 ト 生茂 リタリ。人民、 社頭 ノ 建立 ニモ 一株 モ 伐 事 不 レ 能 ハ、 霊々
 トシテ 貴 キ 神社 ナリ。屋代第

シンシン ヲイシゲ 
シヤトウ コンリウ イチチウ キル ズ アタハ レイレイ タツト ジンシヤ

一ノ社頭也。　人民、 信心 命」ヲ 惜 マズシンジン ヲシ
 誠祈 セイキニ 心肝 ヲコラシ、シンカン
 五穀豊饒 ・ゴコクブニウ
 国家安全 コクカアンゼンヲ 祈 リシカバ、 感応 マシ柿鈎テ、七日ニイノ カンヲウ

 満 ル夜、 幻 ノ如ク、 金 ノ 甲 ・ 鎧 ヲ 召 シ、
ミツ マボロシ コガネ カブト ヨロイ メ
 八千戈 ヤチホコヲ 持 テ、スサマジキ 御  顔色 、 身 ノ 毛 モヨダツテ 廓顕 トシテ、 汝等 、
モチ 
ゴ ガンシヨク ミ ケ クハクケン ナンジラ

是ヨリ一里下（リ）テ、 白子山 シラコヤマト云（フ）山（ノ）八分ニシテ 岩窟 アリ。是、 白帝 ノ 兒 ナリ。則、 白山姫 ナリ。
イワクツ ハクテイ ミコ シラヤマヒメ

今 障 リヲナスハ 赤帝 ノ 兒 ナリ。汝等、白山姫ノ 命 ヲ 信仰 セバ 災禍 」有（ル）マジ、ト 告 玉 ヘ テ、 霞 ノ如ク 消 ニ

サワ セキテイ ミコ 
ミコト シンコウ ザイクハ 
ツゲ （ヒ） カスミ キヱ

ケリ。　 里人等 サトビトラ、 感涙 ヲ 流 シ、 信心益深 ク、 奉幣 ・ 大麻 ヲ 捧 ゲ、
カンルイ ナガ シンジンマスマスフカ ホウヘイ ヲヽヌサ サヽ
 白子山 シラコヤマノ 岩窟 ニ 登 リ、一七日 参篭 シテ 祈願 シ、 丹誠 
イワクツ ノボ サンロウ キグハン タンセイ

ヲ尽 ス ケレバ、七日ニシテ 満願 ノ夜、 忽然 トシテ 女性  顕 レ、玉ノ 簪 ヲイタヾキ、 白 クスキ 通 ル 御肌 、 金襴 ノヒ

（シ） 
マングハン コツゼン ニヨセイ アラハ カンザシ シロ トヲ ヲンハダヘ キンラン

タ 
 ヾレノヤウ成（ル）ヲ 召 シテ、 予 ハ 白山姫 ナリ。 既 ニ 神勅 アリ。 旱魃 ・
（ママ） 
メ ヨ シラヤマヒメ スデ ジンチヨク カンバツ
 水腐 スイフノ 地 ニ 宮 ヲ 建立 シ、 白餅 ・ 荢 」チ ミヤ コンリウ ハクベイ ヲ

 柄 ノ 箸 ・ 百膳
 （ヲ） 備ヒ祭 ルベシト、カキケス 様 ニ 失 ニケリ。 感応 、 膽 ニテツシ、 感涙 ニ 及 ビ、 里 ニ帰リ、

ガラ ハシ ヒヤクゼン ソナ（ヘ）マツ 
ヤウ ウセ カンヲウ キモ カンルイ ヲヨ サト
 時 ジ

 日 ジツヲ 過 ザルニ 宮 ヲ 建立 シ、三月廿八日ニ 成就 シ、其夜、白子山ヨリ 光物  飛来 リ、 宮殿 ニ 入 ル。誠ニ 難 レ 有 宮也。

スゴサ ミヤ コンリウ 
ジヤウジユ 
ヒカリモノ トビキタ キウデン イ カタキ アリ

 白山姫 ノ 命 ナレバ、 白山大権現 ト 奉 レ祭（リ）。
シラヤマヒメ ミコト シラヤマダイゴンゲン   ル

　　圏豊作ヲ祈ル。疱瘡・ハシカ・腫物ノ類ヲ祈ル。立願、不叶ト云（フ）事ナシ。霊験アラタナル事、言語
ニ絶ス。」　 神 ニ 神体 シ、 正直 ヲ以テ神体トス、トアレドモ、 何 レノ 頃 ヨリ祭リ来ル 者 カ、一尺二寸バカリノ神体アリ。

カミ ジンタイ シヤウヂキ 
ナ（＊イ）ヅ コロ （ママ）

〔俗ニ春日ノ御作ト云フ〕。今ハ 石 〈イシ〉ノ 宝殿 ニ 在座 。此神体、 満水 ノ時、一面ニ 海 ノ如クナル水ニ流レ

イハ ホウデン マシマス マンスイ 
ウミ

テ、子共 等 ノ手ニタ ワ ブレテ、又イツトモナク 神殿 ニ 皈 リ 在座 。 宮  建替 ノ時、 別当 ニ奉レ 移 シニ（＊移シ奉リシ

ラ （ハ） 
シンデン カヘ マシマス ミヤ タテカイ ベツトウ ウツ
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ニ）、 枕返 シテ 尻 ヘニスル事、不レ叶。誠ニ
マクラカヘ シリ
 不思議 フシギノ 神体 ナリト、 生神 ノヤウニ 尊敬 ス。是ヨリ 水旱 ノ 愁 」ヒナ
ジンタイ イキガミ ソンキヤウ スイカン ウレ

ク、 豊作打続 キ、 百姓
 （ハ） 安楽 ニ 産業 ヲナセリトナリ。
ホウサクウチツヾ ヒヤクセウ アンラク スギワイ

　　　弥三郎、故郷江戻ル事
　
 斯 テ、弥三郎ハカク
 大林寺 ダイリンジヲ 出立 、武者修行ヲ 艸々
 ニシテシユツタチ サウサウ
 帰路 キロニ心ヲ 急 ギシガ、イソ
 故郷 コケウヘハ 錦 ヲ 着 テ 皈 ルト云（フ）ニシキ キ カイ

事アリ。 一决 シタル 衆 ニモ 対面 アシカリナント思ヒ、 京都 ニテ
イツケツ シウ タイメン 
キヤウト
 羽二重 ハブタイ・ 縮緬 ニテチリメン
 衣服 ヱフクヲ 拵ヒ 、 道中 ハ 馬 （ニ）コシラ（ヘ） ダウチウ ムマ

ノリ、 羽織 ハヲリヲ 着 シ」チヤク
 萠黄 ・モヱギ
 羅紗 ノラシヤ
 陣羽織 、ヂンバヲリ
 緞子 ノドンス
 野袴 、ノバカマ
 小風呂敷 コフロシキニ 包 ミ、 肩 ニ 両掛 ニシテ、 中仙道 ヲ下リ、 日光 
ツヽ カタ リヤウガケ ナカセンダウ ニツコフ

ヨリ 高原峠 ヲ 越 テ、南ノ山通リシテ、奥州サシテ下リケル。
タカハラトヲゲ コヘ

 会津 ヨリアイヅ
 樋原 ヒバラヲ通リ、米沢ノ城下ニ 止宿 シ、弥三シシユク

郎、 思案 ヲシテ、シアン○圏往昔、漢朝ニ戦（ヒ）始リ、陣触（レ）有（ル）ニ随（ツ）テ、若キ女房・幼稚ノ子共計リ残シ、主命
ニ応ジ、七ヶ年、戦場ニ有（リ）シニ、利アラズシテ、家ニ皈リシニ、女ハ三年逢（ハ）ザレバ心」変ズ

（ト）云（フ）事アリ。　　夜中ニ入テ、様子ヲ見テ、其上ニ家ニ入ラント思ヒテ、夜半ノ頃、家居ヲ伺ヒシニ、門ノ屋根モ破レ、

家宅モ破レ、屋根ヨリ月（ノ）洩（ル）計リニナリシモ、予、留主ノ事ナレバ、斯有（ル）ベキハズナリ、

ト感心シ、門ノ貫ノ木、閉（メ）タレバ、家ヘ入ル事ナラズシテ、伺ヒ居タリシガ、甲鎧ヲ着、陣太刀ヲ

帯シ、鉾ヲツイテ、夜巡リヲシテ、ソコ爰ト見マ ワ シ、門ノ貫ノ木、改メ、家ニ入（ル）。
（ハ）

　　是ハ、定メテ、後ノ夫ナラント考 ヒ 、七ヶ年、音信セザレバ斯有（ル）ベキ」筈ナリト思ヒ、何ニモセ
（ヘ）

ヨ、家内ヘ入（リ）テ見ザランヤ、ト高声ニ、今、主ジ、帰国セリト呼（バ）ハリケレバ、女房、立出テ、

迎（ヘ）入（レ）、嬉シゲニ、七ヶ年ノ間、妾ガ心苦ヲ語リ、子ヲ養育シタルヲ語ルニ、二心有（ル）共見

ヘズ。只二人シテ暮（ラ）セシ事ヲ語ルニ、外ニ人有（ル）トモ見ヘズ。
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　　先刻、鎧・甲ヲ着、夜巡リヲセシハ、誰ゾト問（フ）ニ、女房、笑（ヒ）テ答（ヘ）テ曰（ク）。アレハ

妾ナリ。留主ト見テ、人ノ悔ル事有（ル）者ナレバ、男ニ出立（＊男の姿をして、の意。デタチ、と読む）、

七ヶ年間、毎夜、斯ノ如シ、ト云ヒケレバ、夫モ貞節（ノ）深切ナル事ヲ感心シ、夫レヨリ夫婦中（※仲）

 睦シク、一生ヲ過グセリ。
　　是ヨリシテ、案内ト云（フ）文字（ノ）始リシト云（フ）古事ヲ考 ヒ 、予モ夜ニ入テ、家内ノ様子ヲ見
（ヘ）

テ、入ラン者ヲ、ト。　是ヨリ、弥三郎、 装束 （ヲ）シヤウゾク
 立派 リツパニ 改 メ、日ノ 暮 ヲ 待 テ 宿 ヲ立（チ）、夜中ニ 広 キ 原 ニカヽリ、 横 一里・ 堅 
アラタ クレ マチ ヤド 
ヒロ ハラ ヨコ タテ

二里余ノ原アリ。 富士 ノフジ
 裾野 スソノニ 異 ナラズトテコト
 富士野 フジノト云（フ）。 爰 ヲ通リシニ、 松 ・ 栢 （ノ） 長 ノビ 茂 リタル
コヽ 
マツ カシハ タケ シゲ

所ニ 詞堂 アリ。春日大明神ヲ 勧請 シタル 社 アリ。此
ホクラダウ 
クワンジヤウ ヤシロ
 木立 コダチニ 山賊 共、昼ハ 乞食 ト 見 セテ 飯 ヲ 焼 キ、 篭 リ 居 ル。〔今
サンゾク コツジキ ミ イシ タ コモ ヲ

ハ俗（ニ）呼テ盗人神ト云フ〕。
　
 夫 ヨリ二三町程往（キ）テ、 格子嶽 ヲ 源 ニシテ、四和田ヨリ 落込 （ミ） シ  川 アリ。

ソレ 
ガウシガタケ ミナモト 
ヲチコム （タル） カハ
 拾余間 ジウヨケンノ 橋 アリ。ハシ
 以前 ハイゼン

 舟 ニテ 渡 リシヤ、 舟橋 ト云（フ）村アリ。和田河ト云（フ）。〔俗ニオツカナ橋ト云フナリ〕。

フネ ワタ フナバシ
　橋ノ 両脇 ニ、 山賊 共火ヲ 焼散 シテ、十人計リ居タリケルガ、弥三郎、
リヤウワキ サンゾク タキチラ

 絹布 ニテ、サワヤカニケンプ
 出立 、大・小デタチ

（ヲ）十文字」ニ 差 、サシ
 小風呂敷包 コブロシキヅヽミ（ヲ） 肩 ニ 掛 テ、オメズ 臆 セズ通リシニ、 頭 ト見ヘテ六尺
カタ カケ ヲク 
カシラ
 余長 ノ大ノ男、ヨタケ

 声 ヲ掛（ケ）、 旅 ノ 御侍 、爰ハ 追剥 所ナリ。 懐中 ノ金、 不 レ 残置 テ通ラレヨ、ト云（ヘ）バ、弥三郎、

コヘ タビ ヲサムライ ヲイハギ クハイチウ ズ ノコラヲイ

 完爾 ニツコト 笑 ワラ

ヒ、是ハ 迷惑千万 。 貯 ノ金子ハツカイ切リ、 酒手位 ハツカ ワ スベキ、ト 鼻紙袋 ヨリ小判一枚 投出 シ、是ニテ通

メイワクセンバン タクハヒ 
サカテクライ （ハ） ハナガミブクロ ナゲイダ

シ（テ） 呉 ヨ、ト云（ヘ）バ、ソレ 計 リニテハ、 大勢 ニ 割 レバ 何 ニモナラズ。
クレ 
バカ タイゼイ ワ ナニ
 衣服 ヱフクヲ 脱 デ通レ。金子ナクン」ヌイ

バ 是非 ゼヒナシ、ト云（ヒ）ケレバ、弥三郎、衣服ナクテハ内ニ 皈 ラレズ。 平 ニ 許 シテ通セ、ト云（ヘ）バ、 曲者 
カイ ヒラ ユル 
クセモノ

（ヲ） ノガ スナ、ト（逃）
 手下 テシタノ 賊 、 両袖 ニカヽリケレバ、 兼 テ大力
ゾク リヤウソデ 
カネ
 無双 ブソウノ弥三郎、 剣術 ノ 名人 ナレバ、 何 カハ以テ
ケンジユツ メイジン ナニ
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タマルベキ。 河中 ニ人ツブテニ 打 テ 投 入（レ）タリ。 残 リ之者共 抜連 テ皆々一度ニ掛（カ）リケレバ、二尺八

カハノナカ ウツ ナゲ 
ノコ ヌキツレ

寸ノ 氷 ノ如クナル 刀 ヲ 抜 テ 渡 リ 合 、ミネ 討 ニシテ半死半生ニ 擲伏 セ、 大望 アルニ 依 テ、

コホリ カタナ ヌキ ワタ アイ ウチ 
タヽキフ タイマウ ヨツ
 暫時 ザンジノ内 命 ハ」 助 ト云イノチ タスクル

 ヒ バ、是ハ 不叶 トヤ思ヒケン、 散々
 ニ 逃失 ケリ。
（ヘ） カナハズ 
サンザン ニゲウセ

　
 夫 ヨリ弥三郎、又、小風呂敷ヲ 肩 ニ 掛 、大キニ 隙 （ヲ） 取 タリ、ト云（ヒ）テ通リケルニ、 片息 ニ成テ 臥 タ

ソレ 
カタ カケ ヒマ トリ 
カタイキ フシ

リケル 曲者 、ヤウ柿鈎ト 起上 リ、弥三郎 姥 ガ 教  ヒ シ 笛 、此時ナリト 腰 ヨリ出シ（テ） 吹 ケルニ、狼共、一疋二
クセモノ 
ヲキアガ バヾ ヲシ （ヘ） フエ 
コシ 
フキ

疋ヅヽ
 集 リ、十四五疋 寄来 リ、此内ニ 白狼 一疋アリ。此 賊人 、弥三郎ニ 指 サシケレバ、一 参 ニ 追 カケタリ。〔猟

アツマ ヨリキタ ハクラウ 
ヌスビト ユビ 
（ママ） ヲイ

人ハ獅子ニ犬ヲ掛ルニ、肉ヲ分テ喰スト云（フ）事アレバ、鬼姥モ人ノ死骸・生血ヲ」吸（ヒ）、肉ヲ分チ与 ヒ （ヘ）

テ、狼ヲ馴（レ）附（ケ）シモノナラント云フ〕。
　
 其時 、 漸 ク 山 ノ 神 ヲ 祭 シ 祠堂 アリ。此前ニ 漆木 ノ大木アリ。此所ニ来リシニ、 数疋 ノ 狼 ニトリマカレ、

ソノトキ ヤウヤ ヤマ カミ マツリ ホクラドウ ウルシノキ 
スヒキ ヲホカミ

無 レ  拠     、 漆ノ木ニ上リシニ、狼 継々
 登リケルニ、 纔 ニ一疋ノ 長 （ガ） 届 カズシテ下リケレバ、 続  ヒ テ来リシ山

ナクヨリドコロ 
ツギツギ 
ワヅカ タケ トヾ 
ツヾ （イ）

賊、弥三郎 姥 女（＊鬼婆）ニ有（ラ）ズンバ叶ハジ。 迎 ニ 出 テ 連 レ 来 レ、ト云（ヒ）ケレバ、 白狼 、 逸足 ニ 駈行 

バヾ 

ムカヒ イツ ツ キタ 
ハクラウ イツソク カケユキ

ケル。〔此時、弥三郎、不思議ナル事ヲ云（フ）ト思ヒテ居タリ〕。去レドモ狼、木ノ 廻 リヲ 離 レズ、 牙 ヲナラマワ ハナ キバ

シテ 居 タリケレバ」 詮方 ナク木ノ上ニ居タリ。
ヰ 
センカタ

　程ナク、 頭 ヲドロニシテ、 白髪 ヲ 乱 シ、
カシラ 
ハクハツ ミダ
 鬼女 キヂヨノ如クノ 姥 、 白狼 （ヲ）先立ツテ（＊先立てて）来リ。 逸参 ニ
ウバ ハクラウ 

イツサン

木ニ登リ、弥三郎ヲ 掴 ンデ、引（キ）下サントツカ
 片手 カタテヲ 延 テ、 掴 マントセシニ、待（チ）マウケタル
ノベ ツカ
 抜身 ナレバ、ヌキミ

水モタマラズ 腕 （ヲ） 切 レ、 血 ハ 吐 ト 走 テ、雨ノ如クニ 散乱 ス。 姥 モ不レ叶トヤ思ヒケン、下ニ 落 ケレバ、狼、

ウデ キラ チ ド ハシリ 
サンラン ウバ 
ヲチ

 散々
 ニ 迯失 、姥女ハ 行方  知 レズニ 成 ニケリ。〔人間ノ慾ニ迷フハ断リナリ。通力自在シ、風ヲ起シ、雲ヲ起シ、

チリヂリ ニゲウセ ユキカタ シ ナリ
魔行ヲナス者ノ眼ニサ イ 、軍用金取集ントノ強慾ニ 目眛 シ、我子ト知ラズ腕ヲ 切 レシハ、運ノ極メナルベシト

（ヘ） 
（めまひ） 
（キラ）
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 夫 ヨリ弥三郎、狼一疋モ見ヘザレバ、木ヨリ下リ、家ヲ 差 テ 皈 リケル。
ソレ 

サシ カヘ
 屋敷 ヲヤシキ
 見廻 スニ、ミマワ
 荒果 アレハテ、 茅 ハ 肩 ヲヨシ カタ

 ス グ。道ハ人（ノ） 通 ヒシトハ見ヘズ、 犬 ノ 足跡計 リナリ。家ハ 破 レテ、人ノ 住居 シ（タル）所トハ見ヘズ。

（過） 
カヨ 
イヌ アシアトバカ 
ヤブ ジウキヨ

　
 然 レドモ、人ノウナリ 病 ノ 声 シケレバ、家ノ内ニ 案内 シ、弥三郎、今日只今 帰宿  致 シタリ、ト 高声 ニ 呼 ハリ

シカ 
ヤム コヘ 
アンナイ 
キシユク イタ コウセイ ヨバ

ケレバ、 寝所 ニテ 母 ノ 音 ト（＊ノ）シテ、
ネドコロ ハヽ コヱ

　
 扨々
 、弥三郎、 今 、 帰 シカ。我」
サテサテ イマ カヘリ
 今日 ケフ 俄 ニ 腹痛 シ、 起 ル事不レ叶。 戸  ザシ ハナケレバ内ニ入（ル）ベシ、トア
ニハカ フクツウ ヲキ ト （鎖）

レバ、 懐中 ヨリ火打  取出クワイチウ
      ヒウチトリイダシ、 火縄 ニ火ヲ 移 シ入（レ）テ、 蝋燭 ニ火ヲ 附 、
爈 火
ヒナワ ウツ 
ラウソク ツケ
 

   イロリビヲ 焼 、サシモノアバラ屋、昼ノタキ

如クニシテ、 臥床 フシドニ入（リ）テ 病 ヲ 問 ニ、 先刻 ヨリノ腹痛ナレバ 余 リノ事ニハ 非 ズ。 去 レドモ、 痛 ミ 烈 シキ故

ヤマヒ トヲ センコク 
アマ アラ サ イタ ハゲ

ニ、 起 ル事不レ叶。汝ガヲキ
 妾子 セウシ、武者修行ニ出シ 翌年 四月八日、ヨクトシ
 母子 ボシ 共 ニトモ
 死去 シタリ。シキヨ
 親子 共ニマメヤカニシテヲヤコ

 対面 スベシ」ト思ヒシニ、皆アダゴトヽナリヌ。 何 ノ 面目 ガ有（リ）テカ、 顔 ヲ 会 センヤ、ト 泪 ナガラ 宣 ヘバ、

タイメン 

ナン メンボク 
カホ アワ ナミダ ノ玉

　（＊弥三郎） 望 ム所ノ書モ悉ク 伝授 シテ来リ。 近年 ノ内ニ 幡 ヲ 揚 、大望 成就 セン事、 掌 ニアリ。先々御 喜 

ノゾ 
デンジユ キンネン ハタ アゲ ジヤウジユ タナゴヽロ 
ヨロコ

ビ下サルベシ、ト云（ヘ）バ、然（レ）バ 予 モ起（キ）ントテ、ワレ
爈

 

爈

 

ロノ 辺 タニコソハ 居 タリケルニ、ハ ヰ

　
 扨 、サテ
 不思議 フシギノ事ニ候。山神 堂 ノ 前 ニテ、 鬼 ノ 腕 ヲ 切取 テ 参 リタリ、ト腕ヲ 投 出セバ、母、左ノ手ニ取リ、ツ

ドウ マイ ヲニ ウデ キリトリ マイ 
ナゲ

ク蛎鈎ト見テ」、是ハ我ガ 腕 ナリ、ト云（ヒ）テ 袖 ヘ入ルト見ヘシガ、 ハフ ヲ 破 テ 屋 ノ 棟 ニ 飛 上リ、
ウデ 
ソデ 
（破風） ヤブリ ヤ ムネ トビ

　
 汝 、 能  聞 ケ。孫子  死ナンヂ ヨク キ
     マゴコシヽテヨリ 残念  膽 ニコタ イ 、夫ヨリザンネン キモ （ヘ）
 鬼女 キジヨトナリ、 軍用金 ノトリ 集 ン 爲 ニ、 追剥 ヲシテハ
グンヨウキン（ヲ） アツメ タメ ヲイハギ
 路用 ロヤウ

ノ金ヲトリ、或ハ 浦々
 ノ 金持 シ者ヨリハ サラ  イ 取（リ）タル、其時ノ金子、 長持 ノ中ニアリ。万両ニ 足 ラザレ

ウラウラ カネモチ （掠） （ヒ） 
ナガモチ 
アラ

ドモ、 幡揚 ノ 用金 ニセヨ。 魔行 ヲ 行ヒ バ、 白山姫 （ガ）我ガ 行法 ヲ時々
 妨 ゲ 挫 ク。 久敷 此」国ニ 居 ル事不レ叶ハ

ハタアゲ ヨウキン マギヤウ ヲコナ（ヘ） シラヤマヒメ ギヤウハウ サマタ クヂ ヒサシク ヲ

バ、是ヨリ 越後国弥彦山 ニヱチゴノクニヤヒコヤマ
 住居 スマイスルナリ。 汝 、 幡揚 セシ時ハ、一方ノ助ケトナラン。 是迄 ナリ、ト雲ヲ起シ、
ナンヂ ハタアゲ 
コレマデ

大風ヲ 発 シテ 飛去 リケリ。ハツ トビサリ
　扨、夫ヨリモ弥三郎（ハ）、親子ノ 顔 ヲ 合 カ 不会 カニ 別 ルヽ事、ヨク柿鈎ノ 因果 ナリ、ト 涙 ニクレテ居タリシ
カホ アワスル アワセザル ワカ 
イングハ ナミダ

人文科学研究　第132輯胸
景 78



ガ、 親 ノ心 尽 シヲ見ン、トヲヤ ヅク
 納戸 ナンドニ入（リ）テ 長持 ヲ開キ見ルニ、千両箱七ツ、其外、 砂金  取集 メ八千両ノ余有
ナガモチ 

シヤキン トリアツ

（リ）。 天 ノ 明 ルヲマチ」 旅装束 ノ 侭 ニシテ、 村 ノ傍
 

䔠

    ノ家々ニヨリ、 帰宿 ヲコソ知ラセケリ。

ヨ アク タビシヤウゾク マヽ ムラ ホウバイ 
キシュク
 留主 ノ中ニルス
 妻子 サイシ

ノ 果 タルヲ知ラセルモ有（リ）、 年寄 ノ母計リニテ
ハテ 
トシヨリ
 屋敷 ヤシキモ 荒果 タル事ヲ 語 モアリ。アレハテ カタル

　中ニモ、 契約 シタル者共 寄  来 リ、家内ヲ
ケイヤク ヨリ キタ
 掃除 ソウジシ、 振舞 ス。 珍物 ヲ 調 ヒテシタリケ ル 。 誓約 ノ 衆中 ニ金子ヲ出
フルマイ チンモツ トヽノ （リ） セイヤク シユチウ

シ、 普請 ノ（＊ヲ）頼ミケレバ、大勢ニテ
フシン
 世話 スル事ナレバ、セワ
 数日 ヲスジツ
 不 レ 経 ズ ヘシテ 建 タリ。 造作 ・ 敷物 迄タテ ゾウサク シキモノ
 不日 」ニフジツ

シテ成就シケレバ、 農業 ノ間、 休日 ニ 寄合 、剣術（ノ）修行・ 軍学 ヲ 教  ヒ 、 陣取 ・ 林戦 、 山谷 ノ備 ヒ トリ、 鳥雲 

ノウゲウ ヤスミビ ヨリアイ 
グンガク ヲシ （ヘ） ヂントリ リンセン サンコク （ヘ） テウウン

ノ 陣 ノ 立様 、 兵 ノ 掛引 ノ外ヂン タテヤウ ヘウ カケヒキ
 他事 タヂナカリケ ル 。一両年モ 過 ケレバ、一城ノ 主 タルノ 末孫 、一方ノ大将ト成（ル）
（リ） スギ 
シユ バツソン

ベキ士、六十有余人アリ。　 残党 ヲ 召集 メ、幡揚セン事ヲ 謀 レドモ、今 悉 ク源家（ガ） 民 ヲ 恵 ミ、 賞罰 ヲ明ニシ、 貢 ヲ少ナクシ、

ザントウ メシアツ 
ハカ コトゴト タミ メグ シヤウバツ ミツギ
 農家 ヲノウカ

 賑 ス。風雨  和順ニギワカ
      フウウワジユンシテ 災 ヒナク、 耕作 」 能  実 ノリ、天ニ 殃 ヒナク、 戦 ヒヲ 興 スベキ時ニアラズ。

ワザハ コフサク ヨク ミ ワザハ タヽカ ヲコ

　是、 予 ガ 愁 ル所ナリ。時ヲ 待 ベシ、ト 生死 ヲ共ニ同（ジフ）セント 誓約 セシ者共、一年モ 早 ク

ヨ ウレイ 
マツ シヤウジ 
セイヤク 
ハヤ
 君父 クンプノ 仇 ヲ 報 アダ ホウ

ゼント云（ヘ）ドモ、時 至 ラザル時、大望（ハ）成就シ 難 シ。戦ハ勝 ヨ キニ勝モノナリト剣術・ 陣法  計 リ（ヲ）

イタ 
ガタ （ママ） 
ヂンホウ バカ

修行セリ。 白帝 ノ 世 ニシテ 赤帝 ノ 衰 ル時ニ 当 レル哉。
ハテクイ ヨ セキテイ ヲトロフ アタ

　或時、弥三郎、血痰 ヲ （＊ノ） 病 ヲ 受 。（ママ） ヤマイ ウクル 次第 ニシダイ
 熱気 ネツキ 強 ク 疲 レ、 病室 ニ 臥 、 医 」 師 ノ 功 ナクシテ百日ヲ 不 レ 過 、
ツヨ ヤツ ビヤウシツ フシ イ シ コウ 
ズ スギ

 遂 ニ 相果 タリ。 力 ヲ 合 セシ 死  憤  士  共 、 軍将 ニ 頼 ミシ弥三郎ニ 別 レタレバ手足ノ 置 所ナク、大願 空 シク成（リ）

ツイ アイハテ チカラ アワ シ フン シ ドモ グンシヤウ タノ 
ワカ 
ヲキ 
ムナ

ケレバ 喧嘩 ニ 事寄 、村ノ西ニ当テ小高原有（リ）。爰ニ 行 、 刺違 ヒ々々、六十余人

ケンクハ コトヨセ 

ユキ サシチガ
 自害 ジガイス。是ヲ一ツ 塚 ニ 埋 テ、ツカ ウヅミ

 契約檀 トケイヤクダン
 名付 ナヅケテ今ニ 残 レリ。〔其魂魄、蛇ニ成（リ）タリト云（ヒ）伝（フ）。多ク蛇イタレドモ人ニ仇ヲナサ

ノコ
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　　　弥三郎姥、与板（ノ）弥左衛門ニ女房ヲ授（ク）ル事」

　
 爰 ニ弥三郎（ノ）母ハ越後国弥彦山ニ 栖 ンデ、狼ヲ 使 テ雲ヲ起シ、風ヲ 発 シ、 人骸 ヲサラツテ山ノ 頂 キニ置

コヽ 

ス ツカフ 
ハツ ジンガイ 
イタヾ

（ク）。或ハ 山 ・ 沢 ニ 投捨 、ヤマ サワ ナゲステ
 夜毎々々
 狼ヲ先立テヨナヨナ
 歩行 アルキケレバ、 海道 ノ 往来絶 タリ。人民ノ 苦 シム事、大方ナラズ。
カイダウ ワウライタヘ 
クル

　
 与板 ヨイタト云（フ）所ニ、 貧窮 ニシテ弥左衛門（ガ）早死シテ、母子 計 リ 暮 ラシケルニ、子共、則、親ノ名ヲ 続 

ヒンキウ 

バカ ク 
ツイ

デ、弥左衛門トテ同村ノ内ニ 奉公 シ、母親ヲ 養 ケルニ、 孝行 ニシテ」内ニ 皈 リテハ、 主用 ノ一日ノ
ハウコウ ヤシナヒ コウコウ 
カヘ シユヨウ
 仕業 シワザヲ 物語 モノガタ

リ、 珍 シキ 賄 アレバ、我ハ 不 レ 食 シテ母 ヒ 与 ヒ 、酒ハ我ハ 不 レ 好 ドモ、 親 ニハ 好酒 ヲ 求 メテ、 絶 ス事ナシ。人ト

メヅラ マカナイ ズ クハ （ニ） （ヘ） ザレ コノマ ヲヤ ヨキサケ モト タヤ

 争 フ事ナシ。 賭 ノ 勝負 ヲセズ、
アラソ カケ シヤウブ
 寝起 ネヲキヲ共ニシテ、親ノ心ニ 違 フ事ナシ。冬ハ 敷物 ヲアタヽメ、夏ハ 枕 ヲ 扇ヒ デ、
タガ 
シキモノ 
マクラ アヲ（イ）

 愛 ヲトリ、気ニ 逆 フ事ナシ。 働 ハ 衆人ニ越 テ、 休日 、 我 家 ニ皈リテハ、

アイ サカ（ラ） ハタラキ モロモロノヒトコヱ ヤスミビハ ヤ
 屋敷 ヤシキノ畑ニ、親ノ 好 物ヲ作リ、水ヲスク

 汲 、クミ
 真木 マキヲ 割 テワリ
 不自由 フジユウナキ」ヤウニシテ、 養 ヒケ ル 。主人ノ 勤 メハ一日モカク事ナシ。 給恩 モ
ヤシナ （リ） ツト 
キウヲン
 余人 ヨジンヨリモ 増 シマ

テ 貰 ヒケレドモ 困窮 也。 仁者 ハ 不 レ 富 ト云（フ）ハ此事カ。
モラ コンキウ ジンシヤ ズ トマ

　時ニ、母、 何 トナクナニ
 不例 ニシテブレイ
 病気 ベウキツキケレバ、 近隣 ノ 医 ノ 薬用 スレドモ 功 ナシ。 甚 ダ心ヲ 苦 シメ（テ）居
キンリン イ ヤクヨウ コウ ハナハ クル

タリシガ、 新潟 ニニヰガタ
 名医 メイヰ有（リ）ト 教ヒ ラレ、 即刻 、新潟ヘ 行 、ヲシ（ヘ） ソツコク ユキ
 容子 ヤウスヲ 委 ク語リ、 薬 ヲ貰（ヒ）テ 飛 ガ如クニ家
クハシ クスリ トブ

ニ皈リ、薬用セシニ少シ 快 キ方ニテ、主人ノ 勤 メテコヽロヨ 
ツト
 仕廻 シマイ（＊勤めを終えてから、の意）」、 夫 ヨリ薬取ニ新潟ヘソレ

往（ク）事ナレバ、 夜  計 リ 戻 シニ、ヨ バカ モドリ
 途中 トチウニテ 白髪 ノ七十計リノ 姥 ニ 会 、是コソ弥彦ノ弥三郎
ハクハツ 
ウバ アイ
 婆々
 ナルカ、トバヾ
 気味悪 キミワル

クナリシカドモ 詮方 ナク、 顔青 ザメテ 往 シニ、
センカタ カホアヲ ユキ
 婆々
 ガ曰（ク）、バヾ

　御身ハドコ イ通 ルト 問 レ、（ヘ）トヲ トハ
 与板 ヨイタヘ往（ク）者ナリト云（フ）。 予 モ与板（ノ） 近所 ノ者ナルガ、与板迄一 所 
ヨ 
キンジヨ 
（ママ）

ニ 参 ルベシト云（フ）。 年寄 ナレドモ、我ニツヾケト 杖 ヲ引（キ）テ、腰（ヲ）カヾメナガラ、 足早 ニテ 漸追付 、

マイ 
トシヨリ 
ツエ 

アシバヤ ヤウヤクヲイツキ

語々行（キ）」ケルニ、　 此頃 、 殊 ノ 外 、狼ガ 荒 ルト 聞 シガ 怖 シキ事ナリト云（ヘ）バ、 姥 ガ、 予 ト一ツニ

コノゴロ コト ホカ アレ キヽ ヲソロ 
ウバ ワレ
 歩行 アルケバ狼ニ 気遣 事ナシト云（ヘ）キヅカヒ
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バ、猶々
 気味悪同道 キミワルクドウドウシテ、我ガ 家 迄 帰 リケレバ、姥モ 分 レテ 往 ケリ。
ヤ カイ 
ワカ ユキ
 以前 イゼンヨリ早一刻モ 過 ザルニ帰ル。母モ帰スギ

リノ 早 キヲ 喜 ビ、又、三日程スギ、 新潟 ヘ 往 、薬ヲ取テ帰リシニ、姥、先日 会 シ所ニテ

ハヤ ヨロコ 
ニヰガタ ユキ 
アイ
 出合 デアワセ、与板ノ 若 者、ワカイ

 今夜 モ同道スベシト云（フ）。
コヨイ　姥サマ、 何用 ニテ」又ナニヨウ

 御座 ゴザラレシト云（ヘ）バ、新潟ヘ娘ヲツカハシ 置 シガ、 銭貰 ニ参リタリ。イツモ 夜 ニ
ヲキ ゼニモライ 
ヨ

計リナルト語リ柿鈎与板迄、 已前 イゼンノ如ク家ノ前ニテ 別 レタリ。 斯 スル事三度ニ及ビ、姥、家ニ 立寄 、 茶 ヲ出シワカ カク 
タチヨリ チヤ

ケレバ、母ノ病気イカニヤト云（ヘ）バ、容子ヲ 聞 、予、薬ヲ 進 スベシト 練薬 （ヲ）
キヽ マイラ ネリヤク
 小茶碗 コチヤワンニ一ツ程 呉 レ、我ク

ハ（＊「あなたは」の意。米沢方言）殊ノ外、親ニ孝行成（ル）者ナリ。 女房 ヲ 列 来ルベシト云（フ）。
ニヤバウ ツレ

　
 貧窮 ノ者、 奉公 シテ親」一人サ イ  養 ヒ 兼 ル 躰 ニテ、ドウシテ
ヒンキウ ハウコウ 
（ヘ） ヤシナ カヌ テイ
 嫁婦 ヨメ有（ラ）ント 云 バ、 予 ハ（イヘ） ヨ
 弥彦 ヤヒコノ 姥 ナリ。汝ウバ

ガ 親 孝行ヲ 感 ジ（テ）送リタリ。 不 レ 苦 、来月ノ廿八日ノ夜、 連 来ル程ニ、 餅 ニテモ 搗 、一類共（ヲ） 招 テ置

ヲヤ ガン 
ズ クルシカラ 
ツレ モチ ツキ 
マネキ

（ク）ベシ。大風吹（ク）程ニ、必ズ其時、 騒 グ事ナカレ。 若 、 気遠 セシカバ、其 練薬 ヲ母ニ 呑 セタ残リ（ヲ）
サワ 
モシ キトヲク ネリヤク ノマ

可呑、ト云（ヒ）テ立出（デ）ケルガ、 行方 知レズニナリニケリ。此薬ノ
ユキカタ
 香気 コウキ、甚シ。一ト間 隔 テモ匂ヒアリ。ヘダテ

 母親 ニ呑（マ）セケレバ 即席 ニ気モ 開 ケ、七日ニナラズシテ 全快 セリ。
ハヽヲヤ 
ソクセキ ヒラ 
ゼンクハイ

　　圏是ハ、近江ノ日野玄三ガ感応丸ニテモ、サラ イ 来ルモノナルベシ。（ヒ）

　誠ニ、孝ハ天地ニ ノツト リ、（   則   ）
 鬼神 キジンモ孝ハ 感格 スル者ナラン。人ノ身トシテハ忠孝ハ 離 ベキニアラズ。可レ 
カンカク 

ハナル

 敬 、可レ 尊 ノ第一也。ウラマフ タツトブ　爰ニ 摂津国大坂 ニ、セツツノクニヲヽサカ
 三輪屋 ミワヤ久右ヱ門迚、一二ト云（ハ）レシ 分限 ノ町人有（リ）。 格式 モ 免 サレ 有徳 ノ 富者 ナ
ブンゲン 
カクシキ ユル ユウトク フクシヤ

リ。此娘ニヲ」ヱツ迚、十六歳ニ成（ル） 容顔 ウル ワ シクヨウガン （ハ）
 美麗 ビレイノ娘ナリ。京都ノ町人、 墨 ノ 倉 清右ヱ門トテ名（ノ）スミ クラ

有（ル）分限、是モ 録式 （＊「禄識」か）ノア リ 富貴ナル町人ナリシガ、 媒妁 有（リ）テ 縁定 シケリ。 婚姻 二

ロクシキ 
（ル） 
ナカウド ヱンヂヤウ コンイン

十八日ニ 定 リテ、 舟 ニテハ気ヅカハシトテ 乗物 ニテ 侍女 五六人
サダマ フネ 
ノリモノ コシモト附 添 ソヒ、男女三四拾人ノ 供廻 ニテ、道中 賑々敷  粧 トモマワリ ニギニギシク ヨソヲ
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ヒ 飾 リ 嫁入 シケルガ、男山ノ 梺 ヘ至リシニ
カザ ヨメイリ 
フモト
 愛岩 山ニ一村ノアタゴ
 雲起 ウンキ立（チ）ケルガ、大風ハ」ゲシクシテ、 雹交 リアラレマジ

ノ雨フリ、先ニ立（チ）シ人モ見分ラ（レ）ズ、 忘然 タル時ニ、 暴  風 シキリニシ、女・ 乗物 共、
バウゼン ボ フウ 
ノリモノ
 何国 トモナクイヅコ

 吹飛 レケ ル 。 柔弱 ノ女共、死（ス）ル者モアリ。 魔行 ノナス 業 ナレバ、程ナク 晴天 ニナリケルガ、半死半生ノ

フキトバサ （リ） ジウジヤク 
マギヤウ ワザ 
セイテン

者、多カリケ ル 。 泣 サケビケレドモ、詮方ナク、皆 介抱 シテ、大坂ヘコソハ帰リケリ。

（リ） ナキ 
カイホウ

　越後ノ国ニハ、弥彦ノ姥ノ教 ヒ ノ通リ、廿八日ニモ成（リ）ケレバ、 餅 ヲ 搗 テ、一家七八人 呼 テ」 大鉢 ニ

（ヘ） 

モチ ツキ 
ヨビ オホハチ

 五升餅一重 、 傍 ニゴシヤウモチ（ヒトカサネ） ソバ
 小豆 アヅキヲ 添 テ梅 干 七ツ、 蓬 ノ 箸 ヲ入（レ）テ、 屋 ノ 棟 ニ 捧 上テ
ソイ ボシ ヨモギ ハシ 
ヤ ムネ サヽゲ
 待居 マチヰタル所ニ、日ノ 暮 迄 何 ノ事クレ ナン

モナカリシニ、夜半ノ頃、大風吹（キ）テ家ヲ飛（バ）ス程ノ 大嵐 ナリ。 庭上 ニ 大石 ノ 落 タル如クノ音シケレ
ヲヽアラシ テイジヤウ タイセキ ヲチ

バ、程ナク 晴渡 リケレバ、ハレワタ
 外面 ソトモニ出テ見レバ、誠ニ 約束 ノ通リ、二八（※十六歳） 計 リト見ヘテ 美 シキ女（ノ）
ヤクソク 
バカ ウルワ

 名 ノ知レヌナ
 衣服 ヱフクヲ着テ 居 タリシガ、 片息 ニ成テ 玉 」ノ 緒 ノ切ルヽ
 計 リナルヲ家ニ 抱入 、姥ニ 貰 ヒシ薬ヲ、 歯 ノ

ヰ カタイキ タマ ヲ バカ 
ダキイレ モラ ハ

 喰 メタルニクイシメ
 扇子 センスノ 元 ヲ入（レ）テ 口 ヲ 開 テ 吹込 ケレバ、 漸々
 ニ 息 ヲ 吹出 シ
モト 
クチ ヒラキ フキコメ ヤウヤウ イキ フキイダ
 人心地 ゾツキニケリ。ヒトゴヽチ

　爰ハ何ト云（フ）所ゾト 問 バ、トイ
 越後 ヱチゴノ国ナリト云（ヘ）バ、大風ニサラ ワ レタレバ 命 アルベキ身ニモアラズ。
（ハ） イノチ

 扨 、サテ
 不思議 フシギノ 縁 ニテヱン
 御介抱 ゴカイハウニ 預 リ 活命 シタリト 泪 ナガラニ語リシガ、 是 、 仏神 ノ引（キ）合（ハセ）ナルベシ

アヅカ ヨミガイリ ナミダ 
コレ ブツジン

ト 感心 シ、カンシン
 夫婦 フウフノ 縁 ヲ 結 」ケリ。夫婦 中  睦 シク、
ヱン ムスビ （仲） ムツマ
 老母 ラウボニ仕 ヒ シトナリ。（ヘ）

　此事、 国中 ニ 隠 レナク、コクチウ カク
 与板 ヨイタノ弥左ヱ門ト云（フ）者、 美 シキ 女房 ヲウツク ニヨボウ
 弥彦 ノヤヒコ
 婆々
 

バヽニ 貰 ヒシトモラ
 沙汰 サタシケリ。 翌春 、ヨクハル

 柏崎 ノ 船 （ニ）米ヲ 積 、カシハザキ フネ ツミ
 兵庫 ヘウゴノ 北風 庄右ヱ門（ノ） 宿 ニテ、年々
 登 リシニ 船頭 （ノ） 孝蔵 ト云（フ）者、越後

キタカゼ 
ヤド ノボ センドウ コウザウ

ニ 不思議 ナル事アリ。与板ト云（フ）所ニ、弥左ヱ門、
フシギ

 幼名比平 ヨウメイヒヘイト云（フ）。弥彦ノ姥ヨリ女房（ヲ） 授 リシ事サヅカ

共、 巨細 ニ」語リケレバ、庄右ヱ門ハ、大坂ノ
コサイ

 三輪屋 ミワヤ久右ヱ門ガ娘（ノ）男山ニテサラ ワ レタル事ヲ 咄 シケレ（ハ） ハナ

バ、何ニシテモ不思議ノ 珍事
 ナリト 咄会リ 、三輪ガ手先ノ者、
メヅラシキコト ハナシアイ（ママ）
 酒米仕入 シユベイシイリニ北風ガ所ニ 泊 リ居タリケレバ、早々、トマ

此事、久左エ門ニ 告 タリシニ、ツゲ
 始終 シジウヲ 聞 テ、セメテ娘ガ死骸  計キイ
     シガイバカリモ見付（ケ）出シ、 葬 ラント 尋 レ共、今ニ 斯 ホウム タヅヌ カク
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ト云（フ）事モ知レズ。万ニ一ツモ 助命 有（ル）ベキニ有ラズ。 若 ヤ」ト思フハ 甚 ダ 迷 フタル事ナレドモ、
ジヨメイ 
モシ ハナハ マヨ
 実否 ジツフ

ヲ 見届度 者也ト云（ヘ）バ、 年寄 ノ 番頭 清右ヱ門、越後ヘ下リ 見届参 ルベシ、ト云（ヒ）ケレバ、 然 ラバ

ミトヾキタキ 
トシヨリ バントウ 
ミトヾケマイ 
シカ
 大儀 タイギ

ナガラ下ルベシ、ト申付（ケ）シカバ、 太物 （＊綿・麻の織物）ヲ 新潟 ヘ下シ、其 船 ニ 乗 リ
フトモノ 
ニヰガタ フネ ノ
 船問屋 セントウヤニ 着 キ、 初 ツ ハジ

メテノ事ナレバ少々
 持参致 シタリ。ヂサンイタ

　
 注文 ヲ 請 テ 来年 ヨリ 沢山 ニ下シ度（キ） 存含 ミニテ、
チウモン ウケ ライネン タクサン 
ゾンジフク
 罷下 マカリ 候間 、ソラフアイダ 不案内 フアンナイノ事ナレバ、 好 キ 棚々
 ヘヨ タナダナ
 御差図 下ヲサスヅ

サレ、 外 ニ一人、 然 ベキ 仁 、 御借 下サレタシト云（ヘ）バ、 夫 レハ安キ御用ナリト棚々ヘ 書面 

ホカ シカル ヒト ヲンカシ 
ソ 
シヨメン 数通 スツウ 認 メ、 長岡 シタヽ ナガヲカ

ニ 一條 、イチデウ
 小千谷 、ヲヂヤ
 与板 ヨイタ、 水原 、スイバラ
 亀田 、カメダ
 新発田 村、シバダ
 上江島 カミヱジマノ 太物 （ヲ）小サク 切 テ、 反物 ニ 張付 、 諸品 ノツケ 計 
フトモノ 
キリ タンモノ ハリツケ シヨボン バカ

リヲ以テ、案内ノ者ト両人ニテ 廻 リケル。マワ
　
 伊夜彦 イヤヒコ大明神ハ、越後ノ国ノ一宮ナレバ、 是 コレ ヒ参詣 シケルニ、案内ノ者申（シ）ケルハ、此
（ヘ）サンケイ

 弥彦山 ニ弥三郎ヤヒコヤマ

 姥  登  云 」 鬼姥 、ウバ ト イフ ヲニバヾ
 住居 スマイスルト申（ス）事ニ候。 夫 ニ付（キ）、ソレ
 不思議 ナル事アリ。与板ノフシギ
 比平 ヒヘイト云（フ）者、 殊 ノコト

 外 、親ニ孝行ナル者ニテ、弥彦ノ姥ニ女房ヲ 授 リタリト、 去年 ノ事ナリト云（ヒ）ケレバ、ソレハ 珍 シキ事也。

ホカ 

サヅカ キヨネン 
メヅラ

其所ヘ案内シ 給ヒ ト云ヘバ、 私 モ其 婦 ヲ見度（ク）思 ヒ 共、今ニ見ズ。 能折柄 ナリト両人打 連 、与板ヲサシテ

タマ（ヘ） ワシ ヲンナ 
（ヘ） 
ヨキヲリカラ 
ツレ

 往 ニケリ。ユキ　其 家 ヲ 尋 テ 見 ルニ、 寔 ニヤ タヅネ ミ マコト
 貧家 ト見ヘテヒンカ
 破生阜 ハニフノ 住 」 居 ナリ。 案内 ノ者、 新潟 ノ 島物  売 ナルガ、 茶 ヲ一ツ 被下 
スマ イ アンナイ ニヰガタ シマモノ ウリ チヤ サレクダ

度シ。 休度
 候ガヤスミタク
 一寸 チヨト御家ヲ 御  借 下サレタシト云（ヒ）テ 内 ヘ入（リ）シニ、 母 ト 女房 計リ居リシガ、 定 テ此女

オ カシ 
ウチ 
ハヽ ニヨボウ 
サダメ

ナルベシト、 扨 、 綴 レタルサテ ツヾ
 衣服 ヱフクヲ着タレドモ、 容顔 ウズ 高 シテヨウガン タカフ
 美婦 ナリト見トレテ居タリシガ、サア柿鈎是ヘビフ

ト華呉座   敷      ハナゴザシキテ、 茶 ノチヤ
 出花 デバナ（ヲ）上ゲマシヤウト 炉 ノ 火 ヲ 焼 、 茶釜 ヲ 掛 テ 涌 シタリ。
ロ ヒ タキ チヤガマ カケ ワカ

　
 親 ニヲヤ
 孝慈 コウジアル」者ハ、人ニモ 愛情  格別 ナリ。御 客 モ 入 ラセ玉ヘトイ ワ レテ、大坂ノ 番頭 、 無調法 ナガラ

アイジヤウ カクベツ キヤク イ （ママ） バントウ ブチヤウハウ
 御免 ゴメン

下サレト内ニ入（リ）テ、其 婦 ノ 顔 （ヲ）ツク蛎鈎ト見テ、御 前 ハ、オヱツ 様 ニテハナキカ、ト云（ヘ）バ、
フ カホ 
マイ サマ
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我ハ（＊あなたは、の意。米沢方言）清右ヱ門ニテハナカリシヤ、ト余リノ事ニテ、物ヲモイ ワ レズ、 泪 計リ（ママ） ナミダ

ニテ居タリシガ、 良 有（リ）テ、 爰 ニサラ ワ レ来テ 活命 シタル事ヲ語レバ、清右ヱ門、二方ノ 愁傷限 リナク

ヤヽ コヽ （ハ） クハツメイ 

シウシヤウカギ
 案事 アンジ

玉 ヘ シニ、（ヒ）
 兵庫 ヘウゴニテ」 柏崎 ノ 船頭 ノ 咄 シヲ 聞 、千ニモ一ツモ、ト云（フ）事ニテ 見届 ノミ（トテ）是迄下リシ、

カシハザキ センダウ ハナ キヽ 

ミトヾケ

ト 委細 ニ語リ、イサイ
 喜悦 キヱツノ程、云（フ） 計 リナシ。バカ

　清右エ門ガ云（ク）、弥左エ門様ニ御 目 ニ 掛度 旨（＊お目にかかりたいと）申（シ） 演 ケレバ、
メ カケタキ 

ノベ
 旦那 ダンナヘ 迎 ヲ 遣 ムカイ ツカワ

シケレバ、 早速 、 家 ニ 帰 リシガ、 是 モ 綴 タル 膝半 ナルヲ 着 シケレドモ、 賤 シカラヌ 人相 ナリ。天ノ 徳 ヲ 得 ル者

サツソク イヱ カイ コレ ツヾレ ヒザナカバ チヤク イヤ ニンソウ トク ヱ

ハ其 骨柄 、コツガラ
 自然 シゼント其 器量  備 ル者ナランカ。キリヤウ ソナハ
 比平 ヒヘイト清右エ門、 対面 ノ上」タイメン
 始終 シジウ 不 レ 残 語リケリ。ズ ノコラ

　
 或時 、清右エ門、オヱツニ 向 テ申ケルハ、御 前 サマハ 国元 ヘ御 帰 リ 遊 サレテ 然 ルベシ、ト云（ヒ）ケレバ、

アルトキ 
ムカツ 
マイ クニモト カイ アソバ シカ

 私 ハ（＊次の文の主語）、 縁 ハ仏神ノ応護ナルベケレバ、 貧福 モ天神ノ 定 メ玉フ所ナリ。 爰 ニテ 果 ベキナレドモ、

ワシ 
ヱン 
ヒンフク サダ 
コヽ ハツ

 何卒 一度ハ両親ニ 逢 ヒ奉リ 度 思フナリ、ト云 ワ レシカバ、清右エ門、 懐中 ヨリ金子百両（ヲ） 取出 シ、 身代 ツ

ナニトゾ 
ア タク 
（ママ） 
クハイチウ 
トリイダ シンダイ

グ ノイ 御（ ナ ヒ ）
 不自由 フジユウナキ様ニナサルベシ。 太物 （ヲ）」下セシ金子、不レ残相
フトモノ
 送候 間、ヲクリ
 御普請 ゴフシンナサレ候 様 ニ、御 心掛
 

ヤウ コヽロガケ

可レ有レ之、ト 新潟 ニテ 商 シタル 数  千両 ノ金ヲ 番頭 出（ダシ）テ、 万端 、此者ノ
ニヰガタ アキナイ ス センリヤウ バントウ 
バンタン
 差図 サスヅニテ家ヲ 建 、タテ
 土蔵 ・ドザウ
 文庫 ヲブンゴ

 作 リ、ツク
 立普請 タテブシン、 悉 ク 成就 ス。コトゴト ジヤウジユ

　弥左エ門ハ 夢 ニ夢見シ如ク也。 母親 ニ 仕 ル
ユメ 
ハヽヲヤ （ツカフル）
 下女 ・ゲジヨ
 半女 ヲハシタ
 抱ヒ カヽ（ヘ）、 親類 ノ者（ヲ） 後見 ニ 頼 ミテ家ヲ 守 ラセ、
シンルイ ウシロミ タノ マモ

弥左ヱ門 夫婦 フウフ・ 番頭 共ニバントウ
 駕籠 ニテカゴ
 都合 二十余人ノツガウ
 旅行 タビノ 粧 ニテ」大坂サシテ登リケ ル 。大坂ニテハ 番頭 下リテ
ヨソヲイ 
（ママ） バントウ

今ニ 至 テモ 音信  曽 テナシ。イタリ ヲトヅレ カツ
 三周忌 サンシウギニ 相当 リケレバ 親類  共  集会 シ、アイアタ シンルイ ドモ シウクハイ
 法事 ホウジヲ 執行 ヒケ ル 。トリヲコナ （ママ）

　　圏船便ニ（テ）番頭（ノ）書状（ヲ）登セケレドモ不二行届一。道中ニテ商用ト見テ、上リ下リ 相庭 （＊相（ママ）

場）ヲ見度（ク）開封シタル者（＊モノ）ナラン。此頃、定飛脚・島屋・京屋抔ト云（フ）者、ナカリシ
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 番頭 清右ヱ門、バントウ
 大津 ヲホツヨリ 駈抜 ントカケヌケ
 夜通 シニヨドヲ
 早駕篭 ハヤカゴニテ大坂ニ 到着致 シケレバ、親類共 寄会 タル
タウチヤクイタ 
ヨリアイ
 法事 ホウジノ日ニ 当 アタ

レリ。 旦那 久右ヱ門（＊オヱツの父。三輪屋）
ダンナ
 親子 ヲヤコニ 対面 シテ、タイメン
 始終 シジウノ事ヲ 委 ク語リ、オヱツ様（ハ）クハシ
 夫婦 共フウフ

ニ 大津 ヲヽツ迄 同道 ニテ 参 リ、私ハドウドウ マイ
 夜通 ヨドホ（シ）ニシテ 迎 ノ者ヲモ 出 サント 急 ギテ帰リ シ 、ト語リケレバ、両親ノ
ムカイ イダ イソ （ママ）
 喜悦 、キヱツ

 言語 ゴンゴニ ノ ベ 難 シ。家内ノ下々ニ至ル迄、 俄 ニ 笑 ヲ 催 シ、 喜 」ブ事 限 リナシ。親類ハ、我モ柿鈎ト 迎 ニ 出 タリケ
（述） ガタ 
ニハカ ワライ モヨフ ヨロコ カギ 
ムカイ イデ

 ル 。（リ） 法事 ホウジノ 料理 （ヲ） 引替 テ、 魚鳥 ノ料理ト 変 ジタリ。
リヤウリ ヒキカヘ ギヨテフ ヘン

　
 爰 ニゾ 拍子 ナキハ、コヽ ヒヤウシ
 拝寺 ハイジ・ 伴僧 ・バンソウ
 諸寺院 シヨジヰン（ノ）方ナリ。 折角  取繕 ヒタル 花 ヤ 仏壇餝 リ立（テ）タル
セツカク トリツクロ ハナ ブツダンカザ
 供物等 クモツトウ

（ヲ）イマ柿鈎シイト 過乱 グハラ々々ト引（キ） 帰 セバ、カイ
 布施 フセニモナラズ、 丸 キ 首 ヲカクバカリ。 扨々
 、手持  無沙汰
マル アタマ 
サテサテ
       テモチブサタ

ノ 行狀 ナリ。 祝 ノアリサマ イハイ
 座敷 ザシキニ居ルベキヤウナケレバ、 暇 ヲ 乞 ハズ」早々ニ我 寺 （ヲ）サシテ 鼠 ノ 迯 ル如クニテ帰
イトマ コ 
テラ ネヅミ ニグ

（リ）シハ、 前代未聞 ゼンダイミモンノ 事 共ナリ。コト
　
 遠見 トホミノ者（ガ）程近シト 注進 シケレバ、 門際 迄チウシン モンギワ
 駕篭 カゴニ 乗 来リ、弥左衛門夫婦（ガ）ノリ
 歩行 ホコウシテ 進 ミケレバ、 案内 スヽ アンナイ

ノ者有（リ）テ、 玄関 ヨリ入ラレタリ。オヱツハ、女子共ノ案内ニテ、中ノ口 チ ヨリ入リニケリ。初テノ 見参 

ゲンクハン 

（ママ） 
ゲンザン

ナリ、ト 上段 ノ 上座 ニコソハ 請 ジケリ。ヲヱツハ、 両親 ニ 対面 シ、 嬉 シキニモ 涙  先立 。

ジヤウダン ジヤウザ シヤウ 
リヤウシン タイメン ウレ ナミダ サキダツ
 言葉 コトバモ 更 ニ 出 ザリ」ケサラ イデ

リ。 両親 ハ今日迄 死去 シタリト 思 ヒシニ、 娘 ガ（＊ニ）三年ニシテ 逢 フ事ナレバ、 蘇生 シタリト云フモ ヲロ カ

リヨウシン シキヨ ヲモ ムスメ 
ア 
ヨミカイリ 
（愚）

ナリ。 唐土 ・ 我朝 ニ 聞伝 ヘザル事共ナリ。 夢 ウツヽトモ 分 チ 兼 タル喜祝  事
モロゴシ ワガテフ キヽツタ 
ユメ ワカ カネ
     キヱツコトハ 限 リナシ。カギ

　
 扨 テ、久右ヱ門（ハ）サ
 座席 ザセキニ弥左ヱ門ヲ 呼 デ 面談 シ、ヨン メンダン
 親子 ヲヤコ・ 兄弟 ・ 親類 ノケフダイ シンルイ
 名乗 ナノリノ 盃 シテ 酒 ヲ 汲 カハシ、三国サカヅキ サケ クミ

一ノ 祝儀 トハシウギ
 是等 コレラノ事ヲヤ云フベキ。七日七夜モキラズノ 祝承
 有（リ）シモ 断 リナリ。」
シユクシヤウ コトハ

　
 親類 ・ 縁者 ヘ（ノ） 振舞 ニテ、 暇 ノ 日 トテモナカリシニ、不レ思不レ知、半年ヲ 過 シタリ。国ノ 母 モ 何程 カ

シンルイ エンジヤ フルマイ イトマ ヒ 

スゴ 
ハヽ ナニホド
 案事 アンジ

玉ヘル 筈 ナラン、ト 帰国 ヲ 願 ヒケレバ、 番頭 清右エ門（ニ）申附（ケ）、万事  不自由

ハヅ キコク ネガ バントウ
       バンジフジユウナキヤウニ 取計 フベシ、トトリハカラ

申付（ケ）ラレシニヨリ、金子 数万 両ニ、スマン
 家財 カザイノ 品 （ヲ）トリ 調 ヒ、シナ トヽノ
 船二艘 フネニソウニシテ下シケ ル 。弥左ヱ門（ママ）
 夫婦 ハ、フウフ
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 駕篭 ニテカゴ
 越後国与板 迄、ヱチゴノクニヨイタ
 供勢数多 トモセイアマタニテ 送 レタリ。ヲクラ

　
 是 ヨリ」大坂屋弥左ヱ門ト 改名 シ、
コレ 
カイメイ

　　圏町家ノ内ハ弥左エ門ト名ノリ、隠居シテ与板ノ領主ノ 老リ職 ヲ勤（メ）、八百石（ヲ）領シテ、三輪比平（ママ）

ト代々成（ル）。　 是 ヨリコレ
 大坂屋 （ハ）マス柿鈎ヲヽザカヤ
 繁昌 シ、ハンジヤウ
 夜彦 ヤヒコノ弥三郎 姥 ガ 神通 ナリ、ト弥左衛門（ハ） 尊敬 シテ、
バヾ ジンツウ 
ソンケフ
 伊夜日子 大イヤヒコ

明神ノ 社内 ニ 宮殿 〈クウデン〉ヲ 建立致 シテ、
シヤナイ キウデン 
コンリウイタ

∴∴ 妙 メウ 陀羅 タラ 天 テン
ト祭リ奉ル。不生不
   

烕

      フシヤウフメツノ 神霊 ナリ。神ニ 祭 リテヨリ、 人民 ニ 仇 ヲナス 事 ナシト云云。
シンレイ マツ ジンミン アダ コト

　　供物ハ、白餅ノ傍ニ煮小豆ヲ添（ヘ）、梅干ヲ置（キ）、蓬ノ箸ヲ備 ヒ 上テ祭ルベシ、トナリ。（ヘ）

　奥州、今ハ羽州置賜郡ニ 源 ノ 義家  公 ノ 陣 」 場 、ミナモト ヨシイヱ コウ ジン デフ
 安部貞任 .アベノサダトウノ 古城 ・ 陣所 ノ 旧跡 、 悉 ク今 エ アリ。
コジヤウ ジンシヨ キウセキ コトゴト （ママ）
 九牛 クギウノ 一毛 イチマウ

ヲ 揚 、アゲ
 屋代郷 ヤシロゴウ一本柳ニ 渡会 弥三郎（ノ）ワタライ
 屋敷 ノヤシキ
 古跡残 コセキノコレリ。今ハ畑ニ成（リ）、其 傍仁宮殿 〈クウデン〉アリ。
ソノソバニキウデン

∴∴ 妙 ミヤウ 陀羅 タロ 天 テン
ト 神号 ヲ 拝 シ 奉 ル。ジンゴウ ハイ タテマツ
 数暦 スレキヲ 経 テ 破 レ、 新 ニ奉二 再建 一、 神助 ヲ 仰 グ。 神 ハ、 人 ノ 敬 フニ 依 テ 威 ヲ 増 シ、 人 ハ 神 ノ

ヘ ヤブ アラタ サイコン ジンジヨ アヲ カミ ヒト ウヤマ ヨツ ヰ マ ヒト カミ

 徳 ニ 依 テ 運 ヲ 添 フト 貞永 ノ 式目 ニ 出 タリ、ト 陵夷 ヲ 致 サズト有（リ）。 誠 ニ 尊敬 スベキノ 第一 ナリ。 宝作円満 

トク ヨツ ウン ソ テイヱイ シキモク イデ リヨウヰ イタ 
マコト ソンケウ ダイイチ ホウサクエンマン

シ、 国家 コツカ 泰平 タイヘイ 豊  饒 ブ ゲウヲ 祈 リ、 大君 ノイノ タイクン
 御代 ミヨニ 万歳 ヲ 唱 ヒ 奉 リケリ。バンゼイ トナ タテマツ

　抑、此妙陀羅天ト申シ奉ルハ、不生不
烕ノ神霊ニシテ、奇特アル事、今ニ不レ絶。寿命長延ヲ祈 ル 。咳気ヲ（ママ）
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祈 ル 。俗ニシテハ、 シリシヤブキ ト云（フ）。縁遠ノ男女ハ此神ヲ祈ルベシ。又ハ、恋ヲ祈ルニ奇特アル。皆

（ママ） 
（ママ）

人ノ知 ル 給フ所ナリ。（リ）屋代神社霊験記　終」　以下、補足資料を四点あげる。
　　１、宝光院（西蒲原郡弥彦村弥彦）の観光案内パンフに掲載された江戸後期と思われる略縁起（影印）を

翻刻した。句読点を補い、版木の状態によると思われる解読不能の部分を空白にした。

　　２、長沼太沖『牛の涎』続篇第一巻（米沢市立図書館所蔵）と同三二巻にほぼ同じ話が収録されている。

また、竹田市太郎『西置賜郡志』（西置賜郡社会科研究会、一九五四年）に『朱の涎』の翻刻がある。

本稿では、両本（続篇第一巻）を校合しあらたに本文を作成した。句読点、段落などをつけ、適宜、

表記を変えた。　　３、『牛の涎』巻三十二に２と同じ話があり、そのあとに記された話を翻刻した。翻刻の処置は２の場合と

同じ。　　４、宝光院境内に建立されている石碑の文章を翻刻した。句読点をつけ、行替えを／で示した。

　　５、「文殊の里・昔むかし」（発行年月日等不明）に掲載された「おっかな橋〈船橋〉」を引載した。

補足資料１
　　　　越後州　弥彦山妙多羅天略縁起
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　夫、妙多羅天と者、当社大明神、此地江降臨以後数百年をへて、弥三郎と号して一人の農夫有。其母天性

 慳貪放逸 なる事、人に過なり。 齢 ひ
ケンドンハウイツ 
ヨハ
 六十 斗の頃おひ忽ち其形を変じ既に悪鬼と成にけり。老母、弥三郎夫婦に

ムソジ

語て云、「我、平生願ひ有。 閨 に入る後、汝等 伺 ひ見る事なかれ。我深眠を好む。一歳三百六十日の中、唯七月

ネヤ 
ウカヾ

十六日而已一日 醒 」云々。夫婦慎で 応諾 。其後在々所々に飛行して新死の尸を  抓 取事其数をしらず。世人更に

サムル 
ヲウダク 

ヌスミ

何者の所為と云事をしる者なし。或時、弥三郎、山野に出て 猟 既に夜陰に及び、帰らんとす。鬼母、弥三郎を
リャウ

 捕 ふ。弥三郎、母といふことをしらず、 鎌 を以て右の腕を切落す。鬼母、其夜家に帰り、孫弥治郎を□取喰は

トラ 

カマ

す。孫、驚泣事急なり。則、弥治郎の母、何事の出来れりと立騒ぎければ、鬼母顕れぬると思ひ、夫より家を

出退て再び来ることなし。其後二百余年過て当山座主台の阿闍梨に遭ひ、秘密の 印  璽 を受、名を妙多羅天と改イン ジ

む。是より益（々）飛行自在にして、当社大明神の使者と成て、邪見無 慙 の悪人をば、貴賎を 撰 ず男女を問ず、
ザン 
イラバ

新に死する日には霹靂たる雷を発、暴風甚雨して、尸を抓取持来て、当山の滝沢死出の木に掛置、無上悪人の

 戒 とす。故に夫より別て八月十三日より十五日まで、近郷遠境の道俗男女、当社江参詣して現世安穏後望善所

イマシメを祈奉る。且亦、妙多羅天の像を礼拝し種々の供物を備へ隣遠離の祈誓を致せり。其に付、諸氏所作の伝記に

見へたり。此妙多羅天、常に当山の嶺に居し、或は佐州の北山、能登の石山、加賀の白山、越中の立山、信州

の浅間山などに住すと云ひ伝へ侍る者也。
　　西蒲原郡弥彦　紫雲山　宝光院

                                          

〔付記〕　宝光院（西蒲原郡弥彦村弥彦）発行の案内パンフレットに掲載された略縁起原文の小さな写真による。文字

がよく見えず解読できないところがあるが参考のため揚げる。翻刻にあたり、読みやすくするため句読点を補
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い、旧字体の漢字を通行の新字体にあらためた。いずれ原資料を見いだし正確な翻刻を期したい。

補足資料２
　　　　妙多羅天　昔、越後一州、夜、人の行方知らずなることあり。神隠しと云ふものにや、と云ひ合ふ。　時に古志郡はすが

た村に弥三郎と云ふ者あり。黐縄を水に浮かべ鳥を捕るを業とす。母に孝行にて妻をも迎ひす。のち、その

母、病んで一室に籠もり、人に逢はざること多年なり。
　弥三郎、ある夜、常の如く、 黐縄 を流し鳥の来たるを待ちたるに、怪しき風、颯と吹きおろし、何やらん、

もちなは
天狗とも云ふべきもの、弥三郎、大胆不敵の若者なりければ、腰に有る所の鎌を持ちなどし、身をひそめて狙

ひ居りけるに、彼の怪しきもの、鷹の如く飛び来たり、弥三郎をつかみ、虚空に飛揚しけり。弥三郎、持ちた

る鎌にて、掴みたる手を切れば、其の身は田の中に落ちたり。火を 照 してこれを見れば、人の腕に似て全く人
（ママ）

にもあらず。これなん鬼の腕にや、と身の毛もよだちければ、走りて家に帰る。

　その母、一室に在りて「あら苦しや」といふ声しければ、弥三郎、往きて「今夜は別して痛み給ふに、さて

ふしぎなる事のはべる。今夜、かくかくの事あり」と云へば、「その腕、見む」とぞ。「おそろしきものなれば、

女の見るべきものにあらず」と制すれども、聞かず。ついにその腕を見すれば、

「汝の母を喰ひたる報ひにてかかる危ふき目に逢ひぬ。汝も喰ふべけれども、母に孝也。多年　養はれたる恩

あれば、汝は赦すなり」とて、腕を携へ、窓を蹴破りて飛び行きけり。
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　その空を見れば、先に捕まれたる怪物なり。その臥したる跡に人の骨おびただしく横たはりてあり。これよ

り後は蒲原郡八彦の山に住み居りて、白昼にも人を取り食ひければ、古志郡・三島郡・蒲原郡は門戸を閉じて

往来も絶えけり。　そのころ三島郡さがし谷寒若寺に、有徳のめでたき僧おはしけるが、万民の難儀を思ひやり給ひ、みずから

香を 燃 きつつ、独り八彦山に入り給ひければ、岩窟の口に臥したる者あり。仏家に云ふ、飛天夜叉也。銀針の

（ママ）如き髪を乱し、爪は鷲の如く、口は耳に裂け、なお女の情質まぬかれざるにや、綿帽子をかぶれり。男女の首

四五五、骨とともに傍らにあり。その有様のおそろしさ、なんとも譬えむものなし。

　僧、印を結び給ひければ、夜叉、目を覚ましけるが身縮まりて動き得ず。僧、密呪を唱へ給ひければ、霜露

の日に逢ふ如く、たちまちガラガラと消えて、ただ白骨を残せり。その歯、数枚を袖にして帰り給ひ、仏師に

命じてその像を彫ましめ妙多羅天女と崇め、蒲原郡八彦に安置す。歯は寒若寺にあり。その像、綿帽子をかぶ

れり。〔付記〕　著者の長沼太沖の略伝記が『旅もよう』（今泉駅─４）に載っているので引用する。「太沖は宝暦十一年（一

七六一）、山形県長井市宮に生まれた。江戸・長崎でオランダ医学を修める。天保五年（一八四三）没。『牛の

涎』は晩年の十一年間に執筆。全部で四四四九項目、五九巻。漢方医学、科学、軍事、音楽、地理、言語学、

動植物、郷土の歴史、伝承、風俗に及ぶ。」
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補足資料３
　※『牛の涎』巻三二に、右と同じ話が掲載されているが、そのあとに以下のごとく続く。　

　ある人云ふ。弥三郎が父は仏信者にて漁師なりけれども、漁するうちも口に念仏を唱へて止まず。海上に網

を投じて引き廻すに、網外の魚みずから躍り網内に入ること常なりと。　また、かの弥三郎は、昔、謙信公、越

後御在城のころ家臣某（なにがし）の□地の百姓にてありし。その後、御家臣、今の代、米沢の家、これなり

と。　また、弥三郎は、もと米沢□□村の百姓にて、その村に弥三郎屋敷とて屋敷跡あり。庭の李の木、なお存し

て今の代、なお李子を結びぬ。毎歳、その実熟しぬるころ一夜風烈して李子、その夜のうちに失せて一個も無

くなりぬ。これはこの弥三郎が母、越後より李子を取りに来ると言ひ伝ふ。

補足資料４
宝光院境内に建立されている石碑の文章。句読点をつけ、行替えを／で示した。

　世の中の悪を正して／諸人を／救わん誓い／南無妙多羅天／山形県高畠町一本柳／喜久屋虎五郎／神意によ

り吾子住人の／浄財にて建立／宝光院　沙門　良巌。
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          略記明治三十七年二月廿日、高畠町八百屋安達屋に出生。十五才の時、宮内町星呉服店に店員見習いとして住込む。

両親早生（「世」の誤記）により実家に還り、数年間学問を志し、講義録により独学し、大学教育迄教養を身に

つける自信をもち、東京及びその他の産地より直接仕入れして、小売り外店卸し迄行い、嬉々として商業に精

出し、郡下一円に出張販売を続けること二十有余年。その頃、汗愛主義の修養団に入団し、心身鍛練して夏冬

を通して水垢離をとること二十年間、又、気合い術を身につけ、各地の全国特別講修に進んで出席した。その

間、和歌・俳句・詩吟・謡曲等ほ習得した。昭和三十年頃、佛舎利の真実の教えに帰依し、大慈会教団に入信

し法華経を以て祈願回向供養懺悔行法を以て世の為尽くして三十年。神佛に聊か通じてか、不思議な体験現象

数限りなく、余命有る限り貫き通す決心です。
　　　　合掌     昭和五十六年六月補足資料５

　　　オッカナ橋の由来〈船橋〉
　船橋から屋代の柏木目に通ずる道路を横切るように、和田川が流れています。

今では川底も浅くなりましたが、昔は水量も豊富で川幅も広く、なかなかの大河であり、岸辺には榛や欅の大

木が茂り、昼もうす暗く気味の悪い処でありました。また、その大木の一本の幹は、大人二人が手を廻しても

届かない太さで、中程が空洞になっていました。川には極く粗末な二本の丸太の橋がかかり、それが川を渡る
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唯一の通路でした。　丈夫な橋にかけ替えた今も、俗に「オッカナ橋」と呼んでおり、その名前については、次のような話が伝え

られています。　今から九百三十年程昔の前九年の役で、一本柳の館主度会（わたらい）家は、主君阿倍氏と共に源氏に亡ぼ

され、主従は散りぢりとなってしまいました。そこで度会家の一子弥三郎は、何とかして我が家を再興しよう

と、妻子を母に預け、京に上って武芸を学び、諸国を廻って修行すること七年余り、天晴れな腕前となって故

郷に帰ってまいりました。　こちら郷里の一本柳では、弥三郎の妻子は弥三郎が旅立った翌年、相ついで病死し、母（岩井戸）だけとな

りました。母は弥三郎に合わせる顔がないといって嘆き悲しみ、七日間断食して白髪の姥となってしまったの

です。　それから後は、和田川の橋のたもとを根城とし、生き残った一族と共に軍用金を貯えて、弥三郎が帰ってき

たら旗揚げさせようと、殺人強盗の張本人となり、悪鬼のように狼を馴らし、風を起こし雲を呼び、飛行自在

に、飯豊・朝日・羽黒・月山等の山やまを駆け廻り、「弥三郎姥」と怖れられて悪事の限りを尽しておりまし

た。　そういう事とは露知らず、弥三郎は妻子や母に会える喜びに疲れた足を励まして、日の暮れかかる頃、家ま

であと一息の橋のたもとにさしかかりました。
　すると突然、狼の大群に取り囲まれてしまいました。故郷の土を踏まんとする今、無益な殺生は不吉とばか

り、道の傍の漆の大木に登って難を逃れようとしました。
　その時、群の中から一匹の白い狼を従えた一人の老婆が、小刀を手にして漆の大木を登ってきました。そこ
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で弥三郎も止むを得ず、腰の一刀抜く手を見せず老婆の右腕を切り落としたところ、老婆と今まで群がってい

た狼は、さっとかき消すように逃げ去っていきました。
　木から飛び降りた弥三郎は、後を追いかけようとしましたが、ついに老婆の姿を見失って追いかける事が出

来なかったという訳で、追い兼ねてしまったところから「追兼（おいかね）橋」それが訛って「オッカナ橋」

になったといわれています。
　別に、橋のたもとの大木の空洞に住み着いた弥三郎が、通行人に害を加え、特に乳飲児を背負った人から強

引に子どもを奪って、大木によじのぼり食べたので、「オッカナイ（おそろしい）橋」といわれ、それが「オッ

カナ橋」となったという説があります。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「文殊の里・昔むかし」より
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